
堆積土(カマド・煙道部)

楢 土 色 土 性 備 考 

1 10YR3/4 暗紺色 シ ル ト 

2 10YR3/3 暗褐色 シ ル ト 炭化物を含む 

3 10YR2/2 鵠褐色 シ ル ト 炭化物を含む 

巨4 
10YR2/2 黒的色 シ ル ト 炭化物を含む、粘性なし 

i5 10YR2/2 紫褐色 シ ル ト 炭化物を含む 

き

6 10YR3/2 黒褐色 シ ル ト 焦土若干、炭化物を含む 

」7 10YR2/1照∴色 シ ル ト 焼土、炭化物を含む 

音 8 5YR3/4 暗赤褐色 焼 土 炭化物を含む 

l i9 
10YR4/4 紺 色 碗 土 炭化物を多く含む 

第85-2図 BF21竪穴住居跡

びている。煙道底面は、中央に向って極く緩かこ下がり、中央部分が最も深くをり、そこから

煙出部へ緩かこ上って行く。煙出部にビットは認められれ、。なお、煙道部分は砂礫層をくり

ぬいているため周壁をシルトで固めていたことが特徴である。カマドの軸方向はN-4o-Wで

南北壁中点の軸線と一致する。

〔その他の施設〕貯蔵穴状ビット、同港は認められ和、。柱穴以外のピソトとしては巳-R

のど、ノトが存在する。 P5は径50×35cm、深さ約20cm、勘ま径約70×60cm、深さ9cm、 F"ま径約

90×60。m、深さ約20。m、 Rlま径約90×90cm、深さ約35cmの規模をもつ深皿状、半円状の断面形

を呈するピットである。これらのうち、鼠とRは埋土中に焼土と炭化物を多く含んでいるもの

である。又、 P,のすぐ脇、住居の南東隅には南北約1.10cm、東西約80cmで、厚いところで10cm

内外の堆積を示す焼土があり、その広がりは堂外にも及ぶ。しかしその下には、特に遺構は認

められか、。ただ、この焼土堆積の西及び北西にあたる床面に良質と思われる青白色の粘土塊

が2カ所に存在した。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、北壁沿い、及びカ

マド周辺の床面や、南壁沿い中央よりの床面等から出土した土師器、須恵器、手捏ね土器、紡

錘車等がある。実測したものは、土師器杯8点、高杯l点、饗5点、手捏ね土器4点、須恵器

大寒1点、紡錘車3点、鉄製品l点である。
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土師器 製作に際しいずれもログロ未使用のものである。

杯(第86図1-8) (1)は、底部から口緑部にかすて内湾気味に立ち上る丸底で、底部との

境界に形式的になった軽い段を有するものである。 (2 ・ 4)は、底部から口緑部にかすて内湾

直立気味に立ち上がるもので平底に近い丸底である。底部との境界に形式的になった軽い段を

有する。 (3)は、底部から「」緑部にかすて内湾気味に立ち上る無段の丸底である。 (5へ7)は、

底部から口縁部にかけて内湾気味に立ち上る無段平底に近い丸底で、 (5)は、口径に比べて器高

の深いものである。 (8)は、底部よりやゝ外傾気味に立ち上り体郡上半がわずかに内湾する平底

である。調整技法をみると外面は、 (1)は口緑一底部へラミガキ、一部へラケズリ(2 ・ 4)は、

ヘラミガキ、ヘラケズリ、(5)はヨコナデ、ヘラミガキ、(6)はヨコナデ、底部にハケメ痕、(7)は、

へラミガキ、ヘラケズー)、(8)はへラミガキ、ヘラケズリと多様である。内面は、いずれもヘラ

ミガキ、黒色処理されている。

小莞(第86図10・11) (10は、口緑部が外反し肩部に軽い段を巡るもので休部最大径が上

半に位置するもの、 (11)は、口綾部が外反し休部最大径が肩部に位置する無段のものである。調

整技法は、いずれも口緑部内外面はヨコナデ、休部外面はハケメ後ケズリ、内面は、 (10)はナデ

一部ケズリ、 (11・12)はナデである。

中寛(第86図12) 口緑部が外反し肩部に軽い段を有する。休部最大径は上半にあるもので

ある。調整技法は、口緑部内外面ヨコナデ、休部外面はケズリ、内面はナデである。

大嘉(第86図13) 口縁部がくの字状に外反し肩部に軽い段の巡る長胴である。休部最大径

は上半にあり、底部は、休部から外へ張り出す。調整技法は、口緑部内外面はヨコナデ、休部

外面はヘラケズリ、内面は、ハケメである。

手捏ね土器(第86図15へ18)径が5cm前後の底の丸い小型の主神犬のものである。指痕やナ

デがみられる。

須恵器

大寒(第86図19) 口緑部が外反し、口緑上端がわずか二十万へつまみ出されている肩の張

ると思われる賽の上半部分である。休部内外面ともに叩き目が施されている。

土製品

紡錘車(第86図20へ22) 平面形は径が約3.7cm-5.6cmの円形を呈し、断面形は、高さ約l.5

Cmへ2.4cmの半円形、台形を呈しているもので、表面はミガキが施されている。

鉄製品 長さ5.2cm、幅3.1cmの板状の破片である。鎌の一部とも推定されるものである。そ

の他、鉄樺が20数個出土している。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く土師器、須恵器、縄文土器の破片が出土している。

土師器 製作に際しログロ未使用のものである。
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大寒(第86図14) 口緑部が長く「くの字」状に外反する肩部に軽い段の巡る長胴の上半部

分である。調整技法、口緑部内外面はヨコナデ、体部は外面がヘラケズl)、内面はハケメであ

る。

その他、土師器上布ま内黒の破片、須恵器は、タタキメのある大審の破片がある。

⑩cE68竪穴住居跡(第87図-1 ・2)

〔遺構の確認〕 C調査区の東端附近、 CH74竪穴住居跡の北約8mの地点の地山面で検出し

たものである。

〔重複〕 南壁の一部がCE71ピ、ソトを切って構築されている。

〔平面形・規模〕 平面形は方形であり、規模は長軸(東西)約3.5m、短軸(南北)約3.2m

である。又、床面積は約11.2正である。南北壁の中点を結ぶ軸線は、 N-00-EWで磁北とほ

ぼ一致する。

〔壁〕 地山を掘り込んで壁としているもので立ち上りも垂直に近くしっかりしている。残

存状態の最も良好を北、西壁で約30cmを計る。

〔床〕 地山をそのまゝ床面としており平坦で固い。床面直上には径10-50cmほどの川原石が

存在し、特に北半に多く、これらは、円形又は、コの字状に配石されているようにもみられる

が意図的なのかどうか不明である。

〔堆積土〕 4層に分けることができる。 1層は、黒褐色腐植土で住居の全体に堆積している

が床面には達していか、。 2層は、黒褐色腐植土で、土師器片を含み、壁際を除き主に床面に

堆積している。 3層は、暗褐色シルトで床面に部分的に堆積している。 4層は、黄褐色シルト

で、主として壁際に堆積している。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕北壁中央(I)と、や、東寄り(II)の2カ所に付設されている。 (I)は、煙道のみが残存

していたもので、規模は長さ約100cm、径約20cmで煙出部分は既に破壊されて検出できなかった。

煙道部底面は(II)に比べて深い位置にあったものである。一方(II)は、燃焼部と煙道より成るもの

で、両側壁はシルトで構築されている。右側壁の南東隅には、側壁のシルトを押さえるようを

形で底のない聾が伏せた状態で検出されている。燃焼部内は、熱を受けてレンが状に固く、煙

道口には、カマド本体のシルトを支えるために使用したとみられる川原石が、西側に2個東側

に1個、それぞれ据えられていた。煙道部へは、璧近くで約30cm上り、それから堂外へと約

100cm延びている。煙出部は半壊されて上部は明かでないが、煙道底面より約20cm下ったピント

が存在した。カマドの軸方向はN-70-Wである。

〔その他の施設〕 カマド(I)の燃焼部のあったと思われるところに、北壁を掘り抜いた形で

径約65cm、深さ約65cmのフラスコ状に近い断面形を有するピ・ノトが存在した。中より土師器の
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第87-1図 〇巨68竪穴住居跡

破片が出土しており、貯蔵穴状ピ、ソトといおれるものと思われる。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内、ビット、

床面上から出土の土師器、須恵器及び、床面直上から出土した相同開称(銅銭)がある。実測

したものは、土師器杯2点、高杯1点、蛮6点、領1点、須恵器杯2点である。

土師器 製作に際しいずれもロクロ未使用のものである。

杯(第88図1 ・ 2) 底部より口緑部にかすて内湾気味に立ち上る無段丸底である。調整技

法は、口緑部、休部はヨコナデ、ヘラミガキ、底部はヘラケズリ、一部ハケメである。内面は

ヘラミガキされ黒色処理されている。

高杯(第88図5) 軍部は、休部から口緑部にかすて内湾気味に立ち上る無段のもので脚部

に比べて器高の深いものである。脚部は、 「八の字」に開き極端に短いものである。

餓(第88図7) 口緑部が外傾し、肩部に段を有する無慮式のものである。体部の最大径が

肩部にあり、底部に比べて器高が底い長胴である。器面調整は、口緑部内外面はヨコナデ、休

部外面は、ヘラケズリ、内面はヨコナデ、ケズリが一部みられる。
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〔Ⅱ〕

カマド(旧)煙道部堆積土〔工〕

層 土 色 土 性 櫛 考 

1 10YR3/2 隷紺色 腐植土 炭化物を苦手含む 

2 10YR2/3 操的色 燭舶土 シルトブロック状・炭化物を含む 

3 10YR4/6 榔∴色 シ ル ト 炭化物を着手含む 

4 10YR4/5(こぶl寅伽色 シ ル ト 

5 10YR5/6 磁紺色 シ ル ト 襟土ブロック状、炭化物若干含む 

6 10YR2/3 農相色 胤 楢土 焼土・炭化物を含む 

7 10YR2/1隷∴色 俄楢土 炭化物を含む 

8 10YR2/2 隷紺色 腐 紳士 焼土、炭化物、シルト的状を含む 

9 10YR2/3 隷脚色 腐補土 焼土、炭化物、シルトブロック抹含む 

10 10YR2/3 鵬的色 燭髄土 9評に化して焼土、炭化物少か、 

11 10YR3/3 暗棚色 シ ル ト 鵠ボケとシルトの泥土、炭化物若手 

12 10YR4/4 榔∴色 シ ルト 焼土、炭化物を含む 

13 10YR4/4 榔∴色 シ ル ト 

i i 十∴∴i∴i i

カマド(新)煙道都堆穣土〔Ⅱ〕

璃 土 色 上 帯 僻 事 

1 10YR5/4(こよい黄梱包 シ ルト 

2 10YR5/3(こぷい費的色 シ ル ト 碗土、炭化物を若手含む 

3 10YR3/4時的色 腐植土 焼土を含み、シルトブロック状に入る 

4 10YR3/3時的色 シ ル ト 焼土、炭化物を徴址Iこ含む 

5 10YR3/4時的色 煽栢土 炭化物、焼土を微地に含む 

6 75YR5/8明的色 椀 土 

7 75YR5/6明的色 焼 土 6楢より賞味強く炭化物を含む 

8 75YR6/6憾∴色 棋 士 

9 10YR5/4 にぷい荷㈹色 楼 上 炭化物を含む 

10 10YR2/2 鵠紺色 腐植土 

11 5YR4/6 赤的色 焼 土 炭化物を多く含む 

第87-2図 〇E68竪穴住居跡

大壷(第88・89図8へ12) いずれも口緑部が「くの字」に長く外反し、肩部に軽い段が巡り休

部最大径が胴部上半に位置する長胴(8-12)である。口唇部を上方へつまみ出し内側に複をも

つもの(8へ9)・(1lへ12)と、単純に上方へつまみ出しているもの(10)とがある。底部は木葉底

が多く口径に比べて底径の大きいものが多い。器面調整は、口緑部内外面は、ヨコナデ、休部

外面はハケメのものがあり、内面はハケメが主である。

須恵器

杯(第88図3 ・ 4) いずれも底部の破片で、切り離し技法は、回転糸切無調整のものであ

る。

古銭(第90図) 図版-47-11和銅開

弥(銅銭) (初銭年代708年 次期720年)が4枚竪

穴住居内南西床面より出土している。うち完形品及

び完全なるものは各1枚で他は破片である。完形品

は径2.5cm重さ2.2gである。
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第88図 〇E68竪穴住居跡出土遺物(1)
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出土遺物観察表

商 ′子 

出土職位 舶∴∴刑 
調 節 

櫨 面 樺 高 i自 体∴経 碇∴経 分斯番号 
外 面 困∴∴∴∴面 

1 ビ′ト困 土師器(雄) ヨコナテ’ ヘラミガキ(内周) ヘラケズiI 4.3 (14.4 A,b 

2 時 節 土師器は不) ヘラ ミガキ ヘラミガキ(内周) ヘラケズi′ 4∴〕 14.1 A,b 

3 時 節 納悪幣(雄) ロケ口煩 ロケロ浪 回転糸切り (6.2〉 C,l 

4 昧∴商 雄思器は不) ログ口煩 ログロ礁 回転糸切り (5,8) C,l 

5 ビノ上向 土師器(高坪) ヘラ ミガキ・へラケズリ ヘラミガキ(碑.i.1) 4.了 ’9.2 5,1 Cl 

6 惟請土 土師器(褒) ヨコナ千・へラケズi′ ヨコナチ’・ナチ’ (6.5) (15,8) A,bl 

7 昧∴商 土師器(甑) ヘラケズi) 15.3 16.1 6,6 Bll 

8 尿∴面 土師器(褒) 
ハケメ後ヨコナナ ハケメ・ハナノ 

(9.8) (18.4) A-aこう 

9 味∴而 土師構(褒〉 25.5 1了.2 9.0 A-種2 

10 昧∴而 土師維(褒) ココナテ∴ ′、ケメ 本∴簾∴撮 28.6 20.1 9.4 A-種3 

11 暗 面 土師器(褒) 
ハケメ後ヨコナナ 
へラケズil ハケメ後ヨコナナ・ハケメ 本∴錠∴撫 2了.2 22.1 9.5 A.a2 

12 昧∴面 土師器(褒) 
ヨコナチ’ ミガキに追いへラケズリ 

ヨコナナ・ヘラナデ(If亨減) 木∴瑛∴撮 25.3 19.6 8.6 A.82 

13 性根土 土師器(褒) (8∴!) 22.5 A.a3 

第89図 〇E68竪穴住居跡出土遺物(2)
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〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、土師器、須恵器、赤焼の土器の破片が出土している。実測

したものは馨の口緑郡上半のもの2点である。

中墓(第88図6) 口緑部が外傾し肩部に段の巡るものである。口緑部の形態からみると(7)

の餅と類似しており、或はそれと同様のものと考えられる。口緑部内外面ヨコナデ、休部外面

ケズl)、内面はナデである。

大壷(第89図13) 口緑部が長く「くの字」に外反し、口唇部分が上方につまみ出され内

側に積をもつ球胴形の聾と思おれるものゝ上半である。口緑部内外面はヨコナデ、休部外面は

ヘラケズl)、内面は一部にハケメ、ナデ痕がみられる。

その他、杯の破片は内外面ミガキ黒色処理された口緑部の破片、聾は、外反する口緑部及び

長胴とみられるものゝ破片でハケメ、ケズリのものが主である。須恵器は、杯の口緑部、赤焼

き土器は杯の小破片である。

⑪cF24竪穴住居跡(第91図)

〔遺構の確認〕 C調査区の西端近くCH30竪穴状遺構の北東約5.4m 、 CG12竪穴状遺構の

北西約6.4mの地点の地山面で検出されたものである。

〔重複〕 CF24ピ、ソトが北西床面下に存在し、北側の溝状の張り出し部分の先端にCF21ピ

ットがある。又、南東隅はCG21ピットと接している。

〔平面形・規模〕 平面形は、北壁中央に溝状の張り出し部分が存在するかそれを除けばほぼ

方形である。規模は、長軸(南北)約3.2m、短軸(東西)約3.lmであり、床面積は約9.6正

である。なお南北壁の中点を結ぶ軸線はN-40-Wである。

〔壁〕 地山をそのま、壁としているもので垂直に近い立ち上りを呈している。北壁中央に

は、北に走る幅約55cm、長さ75cmの溝が外方のCF21ピットに続いているため切れている。

〔床〕 地山を床面とし平坦で固い。床面ほぼ中央には径的90×90cmの範囲に人頭大の川原石

が存在した。特に、埋設されているものではない。

〔堆積土〕 細かく分けると8層に分けられるがⅣ層に大別できる。 I層は、黒褐色の腐植土

で、住居のほぼ中央にレンズ状に堆積し、床面には達していをい。 Ⅱ層も、やはり黒褐色の腐

植土で、 I層より壁に近いところより中央に向ってレンズ状に堆積し床面には達していない。

Ⅲ層は、黒色のシルトで主に床面に薄く堆積している。 Ⅳ層は、黒褐色のシルトで壁際より中

央に向って床面に堆積している。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 東壁中央に付設されている。燃焼部と長さ約120cmの煙道部より成る。両側壁は

既になく、皿状に落ちこみ熱で固くなった底面と焼土の堆積が認められたのみである。煙道は

東壁がトンネル状に住居の床面と同じレベルで少し堂外にのび、その後、緩い傾斜をもって煙
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該綾上懸王覆土
O 1 2m

堆積土(カマド・煙道都)

大別 跡 土 色 土性 備 考 

I 1 10YR2/2掲紺色 幡楢土 炭化物、縄文土器片、木板を含む 

Ⅱ 

2 10YR2/2熟褐色 麻姑土 炭化物、縄文土器片、焼土を若干含む 

2’ 10YR2/2照褐色 麻植土 炭化物を含む 

Ⅲ 

3 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物、焼土を若干含む 

3’ 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物、他山の土がブロックで入る 

4 10YR2/2 鴇 色 シルト 

Ⅳ 

5 10YR2/1黒 色 シルト 

6 10YR2/2 熟褐色 シルト 

層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR3/4 にふ、賢的色 シ ル ト 

2 75YR2/1黒 色 煽椙土 

3 10YR2/2 熱的色 シ ル ト 炭化物若干含む 

4 10YR3/3暗褐色 シ ル ト 炭化物若干含む 

5 10YR2/2 無褐色 シ ル ト 

6 10YR4/4 褐 色 シ ル ト 比職的多く炭化物を含む 

7- 5YR3/6暗赤的色 シ ル ト 焦土 

第91図 〇F24竪穴住居跡

出土遺物観察表

0 1 2m

密 Iナ 

出土刷立 細 別 
調 整 整 

底 面 器∴高 Ii経 体 得 底∴経 分帥番号 
外 面 内 面 

1 昧 面 土師器(杯) ハケメ後へラミガキ ヘラミガキ(内堀) ヘラケズI) (2.8〉 A,b 

2 昧 面 土師器(痩) ヘラケズI) ハケメ ヘラケズII (1.8) 7.0 

3 昧 面 鉄塊品 (刀子)5.5×L6×0.2(m) 

第92図 CF24竪穴住居跡出土遺物
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出部へ下り煙出部分が一番深くなっている。煙出部奥壁に挟れが認められるが特にピ、ソトは存

在し寿いでほぼ垂直に地上へ出る。

〔その他の施設〕 床面南壁際には早が存在するが皿状の浅いものである。その他貯蔵穴状ピ

ット、同港等は存在しない。なお、既述した北壁中央より外方に延びる溝は、緩い傾斜でC

F21ピ、ソトへと落ちこんでおり、排水のための施設として使用されたことも考えられる。

〔年代決定資料〕 住居の使用及び構築の年代等を決定する資料としては、床面出土の土師器

や鉄製品の一部があるが、完形品等もなく、いずれも破片のみで、しかも個体数が非常に少な

い。土師器杯1点、小型聾の底部l点、鉄製品1点が実測できたすべてである。

土師器 製作に際しいずれもログロ未使用のものである。

杯(第92図1) 口緑部が欠失しているが底部から口緑部にかすて内湾気味に立ち上る無段

丸底と思おれるものである。調整技法は、外面は、ハケメ後へラミガキ、内面は、ヘラミガキ、

黒色処理されている。

小萎(第92図2) 底部のみのものであるが残存破片や底径から小型聾の底部とみられるも

のである。外面は、ヘラケズリ、内面は、ハケメであり、底面はヘラケズリされている。

鉄製品(第92図3) 刀子の一部と思おれるもので長さ5.5cm、幅1.6cm、厚さ0.2cmの鉄

片である。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、土師器(杯、蛮) 、縄文土器の破片が出土しているが実測

できるものはをい。上布ま、内薫の破片で内外ミガキ、無段丸底のものと思われるものである。

聾、縄文土器片は摩滅の著しいものである。

⑫cJ 18竪穴住居跡(第93図)

〔遺構の確認〕 C調査区の南西附近DA24竪穴住居跡の北東約3mの地山面で検出したもの

であるが煙道部分は縄文時代とみられるピ、ソトを既に精査していたために確認できなかった

ものである。

〔重複〕 この住居跡はCI18ピ、ソト、 CJ18複合ビット、 CJ15ピ、ソトと多数の縄文時代に

属するとみられるピ、ソト群上に構築されているもので、北壁、南壁は、それぞれのど、ソトをれ

ずかに切っている。

〔堆積土〕 2層に分けることができる。 1層は、黒褐色の腐植土で壁際を除き中央附近を

中′いこ皿状に堆積し床面には達していない。 2層は、やはり黒褐色腐植土で壁際より中央にか

けて住居全域に堆積し床面にも達している。その下に貼床した層3層が認められる。

〔平面形・規模〕 平面形は隅の丸味が強く中央部分もやゝ胴張りの隅丸方形である。規模は

長軸(東西)約3.4m、短軸(南北)約3.Omであり床面積は10.1証である。南北壁を結ぶ中軸線

はN-10o-Eである。
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0 1 2m

楠 土 色 土 性 御 者 

1 10YR2/2 黒的色 腐∴椅 土 土師機片を含む 

2 10YR2/2 農的色 腐∴楠 土 焼土、炭化物を含む 

3 10YR2/6 明賞的色 シ ル ト 貼鷹部分 

〔壁〕 地山面をそのまゝ

壁としているもので立ち上

りは比較的鋭いものであり、

壁面も保存状況が良好であ

る。最も良好な北壁で約40

cmを計る。

〔床〕 床面は地山の上に

シルトを貼った貼床である。

一面に焼土の散布が認めら

れ、特に、北西隅には焼土

が厚く堆積しており、その

中より多くの土師器片が出

土している。

〔柱穴〕 床面より柱穴と

みられるピットは確認され

なかった。

第93図 〇J18竪穴住居跡

〔カマド〕 北壁中央に付設されていたものである。両側壁はシルトで構築され、左側壁には

芯材として土師器の賽が伏せた形で使用されていた。燃焼部は、焚口部分が狭く、中央部分が

広いきんちゃく状を呈している。煙道部は、北壁をくりぬいて住居外へ延びていることは確認

されたが、大部分は、既述の如く確認できをかったものである。カマドの軸線に対する方向は

N-20o-Eである。

〔その他の施設〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内、煙道部

より出土の土師器がある。

土師器 製作に際しいずれもログロ未使用のものである。

大轟(第94図8 ・ 9) (8)は口緑部が外反し、口唇部がれずかこ上方に引き出され内側に稜

を有するもので、休部最大径が肩部近くにある長胴である。 (9)は、長胴の下半部である。調整技

法は、口緑部内外面はヨコナデ、休部外面ば8)はへラケズリ、 (9)はハケメ後へラケズリ、内面

は、 (8)はナデ、 (9)はハケメである。

小萎(第95図14) 口径が器高より大きくしかも口径に比べて底径の大きいもので底部より
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第94図 〇J18竪穴住居跡出土遺物(1)
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出土遺物観察表

番 Ii 

出土層化 同音 ∴ 別 
凋 骸 

礁i節 嵩 高 iI 経 体∴経 候∴経 分納番号 
卑∴∴∴∴而 困∴∴∴∴面 

1 堆袖土 土師 (雄〉 ヨコナナ後へラミガキ ヘラミガキ(困 拭) ヘラ ミガキ 3.2) 12.6 A.a 

2 堆机上 士帥. は不) ヘラ ミガキ ヘラミサキ(困 しい (3.8) (14.4) A.1 

3 地顔土 臆臆l:帥- (J不) ヨコナチ・暮し、ケズり ナチ・ヘラミガキ(所課) (9.0) (18.0) A.a 

4 雌的二 土師i (褒) ヨコナテ′ 21.0) ’17.() 〈10.2〉 A,bl 

5 惟舶: 土師i (褒) ヨコナ千・臨池 ヨブナデ・鮪減 (4.0) (12.4) A,種3 

6 推舶=: 上I姉 (褒) 
ヨコナチ′ 

ハケ メ (4.8) (14.6〉 A,Obl 

7 椎請 上 と伽“ (褒) ココナチハケメ 26,5 17.1 8.0 AiⅡbl 

8 鰹通 部 土師` (饗〉 ココナナ"催いへラケズi) 本∴繁∴頑 27.0 21,0 8.9 AiI種3 

9 ガマド函 」 帥 (饗) ′ヽケメ 
〈 8.2) 7.5 AI 

10 堆肌土 帥 (握) へラ ミガキ (7.8) (9.0) AI 

11 椎的土 伽 (褒) ヨコナチ・ハケメ(部分) (10.5〉 19.2 A,Ⅲb3 

12 他部二 郎i (握) ヨコナチ・ナチ(?〉 (15.2) 14.0 ÃⅢb3 

13 雌請」 帥 (饗) ヨコナチ・ナチ′ (9.5) (18.0) A-Ⅲal 

14 カでド困 土師構(握〉 
ヨ コナラ′ 

ヘラケズi) 9.0 =.5 7.8 A)1bl 

15 誰的土 土師維(鉢) ヨコナナ・ナナ ヨコナチ・ハケメ 5.3 9.0 5.5 

第95図 〇J18竪穴住居跡出土遺物(2)
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外傾気味に開く小型の賽である。調整技法は、口緑部内外面ヨコナデ、休部外面ハケメ、一部

ケズリである。器形的には鉢としてもいいものかもしれ老い。

〔堆積土出土遺物〕 堆積土中より杯をはじめとして多数の土師器が出土している。実測した

ものは、杯2点、聾7点、鉢1点である。

土師器 製作に際し、いずれもログロ未使用のものである。

杯(第94図1へ3) いずれも休部外面に段を有するものであるが、 (1)は、対応する内面に

もくびれが認められ、段から上はやゝ内湾気味に立ち上る丸底である。 (2)は、底部は不明であ

るが外傾気味に立ち上るもの、 (3)は、段より上は直立気味に立ち上る器高の高い平底風の底部

を有するものと推定される。調整技法は、 (1 ・2)は外面をみると段より上はヘラミガキされ、

(1)の底部は部分的にヘラケズリが認められる。 (3)は、段より上はヨコナデ、一部ミガキ、下は

ヘラケズリである。内面は、いずれもがへラミガキされ黒色処理されている。

大壷(第94・95図6へ7・10-13) (6 ・ 7)は、口緑部が単純に長く「くの字」状に外反し休

部最大径が肩部近くにある長胴である。 (10-13)は、口緑部が「くの字」状に外反し、最

大径が中央附近に位置すると思われる球胴である。 (12・13)は、肩部に段を有する。調整技法

は、いずれも口緑部内外面はヨコナデであるのに対して、休部外面は、ハケメ一部ケズリ、ハ

ケメだけのもの、ヘラケズリされたものと多様である。内面は、ナデが大部分で一部ハケメの

ものもある。

中妻(第94図4 ・ 5)肩部に段を有し口緑部が短く外皮する(4)、長く「くの字」状に外反

する(5)口緑部の破片で、口径より中型輩と推定されるものである。調整技法は、口緑部内外面

はヨコナデ、外面は磨滅しているが、一部にハケメ、ヘラケズリ痕が認められる。

鉢(第95図15) 底部より口緑部にかすて内湾気味に立ち上る小鉢状のものである。底部は

中央部がやゝくぼみれずかこ上底状を呈している。調整技法は、外面は、ヨコナデ、ナデ、内

面は、ヨコナデ、が主で一部ハケメが施されている。

⑬BD62竪穴住居跡(第96図-l ・2)

〔遺構の確認〕 B調査区の北西側、 BG59竪穴住居跡の北Imの地山面で検出したもので、

発見された住居跡としては最も北に位置するものである。

〔重複〕 認められ老い。

〔平面形・規模〕 隅がやゝ丸味をおびた方形で、南壁に比べて北壁がやゝ短く、そのため、

少しゆがみのある方形である。規模は、長軸(東西)約6.8m短軸(南北)約6.Omであり、床

面積は約3.7壷である。南、北壁の中点を結ぶ軸線はN-50-Eである。

〔堆積土〕 細かく観察すると7層に分けられるが、 Ⅳ層に大別できる。工層は黒褐色の腐植

土が主で、主として、住居内の中央附近に堆積し、床面には達していない。 Ⅱ層は、暗褐色の
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堆積土(PlへP.)

大別 楢 土 色 土性 繍 考 

I 

1 7.5YR2/1熟的色 腐植土 

1’ 10YR4/4暗褐色 煽楢土 楼上を徹盤含む 

Ⅲ 

2 10YR3/3暗褐色 シルト 娩土、炭化物を若干含む 

2’ 7.5YR4/4時的色 シルト 2楢より樵土、炭化物が多い 

Ⅲ 

3 
2・5YR3/3塊左‾ シルト 

4 
2・5YR4/4罷‾ナ シルト 焼土を多田に含む 

Ⅳ 5 2・5YR6/4違い パミス 降下火山庚 

層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR3/2 勲的色 シ ル ト 炭化物若干 

2 10YR3/2 熱的色 シ ル ト 他山の土が多く混じる 

3 10YR4/4 褐)1色 シ ル ト 

第96-1図 BD62竪穴住居跡
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二三〇

朋 土 色 上 作 鯛 考 

1 7.5YR4/2 鮒 色 僻 舶 土 焼土のブロック若手含まれる 

2 2.5YR4/4 にふl赤的色 シ ル ト 

3 5YR3/4 晴赤的色 焼 土 

4 7.5YR4/6 袖)1色 焼 土 炭化物多く含まれる 

5 5YR4/6 赤的色 焼 土 

6 7.5YR3/2 晴赤榔色 .シ ル ト 炭化物、規土多く含まれる 

7 5YR3/2暗赤榔亀 甲舶土 炭化物、焼土着千含まれる 

瘍顔

堆概土(P5.P。.P。.P。)

層 土 色 上 帯 ㈱ 脅 

1 7.軌’R2/1隷 色 腐紳士 焼土のブロック若干含まれる 

2 2.瓢’R7/6暗流鵬色 シ ル ト 固くしまっている 

3 7.5YR3/3暗榔色 僻椅土 土師器、炭化物、焼土ブロック多し 

4 7.〔YR3/2 謀褐色 シ ルト 炭化物善幸含まれる 

5 10YR4/6 榔∴色 シ ル ト 

6 5YR4/4(こ高、赤的色 シ ルト 焦土、炭化物多田(こ含まれる 

7 5YR3/3暗赤紺色 シ ル ト 焼土、炭化物緻址Iこ含まれる 

第96-2図 BD62竪穴住居跡

シルトで、壁際を除き、ほぼ床面全域に堆積している。 Ⅲ層は、焼土を多量に含む褐色のシル

トで壁際に堆積している。 Ⅳ層は、所々にブロック状に含まれている粉状パミス(火山灰)で

ある。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、残存状態も良好であり、いずれも30cm以上の壁

高を示し、床面よりの立ち上りも、ほぼ垂直に近いものである。

〔床〕 床面は、ほぼ平地で固くしまり貼り床はみられない。

〔柱穴〕 床面上より9個のピットが検出されている。そのうち耳へ巳のピットについてみる

と位置的には、壁より等間隔に対角線上に位置するものではなく、南壁に平行する鼠-鼠は、

や、西に寄り、北壁に平行するPlへEくま逆にれずかに東寄りと、それぞれ菱形の頂点に位置す

るようを配列をなしている。床面からの深さは、巳は約20cmと浅く多少無理とも思おれるが、

他は50cm前後であり、径は、約30-50cmで、柱痕は認められ老いが、配置からみてそれに該当

するものと思おれる。
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〔カマド〕 南壁中央よりやや西寄りに付設されており燃焼部と煙道部よりなるものである。

燃焼部は、壁を掘り抜き舌状に堂外に出ており、従って、壁の一部をも側壁としているもので

他に比べて長い側壁を構築している。側壁は、シルトのみで構築されており、特に芯材として

土器、川原石等は使用していをい。燃焼部の形態は、他のカマドのそれと異なり、カマド本体

の燃焼部の後方に更に南に傾斜した掘り込みを入れてその上をシルトでおおって煙道としてい

る。従って煙道へは、燃焼部より二段の段差をもって上っているもので、これは炎の溜めとし

て熱効率を考えたものと考えられる。

煙道の規模は、長さ150cm、幅45cmの溝状を呈している。煙出部には、径約25cm、深さ約20

cmのピットが存在する。カマドの軸方向はN-1800-Eである。

〔その他の施設〕 P5へP,。の6個のピットが床面より検出されている。 P5は、径約100cm深さ

約40cmで、断面形は深鉢状を呈している。

堆積土は、 3層よりなり、最下層より土師器の杯(第97図2)が出土している。このど、ノト

の堆積土は、ほとんど焼土よりをり、カマド内の不用物を廃棄し、その後、その上を意図的に

シルトで覆ったものと考えられるものである。

P。もピットの上面に焼土が小高く残っていたものである。規模は、径が約70cm、深さ約20cm

の深皿状を呈している。

堆積土は、 3層よりなり、 1層中および底面からログロ使用の土師器の聾の破片が出土して

いる。をお、 2層中には炭化物と焼土が若干混入しているがP5ピットのように特に多くない。

P5、 P。のいずれのピットも底面には熱を受けた様子が認められ老い。

その他、 P。-P。、 P,。のピットは、いずれも深さが10-20cm内外の断面形が深皿状のピットで

ある。

堆積土は、ほとんど黒褐色のシルト一層で、炭化物がわずかこ混じっている程度である。

これらのピットは、いずれも、何か貯蔵していたという形跡が認められ老いものであるがP。

ビットは、位置的にみた場合カマド脇にあり、貯蔵穴状ビットといわれるものに該当するもの

とも考えられる。

同港は、南壁に付設されているカマドの東側、約3mの範囲には認められないが、その他の

壁面下には、床面より約10cm内外掘り下げた幅10-20cmの同港がめぐっている。

〔炭化材〕 床面に少量の炭化材が散乱していたが、これらの一部を年代測定の資料として日

本アイソトープ協会に依頼した。その結果、後葉にある如く、 1140±55YB.P.(1110±50YB.

P.)の資料を得た。これは、当住居の年代を推定する上での一つの資料として有効なものとな

り得るだろう。
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〔炭化米出土状況〕 カマドの煙田中より伏せた形で出土した小型の土師器蛮(第98図21)の

中より出土したもので、炭化米は、主として、底面より出土し、休部中半までは土がつまって

いたものである。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代を決定する資料としては、カマド内、煙道都塵

出内、床面、ピット等より出土した土師器、須恵器等がある。

土師器

杯(第97図1-4) (l)は、休部から目線部にかすて直線的に外傾し器高の割に底径の大き

いもの、 (2)は、休部は丸味をもち口緑部にかけて直線的に外傾するもの(3X4)は、休部から口緑

部にかけて、ほぼ直線的に外傾し、 (3)は、口緑部がれずかに外反するものである。いずれも器

高の高いものである。調整技法は、 (1)・(3)は底部周辺、底面は手持ちへラケズリされているも

の、 (2)・(4)は一部回転へラケズリされている。内面はいずれもヘラミガキ黒色処理されている。

製作に際しロクロ使用のものである。

中寛(窮98図20・21 ・30) 酬ま目線部が外反し、休部最大径が肩部にある無段の蜜である。

調整技法は、外面、口綾部はハケメ後ヨコナデ、内面ヨコナデ、休部内外面はハケメである。

底面は、ヘラケズリされている。製作に際しロクロ未使用のものである。

伽)は、製作に際しロクロ使用のもので「「緑部が矩かく「くの字」に外反し、口緑部と、位の体

部最大径がほぼ中央に位置あるものである。休部外面にタタキメ痕、下半ばへラケズリ、内面

は、底部近くにヘラケズリが施されている。底面はヘラケズリされている。

大莞(窮98・99図22・26)鶴)「丁緑部が単純に「くの字」状に外反し下半がや、ふくれると推定

されるもの、 (26)は、 「くの字」状に外傾するものである。調整技法は鶴)は口緑部内外面、ログ

ロナデ、体部外面下半はヘラケズリ、内面はハケメ状ナデである。峨6)は内外面ともにロクロナ

デのみである。

鉢(窮99図32) 製作に際しログロを使用し、口緑部が「くの字」状に外反し、口唇部がれ

すかに上方へ引き上げられているものである。

須恵器

杯(第97図5へ8) (7)はやゝ内湾気味であるが他はいずれも休部から口緑部にかけてほぼ

直線的に外傾するもので器高に比べて底径の大きいものである。 (6)は、休部に字体は不明であ

るが墨書痕が認められる。底部の切り離しは、 (5へ7)は同転へラケズリ、 (5)ほぞの後手持ち

へラケズリ、 (8)は、回転糸切り無調整である。

萎(第100図鎚) 口緑部がや、長く外反し、口唇部が上下に引き出されているもので、最大

径が休部のほぼ中央に位置するものである。調整技法は、休部外面は、タタキメで下半部はそ

の後へラケズリされている。内面は、底面近くがナデによって調整されている。
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第98図 BD62竪穴住居跡出土遺物(2)
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出土遺物観察表

詣 号 

出土屑位 種 別 
調 整 

底 面 嵩∴高 口∴径 体 径 底 径 分類密号 
外 面 内 面 

1 カ マ ド 内 土師 蓄(杯) 
ログロナテ’・ 手持へラケズリ 

ヘラミガキ(内熱) 手持へラケズI) 3.6 13.3 (5.9) BII種 

2 P事 ピ ッ ト 土師 器(杯) 
ロタロナチ’・ 回旋へラケズI) 

ヘラミガキ(内黒) 
回章云糸切り 部分へラケズリ 

4.1 (13.2) 7.0 B書工種 

3 床 面 土 師 巻(埼) 
ログロナテ’・ 手「博へラケズi) 

ヘラミガキ(内黒) 
回飯糸切り 部分へラケズi) 

5.5 15,7 7.8 B-Ⅲa 

4 P.ピ ッ ト 土師‖蓉(杯) 
ロタロナテ’・ 回飯へラケズリ 

ヘラミガキ(内熱) 国語へラケズリ 6,5 (15.8) 8,2 B書Ⅲ種 

5 カ マ ド 内 須∴憩:琵(杯) ロタロ娘 ロタロ振 手持へラケズリ 3.6 12.9 6.8 C,工種 

6 床 面 須 恵器(杯) ロタロ渡(千)亜蜜 ログ口演 回転へラ切り 4.1 12.9 7.1 CまⅡa 

7 カ マ ド 内 須恵器(埼) ログ口腹 ロタロ痕 回転へラ切り 4,3 (12.5) (6.5) C暮Ib 

8 床 直 上 須∴恋し嵩(杯) ロタロ瀬 ログロ瀬 左回転糸切り 4.8 12.0 6.0 C〕I種 

9 堆 積 土 明言懇話(杯) ロタロ熊 ロタロ痕 左回転糸切り 5.0 13.9 7.1 C,Ib 

10 堆 積 土 須恵萬(杯) ログ口演 ログロ碩 左回転糸切り 6,0 15.7 7.0 C.I種 

11 堆 積 土 須恵器(杯) ロタロ痕 ログロ熊 右回転糸切り 4.7 (16.2) (6.7) C章Ib 

12 堆 棋 士 須∴憩:蓄(杯) ロタロ痕 ロクロ熊 右回転糸切り 4.5 13.9 6.2 C●Ic 

13 堆 積 土 赤 焼 き ロタロ痕 ログ口演 左回転糸切り 4.8 15.1 6.7 B, 

14 堆 積 土 須∴想言蓉(杯) ログ口煩 ロタロ痕 右回転糸切り 5.9 15.3 8.4 C,Ic 

15 堆∴韻 土 須恵蓉(杯) ログロ膜 ロタロ痕 右回転糸切り 4.1 13.4 7.0 C,工a 

16 堆 積 土 須∴想∴琶(杯) ロタロ頑 ログロ痕 右回転糸切り 3.3 (13.4) 8.2 C,I8 

17 堆 槙 土 赤 焼 き ログ口演 ロタロ痕 右回転糸切り 4.5 11.7 4.0 B, 

18 カマトピット 赤焼 き(?) ロタロ膜 ログ口演 不 明 5.0 (16.0) (9.0) B, 

19 P事 ピ ッ ト 赤焼 き(?) ログロ痕 ロタロ顧 不∴∴∴∴明 5.0 13.7 6.0 B, 

20 煙 田 中 土師 巻(褒) 
ヘラケズリ後ヨコナチ 

・ハケメ 
ヨコナチ・ハケメ ヘラケズリ 14.9 14.6 7.2 A,Ⅱal 

21 煙 地 中 土師器(褒) 
タタキメ後口タロ・ 

へラケズリ 
ロタロナチ・ヘラケズi) ヘラケズリ 14.4 13,9 7.5 B,Ⅱa 

22 ピ ット 中 土師i器(疲) ナデ・ヘラケズー) ナ デ 16,5 (20.8) B-Ⅱd 

23 堆 積 土 土師 器(壊) 
ハケメ後ヨコナデ・ 

ハケメ ヨブナデ・ハケメ後ナチ (7.5) (19,6) B-Id 

24 堆 積 土 土師 蓄(褒) タタキメ後ナチ ナ デ (8.0) (19.2) B,Ⅱd 

25 堆 積 土 土師 器(壊) ロタロ痕 ロタロ瀬 (5.8) (22.6) B-Ⅲd 

26 カ マ ド 中 土師器(褒) ロタロ碩 ロタロ硬 (9.2) 17.9 B,Ⅲd 

27 堆 積 土 土師 替(褒) ロタロ痕・ヘラケズー) ログ口頭 (6.4) 20,3 I 

28 堆 積 土 土師 嵩(疲) ロクロ瀬 ロクロ瀬 (5.5) (19.2) 

29 嬉 地 中 土師 萬(姦) ハ ケ メ ハケメ・ヘラケズリ ヘラケズリ (9.5) (10.0) 

30 ピ ッ ト 中 土師 嵩(褒) ロクロ瀬 ロタロ瀬 右回転糸切り (7.0) (8.4) B章 

31 堆 積 土 土師 琵(疲) ハケメ後へラミガキ 麿 滅 ヘラケズリ (6.2) 8.3 

32 ピ ッ ト 中 土師 萬(鉢) ログ口演 ロク口演 ヘラケズリ 15.2 23,3 8,5 

33 堆 積 土 土師 器(鉢) ログロ寝 ロクロ痕 (10.4) 18.0 

34 ピ ッ ト 中 須恵誌(捜) タタキメ後口グロナデ ・へラケズリ 
ロタロナチ・ナデ (23.2) 18.0 

i鑓・3 
9,8 C章 

35 堆 積 土 須∴憩:萬(登) ログロ痕 ロタロ痕 

36 堆 積 上 須恵器(登) ログ口演 ログロナチ 

37 堆 積 上 須恵善(登) ロクロ痕 ログロ痕 (4.8) (10.2) 

38 堆 積 上 須恵琵(登) ログ口演 ログ口演 (4.8) (8.0) 

39 堆 積 土 須恵誌(褒) タダキメ 拓 本 

40 堆 積 土 紡錘車(石) 径4.9m 好さ1.6のl 淡緑色組曲疑灰岩 登園臆■ 
41 堆 積 土 紡錘車(石) 径4.6の 厚さ1.5qn 

ケ 

」含量含量 
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赤焼き土器

杯(第98図19) 休部がやゝ九時をもち口緑にかすて外傾気味に立ち上るものである。調整

技法は、回転糸切り無調整で内外ともに摩滅が著しい。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、土師器、須恵器ともに多量の破片が出土している。そのう

ち実測したものは、須恵器杯7点、長頸壷3点、赤焼き土器2点、土師器蛮5点、鉢1点であ

る。

須恵器

杯(第97・98図9-12・14へ16) (9・10・15)は、休部から口緑部にが†てほぼ直線的に外傾

するもの、 (11)は、内湾気味に外傾するもの、 (12)は、休部から口緑部にかすて直線的に立ち上り、

口唇部分がわずかに外傾するもの、 (14・ 16)は、休部がわずか二九味をもち口緑部にかすてほ

ぼ直線的に外傾するものである。 (16)の底部附近にケズリがみられる他は、いずれも回転糸切り

無調整である。

壷(第100図35-38) (35・36)は、口緑部が強く外反し、口唇部が上方に引き出されている。

長頭蓋の口緑から頭部であり外面に自然袖が認められる。 (36)は、その休部の下半部と推定され

る高台付の休部である。内面にハケメ状ロクロナデが施されている。 (37)は、口唇部が外方及び

上方へ引き出されている長頸壷の口緑と推定されるもの、又、 (38)は、それの肩部部分と推定さ

れる破片である。

萎(第100図39) (39)は、外面にタタキメ文のみられる大護の破片である。

土師器

大壷(第99図23へ28・31) (33)は、口緑部が長く「くの字」状に外反するログロ未使用のも

ので調整技法は口緑部内外面はヨコナデ休部内外面はハケメ、ナデである。

鉢(第99図33) 口緑部が短く「くの字」状に外反し、口唇部が斜め上方へ引き出され、内

側に桟のあるものである。調整技法はロクロナデのみである。

赤燐土器(第97・98図13・19) (13)は休部から口緑部にかすてはほぼ直線的に外傾するもの(19)は、

内湾気味に外傾する底径の非常に小さいものである。

石製品

紡錘車(第100図40.41) 石材は淡緑色細粒凝灰岩で径が約4.9cm、4.6cm、厚さ1.6cm、 1.5cm

の表面が研磨されたもので、いずれも約1/2が欠失している。

その他、他の住居跡に比べて非常に多量の土師器片・須恵器片が出土しているのが特色であ

る。そのうち須恵器の破片は大聾の破片が多い。
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⑭BH56竪穴住居跡(第101図)

〔遺構の確認〕 B調査区の中央付近、 BF50竪穴住居跡の南東約4mの地点の地山面でBG

59竪穴住居跡と北東隅で切り合う形で検出したものである。

〔重複〕 北壁にあるカマドの東側がBG59竪穴住居跡によって切られ、西壁中央部分は焼土

状遺構を切って構築している。又、東壁中央寄りから南壁中央寄りにかすての部分は縄文の切

り合い遺構の上に構築されている。

〔平面形・規模〕 北壁の中央付近がや、北に張り出しているがほぼ方形といってもよいので

ある。規模は、一辺が約5.2mである。床面積は約27証である。商北壁の中点を結ぶ軸線はN

-20o-Eである。

〔堆積土〕 細かくみると4層に分けることができるがⅡ層に大別することができる。 I層は

黒色の粘土質砂土で主に床面を除く住居全体に堆積し、 Ⅱ層は、黒褐色のわずかこシルトを含

むもので床面に堆積しているものである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、北壁がや、北に張り出している以外あまり出入

りもを〈直線的で比較的良好な残存状態を呈し、立ち上りも垂直に近いものである。最も良好

な束、両壁で約30cmを計る。

〔床〕 地山を掘りこみ床としているものであるが、 3枚(3期)の貼床が認められた。いず

れも床面は水平を重なりを呈し、特に掘り返した痕跡は認められない。新しい方から貼床1は

東南隅のカマドに伴うものであり、それと同じ床面に共う呂が存在する。貼床2は、北壁煙道

に伴うものでそれに伴う単が存在する。又、最下部のものは一辺が約2.6c爪の西壁の一部が確

認できた。これは方形のプランとなるものと推定されるものである。これに伴うピットとして

は鼠が存在する。これらの状況から推測すると当住居跡は、当初、一辺が約2.6mの小さを住

居が構築され、その後、拡張し検出時の規模のものとして使用し、カマドを移動させた後床を

貼りかえて用いたということが推定される。

〔柱穴〕 柱穴とみられるピットは、最も新しい東南隅カマドに伴って存在したとみられるピ

ットP,-Ftで径が約30cm、深さは25-30cmの規模をもつ。これらは対角線上に位置するもので

あるが全体としてやゝ南東寄りである。これらからは、柱痕は認められなかったが位置、配置

等からそれと考えてよいものであろう。

〔カマド〕 両壁束隅(新)および北壁中央や、東寄り(旧)の2カ所に付設されている。前者は、

黒ボクの貼床の上に焼土とシルトそれに小石を混ぜて固められた側壁から成り、それぞれに立

石l個づつが使用されている。このカマドは燃焼部は皿状に凹んでおり、奥壁際で立ち上り煙

道部は約50cm舌状に張り出しているのみで煙出し部は認められない。一方、北壁の万は煙道部

がや、下り勾配で、約1m住居外にトンネル状に延び煙出部には煙道底部より約40cm低いピッ
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大別 商 土 色 土 僅 箇 考 

】1 10YR2/1隷 色 砂∴質 土 炭化物、焦土若干含む 

2 75YR2/1隷∴色 砂∴頂 上 炭化物焼土を1楢より多く含む 

Ⅱ 

3 10YR2/2 鵜的色 砂質粘土 シルトを若干含む 

I4 75YR2/2 勲的色 砂質粘土 シルトを若干含み、囲い 

推穣土(カマド〔新〕煙道部)

栃 土 色 上 作 倫 考 

1 75YR3/2 鵠脚色 砂∴質 土 泉化物、焼土を若干含む 

2 10YR4/3 鶏榔色 砂∴質 土 シルト、焼土の泥土 

3 10YR4/6 親的色 秒∴質 土 小石が多い 

4 2.5YR4/6 黙榔色 樵 土 

5 7.5YRl.7/1 操∴∴色 腐∴舶 土 

第101図 BH56竪穴住居跡
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卜が存在する。両側壁は既にをく貼床下より側壁の補強として用いられたとみられる川原石が

煙道をはさんで左右に一対見つかっている。又、燃焼部とみられるところには径130cmの深皿

状のピットが存在し土師器片が出土している。

〔その他の施設〕 既述の如くそれぞれ新一旧の貼床に伴うピ・ソトが1個づつ検出されている。

Pは径160×130cm深さ約30cmの深鉢状のピットである。 P!は、径110×80cm、深さ約30cmの

深鉢状のピットである。巳は、北東隅近くの最も深い位置で検出したもので径約120×80深さ

約10cmの深皿状のピットである。堆積土は、印ま黒土を主体にシルトが若干混じる。 I勾ま下部

のシルト、上部は焼土とシルトの泥土、鼠は焼土を主体としシルトと黒色土の混土である。こ

れらは位置、形状等から貯蔵穴状ピットといわれるものに類似するものと思われる。その他、

同港は認められをい。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、床面、カマド内ピ

ット中より出土した土師器、須恵器等がある。

土師器

杯(第102図1) 内面がヘラミガキされ、黒色処理を施しているもので、底部の切り離し

は回転糸切り無調整のものである。

小寛(第102図9) 口緑部が単純に「くの字」状に外反するロクロ使用の小型聾と推定さ

れるものである。

中・太秦(第102・103図10へ13・17・18) (10へ12)は、ロクロ未使用の賽で、口緑部が長く

「くの字」状に外反し、肩部に段のないもので(12)は、特に強く外反しているのが特色であ

る。調整技法は、口緑部内外面はいずれもヨコナデ、休部外面は、 (10)はハケメ後へラケズリ、

(11)・(12)はハケメであり、内面は、いずれもハケメである。 (1訓ま、ログロ使用の聾で口緑部がや

短く「くの字」状に外反し口唇部が上方へつまみ出され内側に桜を有するものである。調整技

法は、休部外面にタタキメがみられる。 (16)は、口緑部が短く外反し、口唇部がやゝ長く土方へ

引き出されているもの、 (17)は、口緑部が欠失しているが、口径に比べて器高が比較的高いと推

定される長胴であり、休部外面の士半にタタキメ、下半にヘラケズリのあるもの、 (18)は、やは

り口緑部が欠失しているもので肩部に軽い段が巡り、口径に比べて器高の底い護である。口緑

部はヨコナデ、体部外面には、ヘラケズリ、タタキメ、内面にナデの施されているものである。

赤焼き土器(第102図8) 体部から口緑にかすて内湾気味に立ち上るもので、器高に比べ

て底径の小さいものである。底部の切り離しは、回転糸切り無調整である。

須恵器

杯(第102図3・4・7) (3・4)は、休部から口緑部にかすてほぼ直線的に外傾するも

のである。 (7)は、底部近くの破片である。底部の切り離しは、回転糸切り無調整である。
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第102図 BH56竪穴住居跡出土遺物(1)
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出土遺物観察表

番 号 

出土麿位 種 別 
調 整 

底 面 器∴高 【」後 体∴径 慮∴径 分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 直 上 土師器(I不) ログ口演 ヘラミガキ(内蛾) 右回結糸切り 1.5 5.9 B, 

2 堆 積 土 須恵蓄(杯) ログ口演 ログ口演 有田飯糸切り (2.5) 5.9 C) 

3 北カマド煙出 須∴恋∴蓉(杯) ロクロ煉 ログ口演 古田飯糸切り 4.8 12.8 6.0 C暮Ia 

4 床 面 須恵嵩(杯) ロタロ頑 ログロ瀬 左回転糸切り 4,6 13.1 6.3 C)Ia 

5 椎音∴同 士 明言憩:善(凌) ロタロ線 ロクロ痕 (4.3) (15,0) 

6 堆 積 土 須恵器(壊) ロタロ痕 ログ口演 (4.1) (14.6) 

7 床 面 須恵器(痩) ロタロ療 ロタロ破 左回転糸切り (2.7) (7.2) C)I 

8 北 カ マ ド 土師器(咋) ロタロ鵬 ロク口演 4.7 11.6 4.8 B, 

9 床 面 土師 器(凌) ログ口腹 ロタロ痕 (6.7) 14.8 B.Ⅱd 

10 北カマド接地 土師 巻(瑳) ハケ誓琵†デ● ヨブナデ・ハケメ後ナチ (10.1) 21.0 A-Ia3 

11 床 面 土師 器(瑳) ヨコナチ・ハケメ ヨブナデ・ハケメ (15.6) (21.0) A,Ⅱb3 

12 北カマド煙硝 土師 器(撞) ヨコナデ・ハケメ ヨコナチ・ナチ (12.0) (25.2) A,工a3 

13 北カマド煙出 土師器(瑳) ロタロナデ・タタキメ ログロ痕 (10.9) 19.3 B-Ⅱa 

14 椎 的 土 土師 器(瑳) ヨコナデ・ケズi) ヨコナデ・ハケメ (4,5) (17.6) AミⅡbl 

15 堆 積 土 土師 馨(瑳) ロク口演 ロタロ頑 (4.5) (26.2) 

16 推 横 土 土師薔(褒) ヨコナチ・ケズリ ココナデ・ナデ (8,0) (20,0) B-Ⅱb 

17 床∴∴∴∴庫 土師 茜(疲) タタキメ・ヘチケズリ 勝∴∴滅 (34.1) (7.2) B, 

18 原∴∴∴∴面 土師器(褒) ヘラケズリ ナ デ (16.8) (9.0) 

19 床 面 須∴融器(登) ロタロ頑 ロタロ頑 (11.3) C 

20 堆 積 土 明言憩∴琵(疲) ログ口演 ログロ旗 (5,5) (13.6) C 

21 堆 積 土 須∴想∴蓄(登) ログ口癖 ロタロ痕 (2.8) (10.6) C 

22 堆 積 上 須恵器(瑳) ログ口頭 ロタロ熊 (4.0) (17.8) C 

23 堆 積 土 須憩∴琶(疲) ロタロ頑 ログロ膜 (5.5) (18.0) C 

24 堆 積 土 須∴憩言酵(痩) タダキメ タダキメ(新本) C 

25 堆 積 土 土 鍾 良さ 4.血 
i

拡大後L9m 

26 堆 積 土 土 鎧 披き 4.2cm 最大径2.0の 

27 堆 積 土 上 関 貴さ 5.2°n 最大径1.9m 

28 堆 積 士 上 関 良さ 4.2en 最大径2.0°n 

29 堆 積 土 土 鍾 良さ 4.4慣れ 撮天徳1.8on 

30 推 樹 上 上 関 良さ 4.8Gn 最大径1.7cm 

31 堆 積 土 上 関 長さ 4.1釧1 最大径2.1伽 

32 堆 瀬 上 上 関 良さ 5.1Gn 撮大役1.7cm 

33 堆 瀬 上 土 鍾 良さ 5.2の1 最大径1.7の1 

34 堆 積 土 土 鍾 披き 5.0億I 最大径1.9節i 

35 堆 積 土 土 鎧 良さ 5.Om 最大径1.9°n 

36 堆 積 土 上 関 披き 4.8飢I 撮天徳1.9億 

37 堆 槙 土 上 関 長さ(4.4m) 最大径2.1c調 

38 堆 槙 土 土 鋲 長さ 4.9m 最大経2.1の 

39 堆 積 土 土 鍾 良さ 5,1釦I 最大径1.6伽 

40 堆 積 土 土 錘 長さ 5.Om 最大径l,8億n 

41 堆 積 土 土 鎧 長さ(4,2の) 最大径1,7の 

42 堆 耕 土 土 錘 技さ 4.血 最大径1.8伽 

43 堆 積 土 亘‥∴∴蓮 良さ(5.2の) 最大径1.9帥i 

44 堆 積 土 
i土

鍾 良さ 4.8のl 最大縫1.9帥I 

45 堆 瀬 上 上 錘 良さ(4.6節I) 最大径1.8m 

46 堆 瀬 上 鉄製品(刀一千) 良さ8.8創、鵬1.1帥l、履き0.5-0.2qn 
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壷(第103図19) 口唇部分、体部下半を欠失しているが、肩の張る休部を有すると推定さ

れる長頭重の一部である。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、堆積土中より多量の土師器、須恵器、赤焼土器の破片と土

錘が出土している。

嘉(第103図14・15) 口緑部がれずかに外反しているもの(14)と平線状のもの(15)とがある。

いずれもロクロ未使用のものと推定される。調整技法は、口緑の内外面はヨコナデ、休部の外

面はヘラケズリ、内面はナデである。 (15)は筒形土器の一部とも思おれる。

須恵器

杯(第102図2・ 5・ 6) (5 ・ 6)は、内湾気味に立ち上る口緑部、(2)は回転糸切りの底

部である。

萎(第103図20・22・23・24) 口唇部が外方、下方、にそれぞれつまみ出されている聾の

口緑部分の破片である。伽)は大聾の休部破片である。

壷(第103図21) 口緑部が外反し、口唇部が強ぐ上方に引き出され、内側に稜を有する壷

の口緑部と推定されるものである。

〔その他の遺物〕

土鍾(第103図25へ45) 最大長5.2-4.1cm、最大径約2.1-1.7cmのもので中央に径約0.4cm,

前後の貫通孔が芽がおかれているものである。

鉄製品(第103図46) 長さ8.8cm,幅1.1cmの刀子の一部とみられる鉄製品である。

その他、堆積土中より他の住居に比べて多量の土師器、須恵器等の破片が出土しているのが

目につく。第104図、 105図は、須恵器の聾、壷等の一部と推定される破片の拓本である。

⑮cF56竪穴住居跡(第106図)

〔遺構の確認〕 C調査区の中央付近、 CI 53竪穴住居跡の北約6m、 CE68竪穴住居跡の西

12mの地点の地山面で検出したものである。

〔重複〕 カマドの燃焼部から煙道割にがナて、縄文時代のピ・ソトとみられるCFO9ピ・ソトの

上に構築されている。又、北西隅部分は調査当初の深掘りのため破壊されている。

〔平面形・規模〕 平面形は、や、北壁が長いがほぼ方形である。長軸(東西)約3.lm、短

軸(南北)約2.9mであり、床面積は、約9.0正である。なお、南北壁の中央を結ぶ軸線はN

-170-Eである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁面としているものであるが既述の如く北南隅部分は調査前の深掘りで

破壊されている。残存壁は比較的良好で特に東壁に鋭い立ち上りを呈しその壁高は約40cmである。

〔床〕 特に貼床は認められず、床面に人頭大の石が多数散在しているのが認められた。

〔柱穴〕 床面より柱穴とみられるピットは検出されをかった。
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堆積土(カマド煙道都)

層 土 色 土 性 請 事 

1 7.5YR3/1鳳的色 虞∴龍 土 

2 10YR5/4( ぷい賞褐色 ル ト 

3 7.5YR3/3 宙褐色 シ ル ト 規土が多量に含まれる 

4 10YR4/6 櫛∴色 機 上 炭化物若干含まれる 

5 7.5YR5/6 明褐色 機 上 

6 7.5YR2/2 劇場色 シ ル ト 

7 i7.5YR2/l舶 色 稼∴鯖 土 炭化物が多く含まれ、娩士若干 

〔カマド〕 北壁東隅に付

設されているものである。

両側壁はシルトで構築され

ているが燃焼部は北壁に対

して少し束に振れる形で構

築されている。煙道部分は

奥壁際でやゝ 上り、それよ

り北へ延びているものであ

るが底面部分が一部確認さ

れたのみで、上部及び先端

部は明瞭には確認できなか

ったものである。

〔その他の施設〕 床面上

よりピット同港等は検出さ

れをかった。

第106図 〇F56竪穴住居跡

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代等を決定する資料としてはカマド内、床面より

出土の土師器聾がある。いずれも完形品はなく、口緑部亡羊、体部下半のものや破片からの復

元実測したものである。

土師器

中・小壷(第107図1・3・5へ7) (1)は、口緑部が短く「くの字」状に外反し口唇部が

上方へつまみ出されているものでロクロ未使用のもの、 (3)は、口緑部が短く外反し、口唇部が

上下につまみ出されているものでログロ使用のものである。 (5へ7)は、いずれも体部下半の

もので(5)・(6)は外面にヘラケズリ、内面にはハケメ、ナデ等が施されているものである。

大壷(第107図4 ・ 8) (4)は、口緑部が長く外反し、口唇部が単純に上方へつまみ出され

ているもの、 (8)は、口緑部が短く「くの字」状に外反し、口唇部が上下にわずかこつまみ出さ

れているものであり、休部最大径が上半に位置すると思われるものである。 (8)はログロ使用で
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0 5 10cm

出土遺物観察表

辞 ′l● 

出土母性 柵∴∴別 
掘 憾 

候∴而 嵩 高 = 経 体∴経 碇∴待 分糊番号 
外∴∴∴∴商 困∴∴∴∴南 

1 カマト理工 書出伽器(蜜) ココナナ・不明 ヨコナチ・那ナチ (5.0) (16.4) A,りb2 

2 椎請土 l二筋構(嚢) ココナチ・ハケメ(?) (7.2) (14.5) A,Hbl 

3 カでト坤十と 士顧鵠(褒) ロケ日揮 し】グロ撮 (3.8) (15.0) B‖l種 

4 暗面旺上 土爾樺(褒) ヨコナチ(ロケロ?) ヨコナデ(ロケロ?) (4.0) (19.3) 

5 ガマド嗣 土師器(褒) 鷹鞍 ヘラナチ’ (6.8) 8.8 

6 カマド地上 土師鵠(蜜) へラケズi′ ヘラナナ ヘラケズリ (3.2) 7.0 

7 カマド柄I 土師構(蜜) ヘラケズIl ′ヽケメ ヘラケズi′ (15.4) 10.1 

8 かマド極上 土師樺(蜜) 

タダキ人後ロケロナナ 

タダキメ後 口』クし」ナ予後へラケズiI 

ロタロナナ・ヘラナデ(= (17,7) 21.1 

i, 

B,Ib 

第107図 〇F56竪穴住居跡出土遺物
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あるが(4)ははっきりしない。調整技法は(4)は、口緑部内外面ともにヨコナデ、 (8)は、タタキメ

後口クロナデ、休部外面はタタキ後口クロナデでその後へラケズリを下半に施されている。内

面は中一下半にかけてへラナデされている。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、堆積土中より、土師器の破片の他多量の縄文土器片や、石

匙(1) (第53図) 、打製石斧(1) (第55図) 、磨石(1) (第55図)が出土している。

土師器

中棄(第107図2)口緑部がわずかこ外傾し、口唇部近くで直立する頭部に段の和、聾の

口緑部で口径より類推して中型の饗と思われるものである。調整技法は、口緑部内外面はヨコ

ナデ、休部外面をねずかこハケメ痕がみおれる。内面はナデである。

その他、多くの賽の破片にまじってロクロ使用の杯で内黒処理された破片が1片出土してい

る。

⑯cI 53竪穴住居跡(第108図)

〔遺構の確認〕 C調査区のほぼ中央、 C J50住居跡の北約2mの地点の地山面で検出したも

のである。

〔重複〕 CI53、 CI56、 CI50、 CJ59の各ピ、ノトを切って構築しているもので床面の

ほぼ2/3は、それに該当する。

〔平面形〕平面形は長方形を呈しており、規模は、長軸(南北)約4.3m、短軸(東西)約3・4m

である。なお、床面積は約14.6正である。又、南北壁の中点を結ぶ軸線はN-28o-Wである。

〔堆積土〕 断面のみで堆積の様子はわから老いが、現説資料によると、中央西寄りに粉状パ

ミス(火山灰)がレンズ状に多量に入っており、一部床面にも存在したことが述べられている。

〔壁〕地山をそのまゝ壁としているもの立ち上りも垂直に近く残存状態も北壁を除き良好で

ある。壁高はそれぞれ23へ33cmである。

〔床〕 既述の如く縄文時代のビットの上に構築されているが特に貼床した様子は認められか、○

〔柱穴〕 検出されていをい。

〔カマド〕 南壁、東寄りのコーナー近くに付設されている。燃焼部と煙道部より成る。両側

壁は、芯材として左右それぞれに3個の川原石を並列させてその上をシルトで固めて構築して

いたものである。又、燃焼部中央には、焚日面に対して土師器の聾の口緑部を二重にめぐら

した高さ約8mの円筒状のシルトが存在した。シルト面が厚さ5cmにれたり固く焼けており、

これは、石や土器の支脚のかわりにシルトで支脚を作り使用したものと尽かれるもので前面の

土師器は火力からシルトを保護するためのものであったと考えられる。煙道は、壁際でほぼ垂

直に立ち上り、その後、ゆるやかこ上昇して舌状(約3.5cm)に切れており、これが本来の姿かど

うか不明である。
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堆積土(カマド・煙道部)

該琢 2叶

層 工∴∴∴∴∴色 i上∴性 
」

愉 考 i 璃 上∴∴∴∴色 i上∴作 伯 方 

1 10YR言う/2 削色 シIし ト 根1 炭化‡九井手含まれる 十 10YRこう/3 †栂を シ ル ト 

2 10YR2/2 葛!悶色 シ ル ト 根! 緑化物岩手含まれる 8 5YR3/4 高畠同色 規∴∴と 

10YR・!/6 ㈹∴色 シ 母 上 9 19YR3/2拭潤色 シ ル ト 根土を合し 

10YR3/3 用伽色 シ ル ト 機工、叛化物を合し 白O 5YR3/4席末的色 惇∴士 即と物を着手合し・、鳩山プロノブ人ら 

5音5YR3/3暗調色 車 i‥ 11 2.5YRう/4 プロ)-1同色 シ ル ト 

中音5YR、1/6赤枇色 概∴∴仁 炭化物を合し 12 10YR4/4 ㈹∴色 シ ル ト (機上、鮎ヒ物斧手合も 

第108図 CI53竪穴住居跡

〔その他の施設〕 カマド西側に径約70×60cm、最大の深さが約30cmの播鉢状のピソトがあり

底面より土師器の輩が出土している。これが貯蔵穴状ピ・ソトに該当するものと考えられる。

その他、同港等は認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、床面、カマド内、

及び貯蔵穴状ピット内から出土した土師器聾、須恵器杯等がある。

土師器 いずれも製作に際しロクロ未使用のものとログロ使用とがあり、完形品はなく、い

ずれも口緑部や休部士半部分が主である。

大轟(第109図4へ7) (4・5)は、口緑部が単純に「くの字」に長く外反し、口唇部を
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出土遺物観察表

0 5 10cm

番 音号 

出土相月立 書i 8リ 

調 竪 
庭 面 穏 高上」経 停音∴得 I産 経 巨細春宮 タト 面 内 面 

1 床 面 犯意静(章不) ロク口調 ログロ1裏 回館へラ切り 3.1) 12.5 6.8 iC,重c 

2 床 面 ロク口裏簾 ログロ直 右回置云糸切り 4.3 14.3 6.8 C,Io 

3 床 面 孤恩勘(iネ) ロタロ1長 ロタロ億 (2.8) (I3.3) C 

4 ピソト内 土的萬(要) i(18.0) 22,0 lA.重さ, 

5 ピノト【杓 土的酵(う要) ロクロナチ′ (5.0) (20.3) B.Ia 

16 ガマド支卿 土師静(】要) ヨブナテ′・ハナノ ∃コナラ′・-ナテ′ (3.1) - 21.5 A-Iき, 

7 I素 面 土師赫(容量) ハケメ 不明 へラケズi)? 【(8.2)1 8.8 

第109図 CI53竪穴住居跡出土遺物

上方へつまみ出しており、肩部に軽い段が巡り、体部最大径が肩部に位置するものゝ上半部で

ある。 (5)は、ロクロ使用のものと思おれる。 (6)は、口緑部が単純に「くの字」状に長く外反し

やはり軽い段が巡るものである。又、調整技法は、口緑部内外面ヨコナデのもの、休部外面へ

ラケズリのもの、ハケメのものがあり、内面についてもハケメヨコナデ等が施されている。

須恵器

杯(第109図1-3) (1)は、休部は丸味をもって立ち上り、口緑部でわずかに外反するも

ので底部はヘラ切りである。 (2)は、底部から口緑部にかけて内湾気味に立ち上るもので、底部

の切り離しは回転糸切りである。 (3)は、口緑部が外反するものゝ破片である。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く土師器馨、須恵器杯、縄文土器聾の破片が出土しているが実

測できるものはない。
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⑰cE12竪穴住居跡(第110図1 ・2)

〔遺構の確認〕 C調査区のやゝ西寄り、縄文時代に属するCA12竪穴住居跡の南約4m、 C

G12竪穴状遺構の北約3m地点の地山面で検出したものである。

〔重複〕 縄文時代に属すると思おれる北西隅のCD12tiソト、北東隅のCDO9ピット、カマ

ド前のCEO9ピットの上に構築されているものである。これらのピットは径が約1.5m、床面よ

りの深さは約1mである。

〔平面形・規模〕 平面形は隅丸方形であり、規模は、長軸(東西)約5.5m、短軸(南北)

約4.5mで、床面積は約24.8正である。南北壁の中点を結ぶ軸線はN-180-Eである。

〔堆積土〕 細別すると8層観察できるがⅣ層に大別することができる。 I層は黒色の腐植土

で住居内のほぼ全域に分布し床面には達していをい。 Ⅱ層は、黒褐色の黒ボクで、 I層の下方

に堆積し、主として、中央附近は床面に堆積し、壁際には堆積していをい。 Ⅲ層は、黒褐色の

シルトで、壁際より中央に向って堆積している。 Ⅳとしたのは、 Ⅱ層にサンドイッチ状に入り

こんでいる粉状パミス(火山灰)である。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としており、立ち上りはほぼ垂直に近いもので残存状態は良好であ

る。最も良好な西壁で約50cmを計る。

〔床〕 ほぼ平担で固い。カマド前のピット上面は貼り床されており、又、南東隅床面下も掘

り下げた後カマド前のピットと溝でつをがっており、上面は貼り床状になっていた。排水のた

め行おれたものと考えられる。

〔柱穴〕 床面上より大小10個のど、ノトが検出されている。そのうち、住居内の対角線上に位

置するPへ鼠が、深さ、配置等からそれに該当するものと考えられる。但し、この4個のピッ

トは各壁より、等距離というより、全体的にやゝ南西に寄った位置にある。

〔カマド〕 南壁東寄りに煙道のみのものが存在し、そのすぐ束隅には燃焼部と煙道より成る

カマドが付設されている。前者は、廃棄されたものでトンネル状にくりぬいていた南壁はシル

トで埋めて叩いてあった。後者は、両側壁が、壁の一部と利用しシルトで構築されていたもの

で、カマドの下面は貼り床されている。又、燃焼部側壁ともにその一部が厚い焼土層を形成し

ており、かなり熱を受けたことを示している。煙道は、奥壁で一段高くなりそれがやゝ下へ傾

斜してくり抜かれており煙出部分に若干の掘り込みが認められた。

〔その他の施設〕 床面上には鼠へR。まで6個のピットが存在するが鼠は深さ約26cmとやゝ深

いが他は比較的浅い皿状のピットである。特に、貯蔵穴状のピットと思われるものは存在しな

い。

〔年代決定資料〕 住居の使用及び構築等の年代を決定する資料としては、床面、カマド内、

ピット内、及び煙出部より出土の土師器、須恵器等がある。実測したものは土師器杯2点、蛮
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柱穴・ピット堆積土

大別 層 土 色 土 性 倫 考 

I 1 10YR2/1黒 色 腐植土 小椋、木板含む 

Ⅱ 2 10YR2/2黒褐色 腐植質土 木板を含む 

Ⅲ 

3 10YR3/2黒褐色 腐植質土 焼土を若干含む 

4 10YR2/2黒褐色 腐植質土 

5 10YR2/l黒 色 

6 10YR2/1黒 色 

7 10YR3/3暗褐色 

Ⅳ 8 

2・5YR6/4罷‾ブ 
パ

ミ ス 降下火山灰 

層 土 色 土 性 箇 考 

1 10YR2/3黒褐色 腐植土 

2 10YR5/4黄褐色 シ ルト 

3 10YR2/2黒褐色 腐植土 

4 10YR2/2黒褐色 シ ルト 

5 10YR4/4褐 色 シ ルト 炭化物、焼土多亜 

第110-1図 〇E12竪穴住居跡
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堆積土(カマド・煙道部)〔工〕

璃 土 色 二と 性 備 考 

1 7.5YR3/2 根調色 腐∴舶 士 炭化物、木膿を含む 

2 10YR4/6 榔∴色 シ ル ト 炭化物・末娘を含む 

3 75YR3/3 時制色 シ ル ト 

炭化物を含む i 

4 5YR3/4 暗赤的色 シ ル ト 桟土、炭化物を含む 

5 5YR3/4 暗赤榊色 シ ル ト 4柄に比してサラサラしている 

6 10YR5/6 萌恥色 秒質シルト 炭化物を含む 

7 5YR3/3 暗赤鵬色 シ ル ト 樵土、炭化物、隷色土を含む 

8 5YR4/8 赤籾色 擬 土 

9 10YR6/6 明雌榔色 シ ル ト 炭化物を若手含む 

10 75YR5/8咽色
I 

シ ル ト 焼土を若手合し 

堆概土(カマド・煙道部)〔Ⅱ〕

楢 土 色 土 性 醐 考 

1 10 YR2/3 螺的色 シ ル ト 焼土、炭化物を若手含む 

2 2.5YR4/4 オリーブ櫛色 シ ル ト 脱土若手、柁道を埋めたもの 

3 2.5YR3/2 隷籾色 シ ル ト 梶土と黒色土の泥土 

4 10YR3/2 博樹色 シ ル ト 

iプロノク叛くこ柁土が入る 

第110-2図 CE12竪穴住居跡

8点、須恵器杯2点、砥石1点である。

土師器 製作に際しロクロ未使用のもの、ロクロ使用のものと両者が存在する。

杯(第111図l ・ 2) (1)は、底部から口緑部にかけて内湾気味に立ち上る無段の丸底風の

ロクロ未使用杯である。調整技法は、内外面ともへラミガキ、内面は黒色処理されている。 (2)

は、底部から口緑部にかすて直線的に外傾するロクロ使用の杯である。内面はヘラミガキ、黒
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第112図 〇E12竪穴住居跡出土遺物(2)
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出土遺物観察表

宿 号 

出土時位 細 別 
調 整 

底 面 嵩 高 口 径 体∴径 
.

. 

分類番号 
外 面 内 面 

1 ガ マ ト 調 土 師 器(坤) ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ(内熱) 4.6 13.9 A,b 

2 煙道立上那 土鍋i器(杯) ロタロ癒・国鉄へラケズリ ヘラミガキ(内照) 糸切り後へラケズリ 3.7 13.9 (7.0) B,工種 

3 床 面 朔∴駁器(球) ログ口演 ロクロ痕 ヘラ切り 3.6 13.0 7.1 C章Ia 

4 堆 積 土 須∴恋し嵩(杯) ロタロ熊(墾磨) ロク口腹 ヘラ切り 4.0 12.6 7.1 C.工種 

5 堆 積 土 須∴嬉し器(土石) ロタロ頑 ロタロ痕 ヘラ切り (3.0) 7.0 C章Ⅱ 

6 ピ ット 内 須恵器(土石) ロタロ熊 ロクロ頑 ヘラ切り (2.4) (7.1) C書Ia 

7 堆 積 土 朔∴嬉し器(坤) ロタロ頑 ログ口演 右回乾糸切り (2.0) 6.8 C,Ⅱ 

8 堆 樹 上 須 憩器(土ネ) ログ口演 ログ口演 右回転糸切り (1.4) 6.0 C,工 

9 煙道立 上帥 土師 器(瑳) タダキメ後口グロナチ ハケメナチ (20,4) 21.1 B,Ⅱa 

10 煙道立上部 土師 器(瑳) ヨブナデ・ヘラケズリ ナチ・ナデツケ (10.7) 21.0 A,工a3 

11 カ マ ド 内 土師 器(抜) タタキメ後口グロナデ ハケメ後ヨコナチ・I、ケメ (13,5) (20.5) B,Id 

12 堆 積 土 土師 器(擾) ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・不明 (5.3) 22.5 A、Ia3 

13 堆 紳 士 土師器(褒) 
ロタロナチ’・ ロタロ後へラケズi) 

ロタロナチ後ナデツケ (10,2) 21.4 B,Id 

14 カマド前ピソト内 土 師 萬(姦) タダキメ後口タロナラノ ・へラケズリ タタキメ・ハケメ 線.5 21.5 8.8 B,Ⅱd 

15 煙道立 上り 土師i器(凌) ロタロナチ・ハケメナデ ハケメナデ・ロタロ (7.8) 22.5 B-Ia 

16 ピ∴ノ ト 困 土師 器(褒) ログロナチ・ハケメ状ロクロ ロタロナチ (8.5) 20,5 B.Ib 

17 堆 積 土 朔∴憩∵琵(褒) タタキメ タダキメ・シポリ? C 

18 ガ マ ト 調 土師 器(疲) ハ ケ メ ヘラナデ・ヘラケズリ 木薬痕 (14.4) 9.2 B 

19 堆 積 土 土師 器(褒) ヘラケズリ ナデツケ ヘラケズI) (8.4) (9.8) B 

20 カ マ ド 内 土師 萬(壊) ログ口腹 ログロ頑 右回転糸切り (9.5) 7.7 B 

21 堆 槙∴土 須∴忠言器(瑳) ・ヘラケズリ ログロナデ・ナデツケ ヘラケズi) (29,5) 26.5 12.0 C 

22 堆 積 上 狐∴憩 器(抜) タタキメ (拓本) C 

23 煙 道 部 砥 石 8.5×30×3.4のl (石質細粒凝灰岩) 

色処理されている。底部切り離し技法は回転糸切り無調整である。

大要(第111.112図9-11・14-16・18-20) (9.11・14)は、口緑部が短かく外反し、休部

最大径が体部中位一下半にあるもの、又は、中央附近にある長胴である。調整技法は口緑一上

半は外面がタタキメ後口クロナデ、下半がへラケズリされており、内面はロクロナデ、ハケメ

等が施されている。 (10)は口緑部が長く「くの字」状に外反するもので、口緑部内外面ヨコナデ、

休部内外面はヘラミガキ、ロクロ未使用のもので(15・16)は、口緑部が短かく外反し、口唇部

が上方又は、下方につまみ出されているもの長胴の上半である。内外面ともにハケメ状のロク

ロナデである。 (18)は、木葉底のものである。

小壷(第112図20) ロクロ使用の小型饗の体部下半である。底部は、回転糸切り無調整で

ある。

砥石(第112図23) 石材が石質細粒凝灰岩で、平面形は先方がやゝ丸味をおびた舟型で断

面形は方形を呈し、上下2面が特に使用され、特に上面は湾曲している。又、側面には、多く

の擦痕が認められる。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、土師器、須恵器、縄文土器等の破片が多く出土している。

実測したものは、須恵器杯4点、大型蛮2点、土師器、大型蛮3点である。
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須恵器

杯(第111図4 ・ 5 ・ 7 ・ 8) (4)は、口緑部が直線的に外傾し、休部に墨書の一部が認め

られるもの(8)は底部破片でいずれも、回転糸切り無調整のものである。 (5 ・ 7)は、いずれも

丸味の強い底部で、 (5)は回転へラキリ、 (7)は、回転糸切りものである。

大壷(第111図17・21) (捕ま、底部が丸底風の大聾の下半部で外面にタタキメ文、内面は

当て具痕が認められるもので残存部の体径が約46cmあるものである。細ま、口緑部が欠失し

いるが、最大径が休部上半にある聾である。外面はタタキメ、下半底部はヘラケズリ、内面下

半はナデが施されている。俄)は、表面に平行タタキメ文を有する大型聾の破片である。

土師器

大萎(第111図12・13) (酬ま、口緑部が長く「くの字」状に外反するロクロ未使用のもの

(l訓ま、口緑部が短かく外傾するロクロ使用の聾で外面口緑部にはタタキメがみられ、休部に

ヘラケズリ、内面は、ロクロナデである。 (19)は、底部下半が外面へラケズリ、内面ナデ、底部

はヘラケズリされているものである。

縄文土器片は、撚糸文の破片が数片ある他は、いずれも地文が縄文で摩滅しているものがほ

とんどである。

⑬BF50竪穴住居跡(第113図1・2)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央、 BH12竪穴住居跡の束約9m、 BF53掘立柱建物跡の

西約0.5mの地点の地山面で煙出部と北西隅の柱穴跡と接するような形で検出されたものである。

〔重複〕 南壁西側は、住居跡より新しいと推定されるBG50ビットによって切られている。

〔平面形・規模〕 平面形は、方形である。規模は、長軸(南北)約4.7m、短軸(東西)約5.5m

であり、床面積は、約2.2n了である。なお、南北壁の中点を結ぶ軸線は、 N-6o-Eである。

〔堆積土〕 細かくは6層に分けられるが、 Ⅳ層に大別できる。工層は、黒褐色の粘土質砂上

で、壁際を除く中央附近にレンズ状に堆積し、床面には達していをい。 Ⅱ層は、黒褐色の秒質

粘土で南東側の壁近くから中央に向って床面に堆積しているが、北東側ではみられない。 Ⅲ層

は、主に、黒褐色の砂質枯土で、床面の中央附近に堆積している。 Ⅳ層は、暗褐色の粘土質砂

土で、北西、南西側の壁近くから中央に向って堆積している。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているものである。残存状態は、いずれも20cm内外とあまり良

好といえをいが床面からの立ち上りは比較的急である。なお、即述の如く、南西側は、ピ・ソト

により破壊されている。

〔床〕 比較的平把で固く、貼床は認められをい。

〔カマド〕 東壁北隅近くに附設されており、燃焼部と煙道部より成る。西側壁は、シルトで

構築されそれぞれ舌状に残っている。燃焼部は、皿状にくぼんだ床面を有し、左右の最大幅は
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」EWO
N 224

大別 層 土 色 上 帯 備 考 

I 
1 10YR2/2 課的色 据土質砂上 土師器片、炭化物若宮厳しる 

iI 
2 10YR3/2 根調色 砂質柵士 土師器片多間こ出土、炭化物、楼上若手 

iII 

3 10YR3/1 黒栂色 砂質砧士 炭化物若手混じる 

4 10YR4/4∴籾∴色 砂質拓士 

」5 
10YR3/1 黒的色 砂質粕 上 毒宮と物若手、焼土多岨混じる 

ハ’ 6 10YR3/3 昭的色 粘土質砂上 他山の土が小プロソク状態(こ混じる 

柄 1二 色 土 色 備 考 

1 10YR2/3 博樹色 シ ル ト 

2 10YR2/2 黒㈹色混士 シ ル ト 泥 土 

層 土 色 土 性 筋 考 

1 10YR2/2 黒間色 シ ル ト 

2 10YR3/2 黒薄色 シ ル ト 碗土、炭化物 

3 10YR2/3 暗棚色 シ ル ト 

第113-1図 BF50竪穴住居跡
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堆棋士(カマド・煙道部)

/務‾該彩

朋 土 色 土 性 備 考 

1 10Y尺2/2 隷榔色 粘土質砂上 楼上、炭化物若干含む 

2 10YR3/1 農的色 粘土質砂土 焼土、炭化物若手、他山小ブロック 

3 10YR2/2 鵠∴色 精土質砂上 焼土、炭化物若干含む 

4 10YR2/1 掘∴色 粘土質砂上 焼土、多址に含む 

5 5YR3/3 暗赤榔色 騎 士 

6 5YR4/4 (こぶ、赤同色 焼 土 

7 10YR4/4 褐∴色 棉土質砂土 

8 10YR3/2 黒的色 柚土質砂土 

9 10YR2/2 操的色 濫土質砂土 

10 10YR4/4∴脚 色 椛土質秒土 

11 10YR2/2 隷紺色 柚土質砂土 焼士君子含む 

12 10YR2/1 鶏∴色 濫土質砂上 炭化物を多」lくくこ含む 

13 10YR3/2 斌脚色 椛土質砂上 他山の土が若手混入 

14 10YR7/1 鵠∴色 濫土質砂上 桟土、他山の土が混じる 

第113-2図 BF50竪穴住居跡

約50cmである。燃焼部奥壁は約10cmの段をもって上り更に約10cm上り二段の段差でもって長さ

約110cmの煙道部へ連なる。煙道部底面は、中半より先端の煙出部にかすてや、下り傾斜にな

っている。特に煙出部にピットはない。

〔その他の施設〕 カマド右側壁に径約75cm、深さ約20cmの深皿状のピ・ノトが存在する。焼土

炭化物の混った堆積土であるが遺物は出土していない。又、西壁から北壁にかすての床面下に

幅約80cm、深さ4-10cmの床面に皿状の港がカ判犬に存在し、更に、北壁に沿って長さ140cm、

幅約40cm、深さ約6cmの溝が存在する。これらは、排水を意図したものと考えられる。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内、及び、

カマド周辺の床面より出土した土師器、須恵器、砥石、鉄製品等がある。

土師器 いずれも製作に際しロクロ使用のものである。

杯(第114図1・3・4) (1・3・4)は、休部は九時をもって立ち上り、口緑部でれ
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第114図 BF50竪穴住居跡出土遺物(1)
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出土遺物観察表

番 号 

出土屑位 種 別 
調 整 

底 面 器∴商 口 径 体∴径 暖∴径 分類番号 外 面 外 面 

1 カマド周辺 土師 誌(坤) ロタロ痕 ヘラミガキ(内熟) 回転へラケズリ (4.6) 14.6 B, 

2 堆 積 土 土師 萬(上不) ロタロ痕・回転へラケズI) ヘラミガキ(内照) (4.9) 15.6 B 

3 ガ マ ド 内 土師器(王不) ロタロ痕・回転へラケズリ ヘラミガキ(横)(内熱) 回鋸へラケズi月?) (4.5) 15.0 B̃ 

4 カマド周辺 土師i萬(土不) ロタロ碩 ヘラミガキ(内線) 賠∴∴∴減 4.6 14.0 6.0 B.Ib 

5 堆 積 土 土師器(杯) ログ口頭 へラミガキ(内揺) 右回転糸切り (1.8) 5.2 B,Ib 

6 カマド周辺 土師 器(よ不) ログロ頑 ログロナチ・ヘラミガキ 古田飯糸切り 5.6 14.5 5,2 B, 

7 堆 概 土 赤焼 き(杯) ロタロ碩 ロタロ痕 (3.5) (15.6) Bさ 

8 カ マ ド 内 須恵器(坤) ロタロ癒 ログロ態 (5.0) (14.2) C 

9 ピット1中 須恵善(坤) ログ口腹 ログロ痕 (4.5) 14.9 C 

10 カマド間辺 須恵蓉(高林)? ロクロ娘 ログ口煩 回転へラキリ (2.5) (7.0) 

11 カマド周辺 土師 器(鉢) ロク口演 ロク口演 (8,0) 16.9 

12 堆 積 土 土師 蓄(褒) ロクロ頑 ロタロ痕"ハケメ? (3.8) 〈22.2) B.Ⅱa 

13 堆 積 土 土師 蓉(鉢) ロタロ痕 ロタロ痕 右回転糸切り (11.2) 7.4 

14 床 面 砥 石 15×3.3×4.2(qn) 

15 床 面 砥 石 8.6×2.6×1.8(の) 

16 床 面 鉄製品(嫌)? 10.1×2.6×0.3(の) 

17 床 面 関数品(釘)? 5.3×0.6×0.8(の) 

」 第115図 BF50竪穴住居跡出土遺物(2)
臆

すかこ外反するもので内面はミガキ、内黒処理されているもの(3 ・ 4)と、内面中ごろから

底面にかすてヘラミガキが施されているもので内面は褐色を呈しているが内黒がとんだものと

思おれる(6)がある。

鉢(第114図11) 口緑部が短く、強く、外反し口唇部が上方へ内偵気味に引き出されてい

るものであり、底部は欠失している。内外ともにロクロ整形である。

須恵器

杯(第114図8・9)休部から口緑部にかすで外傾するとみられるものゝ破片である。色

調は灰白色で軟質である。

高台付杯(第114図10)底部のみであり底面に回転へラキリ痕がある。中央に厚さ約1mm

の粘土を貼付した痕が残っているもので高台の周囲を内側から押えた跡と推定されるもので

ある。

砥石(第114図14 ・ 15) (14)は、石材が斜長石流紋岩で平面形は中央部が細長いつづみ状、

断面形は台形に近い棒状のもので四面とも使用痕が認められる。 (15)は、断面形が橋円に近い
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棒状のもので石材は淡緑色細粒凝灰岩である。上下二面が特に使用されている他側面にも擦痕

が認められる。更に、両端にも明確を使用痕のあるものである。

鉄製品(第115図16・17) (16)は、残存部分が幅2.6cm、長さ10.1cmのやゝ湾曲した長方形

状のものであり鎌の一部と推定されるものであり、 (1捕ま、長さ5.3cm、径0.6×0.8cmの楕円を

呈し「くの字」状に曲った棒状であり、釘の一部とも推定される。

〔堆積土出土遺物〕別表の如く土師器、須恵器、赤焼き土器、縄文土器の破片が出土してい

るが、実測したものは、土師器杯2点、蛮1点、鉢1点、赤焼き土器杯1点である。

土師器

杯(第114図2 ・ 5) (2)は、休部が丸味を持って立ち上り口緑部でわずかに外傾するもの

で内面はヘラミガキ、黒色処理されている。(5)は、回転糸切りの底部で、内面にはヘラミガ

キ、黒色処理されている。

大轟(第114図12) 口緑部が「くの字」に短く外反し口唇部が上方へ引き出されているも

ものゝ口緑破片である。内面にハケメ状のログロナデ痕がある。

鉢(第114図13)底面が回転糸切りによって切り離れている鉢型の土器と思われるものゝ

下半部である。内外面ともにロクロ整形である。

赤焼き土器

杯(第114図7)休部から口緑部にかすて丸味を持って立ち上り、口唇部がれずかこ外傾す

るものと思おれるものゝ休部破片である。

その他、破片は、ヘラミガキされた内黒の杯、饗は、比較的薄手の砂の目立つ休部破片、須

恵器は、灰白色、灰色の硬質の杯の破片である。その他、床面下の掘り込みから出土した杯の

破片は、灰白色、橙色で薄手の体部破片が多い。

⑲cBO3竪穴住居跡(第116図)

〔遺構の確認〕 C調査区のほぼ中央附近、 CA12竪穴住居跡(縄文)の東約5m、 BH56竪

穴住居跡の南西約8mの地点の地山面で検出したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は、東壁が撹乱によりほとんど破壊されており不明であるが、東西

がやゝ長い隅丸方形と推定される。規模は、長軸(東西)約5.5m、短軸(南北)約4.65mで

あり、床面積は、約24.4正である。又、南北壁の中点を結ぶ軸線はN-00-EWである。

〔堆積土〕 黒色の腐植土1層のみである。木根、玉石等が多く含まれ撹乱されている部分が

多い。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので東壁から南東隅にかすて撹乱のため破壊されて

いるが他は残存竪高が20へ30cmと比較的良好で立ち上りもしっかりしているところが多い。
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堆積土

生 p言r 王

家%該一瀦
土 色

了5YR2/1 隷 色 櫓∴栖 土 水根が多く、玉石事も入り脇机されている

堆積土(カマド・煙道)

持 土 色 土 性 備 考 

1 10YR2/2 隷榔色 腐∴瀬 上 焼土、炭化物若手含まれる 

2 2.5YR4/4 オリーブ榔色 シ ル ト 

3 10YR2/2 隷脚色 腐∴舶 土 地面の土若干混じる 

4 5YR2/3 隷榔色 腐∴鮪 土 楼上多(相こ含まれる 

5 5YR4/8 赤榔色 駕∴∴∴土 

6 7.5YR4/3 ㈹∴色 シ ル ト 

7 2.5YR4/3 オi′-プ榔色 シ ル ト 

i 

8 2.5YR4/4 オi/-ブ榔色 シ ル ト 

第116図 〇BO3竪穴住居跡
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第117図 〇BO3竪穴住居跡出土遺物(1)
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第118図 CBO3竪穴住居跡出土遺物(2)

出土遺物観察表

萱 ナナ 

出土層位 種 別 
調 整 

底 面 器∴高 日∴径 体∴縫 底∴縫 分類番号 
外 面 内 面 

1 カ マ ド 内 土師 嵩(坪) ログロ碩 ヘラミガキ(内親)? (4.5) (14.1) B 

2 堆 積 土 土師 萬(杯) ログロ媛 ヘラミガキ(内照) 4.7 13.4 5.4 B.Ⅱb 

3 堆 積 土 土師 器(杯) ログロ破 ヘラミガキ(内税) (4.8) (18.4) B 

4 堆 穣 土 土師 器(堵) ロタロ痕 腫∴∴∴減(内照)? (5.2) (14.0) B 

5 堆 散 土 須恵誌(坤) ログロ旗 ロタロ熊 右回転糸切り (2.6) 5.2 C,Ⅱb 

6 堆 積 土 明言駁器(坤) ロタロ痕 ログ口煩 右回転糸切り (1,5) (5.4) C 

7 床 面 赤 燐 き ログ口演 ログロ瀬 右回転糸切り (3.4) (5.9) B, 

8 堆 積 土 赤 焼 き ロクロ碩 ログロ熊 (4.8) (15.6) B, 

9 堆 機 上 赤 焼 き ロタロ溌 ログロ砥 (4.4) (13.4) B9 

10 ピ ッ ト 土師善(鉢) ヨコナデ・ヘラケズリ ココナデ・ナデ (6.4) (20.0) 

11 堆 敵 土 土師器(鉢) ログロ熊 ログロ痕 (6.8) (16.7) 

12 床 面 須恵器(壷) ログ口煩 ログ口演 (5.5) (12.4) 

13 惟 積 土 須恵嵩(瑳) ログロ頑 ログロ熊 (1.4) (10.5) 

14 堆 積 土 須憩蓄(褒) ログロ洩 ロクロ寝 (1.2) (12.2) 

15 堆∴∴職 工 須∴憩∴器(瑳) 
!

(拓本〉 

16 堆 穣 土 明仁恋し器(凌) 
)

(押本) 
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17 堆 積 土 須憩器(凌) (拓本) 

18 堆 棚 土 須恵善(疲) (拓本) 

19 堆 槙 土 須恵器(褒) (拓本) 

20 堆 積 土 須∴想∴琶(嚢) (拓本) 

21 堆 槙 土 須憩器(褒) (拓本) 

22 ピ ッ ト 上 関 良さ 4,4〇億 殿大径1.9の 

23 ピ ッ ト 土 産 良さ 4.7Gn 娘大役1.8の 

24 床 面 上 関 良さ 4.7cm 最大径l.8の 

25 床 面 土 鎧 長さ 4.7Gn 殿大径2.0の 

26 床 面 土 笠 良さ 4.1億I 破大径1.6の 

27 床 面 土 錘 良さ 5.00h 撮大役1,8の 

28 床 面 上 関 良さ 5.400 最大径2.1の 

29 床 面 土 鎧 良さ 4.3の 最大径1.9Gn 

30 床 面 上 関 技さ 4.7°n 放大径1,9m 

31 床 面 上 関 良さ 4.8の 最大径l.7の 

32 床 面 上 関 長さ 5.0の 最大径2,Oon 

33 床 面 土 錘 良さ 4.7の 最大径1.9m 

34 床 面 上 関 良さ 4.9°n 破大径1.5の 

35 床 面 鉄 斧 長さ 11.7m 幅5.Oo調、放大高4.2の 

36 P,ピ ッ ト 砥 石 状 良さ 10.Ocの 径 2.血 

〔床〕 地山を床としているもので本来は平坦を床面であったと推定されるが、床全体に杉の

根が入りこんでおり、検出された床面は凹凸の多い床面と在っている。

〔柱穴〕 床面上よりBへRの大小5個のど、ノトが検出されているが、そのうち、西壁の内側

約1.4mの位置に南北に並ぶ且、 Bのど、ソトが深さ、配置等からみてそれに該当するものと思

われる。なお、これに対応するものは床面の撹乱が苦るしいこともあり確認されなかった。

〔カマド〕 東壁やゝ北寄りに付設されていたものと思われる。燃焼部は左側壁が舌状に残存

し、右側壁は、燃焼部の奥壁から煙道部にかすて完全に破壊されているため島状に残っている

のみである。燃焼部内には皿状の浅い落ち込みが存在する。

〔その他の施設〕 カマド右脇に径約60×34cmの平面形が楕円状で深さ約20cm断面が深皿状の

ピ・ソト 撃 が撹乱部分の下より検出されており貯蔵穴状ピットに該当するものと推定されるも

のである。その他、鼠、鼠とそれぞれ深さが最大20cm前後の深皿状のど、ノトが西壁際及び中央

やゝ南壁寄りの床面に存在した。それから、カマド北脇、北壁沿いの床面下には、幅約70cm、

深さ約10cmの長楕円状、幅約50cm、深さ約10cmの楕円状の掘り込みが認められた。位置的に見

て排水の機能をもったものと推定される。

〔年代決定資料〕 住居の使用年代及び構築等と決める資料としては、カマド内やピ・ソト内及

び床面上より出土の土師器、須恵器、赤焼き土器、鉄製品、土製品等がある。

土師器 製作に際しいずれもロクロ使用のものである。

杯( 117 図1) 休部が丸味をもって立ち上り口緑部が外反するもので底部は欠失してい

る。調整技法は外面ロクロ痕、内面へラミガキ、内黒処理されている。

鉢(第117図10) 口緑部が単純に短く外反し最大径が休部に位置すると推定される口緑部

破片である。調整技法は、外面口緑部ヨコナデ、休部へラケズリ、内面はナデである。
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須恵器

壷(第117図12) 口緑部が強く短く外反し、口唇部が外方に強く引き出されている長頸壷

と推定かれるものゝ頭部の破片である。

赤焼き土器

杯(第117図7)底部の切り離しが回転糸切りで底部より休部にかすて外傾する赤褐色

の軟質の土不である。

〔その他の出土品〕

土鍾(第I18図22-34) いずれも床面やRの堆積土中よりの出土である。最大長5・4-4・O

cm、最大径2.1-1.5cmで、長軸に沿って中央部には、径約0.4cmの貫通孔が穿たれている。

鉄斧(第118図35)長さIl.7cm、幅5.Ocmのもので柄を差しこんだと推定されるところ

は内側に鉄板をまげてある。鋳化は進んでいるが残存状態は良好である。

砥石(第118図36)石材は濃緑色凝灰岩製で長さ10cm、径2.5cm、断面が円形の棒状を呈

し、その一方の先端部のみを扁平に使用しているものである。

〔堆積土田土遺物〕別表の如く多量の土師器、須恵器、赤焼き土器、縄文土器等の破片が出

土している。

土師器 製作に際しログロ使用のものである。

杯(第117図2へ4)休部から底部にかすてやゝ丸味をもって立ち上り、口緑部でねずか

に外反するものである。 (2)は、底面の切り離し技法は回転糸切り無調整である。調整技法はい

ずれも内面はヘラミガキ、内黒処理されたものである。

鉢(第117図1)口緑部が「くの字」に外反し、口唇部が上方へ強く引き出されているも

のであり内外面ともにロクロ痕のものである。

須恵器

杯(第118図5へ6)いずれも、ゆるやかこ内湾気味に立ち上ると推定されるものゝ底部

である。底部の切り離しは回転糸切り無調整である。

寛(第117・118図13へ20) (13)は口緑部が強く外反し口唇部が上下に引き出されている灰粕

のみられる口緑部片、 (1捕ま、口緑部が外反し、口唇部が下方へ引き出されているものゝ口緑部

片である。 (15へ20)は、外面がタタキメ文、内面青海渡文、ヘラ状の当て具痕のあるもの、内

外面ともにナデ痕のみられるものゝ破片である。

赤焼き土器

杯(第117図8 ・ 9)休部から口緑部にかすて直線的に外反するもの(8)と、丸味をもって

口緑部まで立ち上るもの(9)がある。

その他、打製石斧(第54図) 、石鍛(第53図)等が出土している。
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⑳DA24竪穴住居跡(第I19図)

〔遺構の確認〕 段丘の南緑近く、 D調査区の南西端G18竪穴住居跡の南西約3mの地山面で

確認したものである。

〔重複〕 床面下、北東隅にはDA21(No.1)Fソトが、南西隅にはDB24tiノト(No.1)が存在

し、西、南壁によって切られた形にをっている。これらのピソトは、いずれも縄文時代に属す

るとみられるピットである。

〔平面形、規模〕 平面形はほぼ正方形に近い形を呈し、 (一部、東壁が確定せず推定線では

あるが)一辺がいずれも約3.6mである。又、床面積は約13.0正である。をお、南北壁の中点

を結ぶ軸線はN-220-Eである。

〔堆積土〕 炭化物、焼土、地口のシルト等の含まれ具合によって細かくは8層に分けられる

が、本質的にはいずれも黒褐色のシルト質の土であり、大別するとⅢ層に分けられる。 I層は、

壁際を除く中央附近に堆積しているもので大部分が床面に達していない層であり、 Ⅱ層は、主

として壁際より中央に向って堆積しているもの、 Ⅲ層は床面に堆積している焼土である。

〔壁〕地山をそのまま壁としているものであるが、縄文時代のビットと重複関係にある北東、

南東隅は壁が明確でか、。壁の立ち上りは全般的に緩がであり、壁高は最も良好を南壁部分で

約24cmである。

〔床〕地山のシルトを掘り下げ直接床としているもので縄文時代のビット上に特に貼床を

施した様子は認められをい。

〔炭化米の出土状況〕 カマド前及び北西隅床面には炭化材が散在しており、そのうちカマド前

に散在していた炭化材(ナラ)の下より炭化米の塊りが出土している。

〔柱穴〕 床面上から柱穴とみられるピ、ソトは発見されなかった。

〔カマド〕東壁中央よりやや南に付設されていたものである。本体は天井部分が既になく、

西側壁も削平され舌状に残っていたものである。燃焼部は床面より僅かこ堀りくぼめられ皿状

を呈している。燃焼部底面から煙道部へは、奥壁に向って一旦緩い傾斜で上り、その後更に緩

い傾斜で下り煙出部へ至る。煙出部には特にビットは認められない。煙道と煙出部の境目には

楕円状の川原石が2個煙道を防ぐ形で発見されている。カマドの長軸方向はN-115」Eである。

〔その他の施設〕 カマドの右側、住居の南東隅に東西に長い楕円状の深さ7へ10。mのビット

が発見されており底面より土師器の杯、饗の破片が出土している。その他西豊北東寄りにも皿

状の浅いと`ソトが認められている。又、北壁、西壁沿いに幅約60cm、深さ10cm内外の皿状の溝

が床面下にまれっており排水的な機能をもたせたものと考えられる。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内や煙道部

内及び、床面等より出土した土師器、須恵器等がある。
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大別 隊 土 色 土 †牛 議 事 

1 10YR2/2 親的色 船 舶 土 土師赫片を若干含む 

I 2 10YR2/2 恥褐色 僻 ‡龍 土 炭化物、メ尭土を若干含む 

2’ 10YR2/2 恥的色 船 僧 土 2博より棋士を多く含む 

0 

3 10YR2/2 肌褐色 脇 書直 土 炭化‡カ、焼土地山のシルトブロックを含む 

ざ 10YR2/3 嬉l褐色 I繕 僧 土 3噂よりI美化物、概土の混じりが多い 

3" 10YR2/3 肘I脚色 i博 一直 上 3鴫より他山のシルトの●プロ・ノクが多い 

4 10YR4/4 褐 色 シ ル ト 

皿 5 5YR4/6 赤的色 :暁 土 

堆漬土(カマド・煙道都)

構 土 色 土 †生 f青 竜 

1 10YR3/2 1袖)色 I傭 鮒 土 焼土、煉化物を善子含む 
2 10YR3/2 肌紬)色 I繕∴1田 上 1噂より来かい 

3 7.5YR4/4 ㈹ 色 シ ル ト 

4 10YR2/2 袖色 シ ル ト 娩土若干含まれる 
5 10YR3/2 鼎紘)色 ル ト 焼化物若干含まれる 
6 2.5YR4/6 オIノ-.ブ鳩色 ル ト 機土若干含まれる 
7 10YR2/2 舶I色 ル ト 

1

8 7.5YR3/4 膚舶)色 シ ル ト 

教

9 5 YR3/3 I 序赤的色 機 上 

10 5 YR4/8 赤的色 棋 士 炭化物を含む 
11 5 YR3/6 I 楕赤褐色 機 上 

12 5 YR5/8 月赤褐色 焼 土 

13 5 YR3/4 宙赤的色 機 上 

14 5 YR3/4 碕赤的色 棋 士 炭化物を含む 

15 10YR2/2 則紬さ色 ル ト 

16 10YR4/3 (こぷい賞榔色 ル ト 焼土、炭化物を含む 
17 10YR4/2 原質紬)色 シ ル ト 棋士を若干倉も・ 

第119図 DA24竪穴住居跡
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土師器 製作に際しいずれもロクロ使用のものである。

杯(第120図lへ3) (l ・ 2)は、休部は丸味をもって立ち上り口緑部が直線的なもので

あり、 (3)は、同じく口緑部がわずかに外反するものである。調整技法は外面(1)は、底部周辺

にヘラケズリが認められるが他は、ロクロ痕のみである。内面は、いずれもヘラミガキ、黒色

処理されている。底部の切り離しは回転糸切りである。

赤焼き土器

杯(第120図9) 休部から口緑部にかすて直線的に外傾すると推定されるものの破片である。

赤褐色を呈し軟質である。

嚢(第120図工lへ13) (11・10)は、口緑部が単純に短く「く」の字状に外反し、口唇部は

軽く上下につまみ出しているもの、 (12)は、口緑部が短く「く」の字に外反し、口唇部が強く下

方へつまみ出されているもの、 (13)は、口緑部が極端に短く「く」の字に外反するものである。

(11・13)は、休部外面にヘラケズリが施されている。

土禍(第120図18・19) 休部から口緑部にかすて丸味をもち口緑部がわずかに外反し、口

唇部が上下につまみ出されているものである。外面下半にナデ、ヘラケズリ、内面にはナデが

施されているものである。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く多くの土師器、須恵器、赤焼き土器の破片及び石匙、打製石

斧等の石器が出土している。

土師器 製作に際しいずれもロクロ使用のものである。

杯(第120図4-7) いずれも休部から口縁部にかけて丸味をもって立ち上るもので(4・

5)は口緑部にかすて直線的になるのに対して(6)は、白線部がわずかこ外反するものである。調

整技法は外面は(5)の底部にヘラケズリが施されている。内面は、いずれもヘラミガキ、黒色処

理されている。底部の切り離しは、 (5)がへラキリの他は、回転糸切り無調整である。

赤焼き土器(第120図8) 休部から白線部にかけてやや丸味をもって直線的に立ち上るも

のである。赤褐色を呈し軟質である。

嘉(窮120図15へ17) (15)は、目線部が「く」の字に外反し、口唇部が上方へつまみ出され

ているもの(16)は、やはり白線部が「〈」の字に外反し、口唇部が上方へ長く引き出されている

ものである。 (15)の休部外面にへラケズリが施されている。 (捕ま、休部外面にヘラケズリの施さ

れている下半部である。

須恵器

蓋(第120図10) つまみ部が欠失しているもので、天井部は、ヘラケズリがなされている

が、内面はロクロナデのみである。

石匙(第53図)打製石斧(第54図)の他、縄文土器、赤焼き土器等の破片が多く出土している。
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⑳DC12竪穴住居跡(第121図)

〔遺構の確認〕 D調査区底位段丘上の最南端に位置するものでDBO9竪穴住居跡の南約2m、

DD15竪穴状遺構(縄文)と隣接した地点の地山面で検出したものである。

i詰10 止

困図
錫該

柄 上 層 土 曜 備 考 

1 10YR2/1 よ 色 腐∴椅 土 粉状バミスプロノク状に、焼土、炭化物若手 

2 10YR2/2 黒褐色 腐∴栖 土 多血基経片、規土、炭化物若干含む 

3 10YR3/2 ‡榔色 腐∴郡 上 

4 10YR〃1 譲∴色 腐∴舶 土 

5 10YR2/2 隷∴色 秒質粘土 梶土、炭化物若干含む 

6 2.5YR7/6 叩蹄的色 パ
ミ ス 降下火山妖 

堆穣土(カマド部)

栖 土 色 土 惟 僻 事 

1 7.5YR4/3 袖)1色 シ ル ト 土師器片、焼土炭化物含まれる 

2 5YR4/6 赤的色 シ ル ト 焼土ブロック状に土師器片、炭化物 

3 5YR3/2 略赤榔色 シ ル ト 焼土炭化物若干含まれる 

4 7.5YR3/1黒的色 シ ル ト 焼土若手含まれる 

5 10YR4/4 榔∴色 シ ル ト 

6 10YR4/3Iこぷい球的色 シ ル ト 挽乱されている兢土 

7 5YR4/4 にぷい赤榔色 シ ル ト 罵土、炭化物若手含まれる 

8 7.5YR2/1隷∴色 腐∴舶 土 

9 2.5YR7/6 明萌榔色 バ
ミ ス 降下火山妖 

口O 10YR5/3 にぷい賞袖色 シ ル ト 炭化物若手含まれる 

11 10YR3/2 熱的色 シ ル ト 焼土、炭化物若手含まれる 

第121図 DC12竪穴住居跡
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〔重複〕 DD12ピ・ノトが

西側床下に存在し西壁の一

部が切り合い関係にある。

〔平面形・規模〕 平面形

は南壁の一部が直線的であ

るが他は出入りが多く一定

しない不整形である。規模

は、長軸(南北)約3.3m、

短軸(東西)約2.2mで床

面積は約9.2証である。南

北壁が一定していないので

正確さに欠けるが中点の軸

線はN-200-E といえよ

う。

〔堆積土〕 大略は、黒褐

色の腐植土l層であり、粉

状パミス(火山灰)や地山

の黄褐色シルトが小ブロッ

ク状に入り込んでいる。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁

としているが、南壁の一部

が残存状態がや、良く約20

cmを計る他はいずれも皿状

の立ち上りを呈している。

又、壁面は直線的をところ

が少〈緩かに蛇行しており

明確でないところが多い。
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3 堆請土 狐.思詳(蜜) タタキメ タダキメ(新本) 

第122図 DC12竪穴住居跡出土遺物

〔床〕 地山をそのまゝ床面とし比較的平坦で固い。ピ、ソトの上面を特に貼り床した様子は認

められない。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 東壁北寄りに西側壁が多小残存しており、幅約50cm、長さ約80cm、深さ約15cmの

一部が住居外に延びる舌状の燃焼部が存在した。燃焼部の周辺には、人頭大の川原石が一見、

並べたようを形で多数存在した。煙道は認められれ、。

〔その他の施設〕 カマドの右側に径約80×60cm、深さが最大20cm前後の平面形が舌状のビッ

トが存在し、その中に、カマド周辺に並んでいたと同様の川原石が入っていた。又、中央より

やゝ南寄りの床面には、上場の径約40cm、下場径約12cm、上方よりの深さ約40cmの断面形が独

楽状のピットが存在した。これは、その形態からロクロピ・ノトといれれているものに類似した

ものである。

〔年代決定資料〕 住居の構築及使用等の年代を決定する資料としては、カマド内出土の土師

器がある。カマド内出土の蛮片は、いずれも二次加熱を受けたもろいものが多い。
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土師器 いずれも製作に際しログロ使用のものである。

杯(第122 図1) 休部から口緑部にかすて丸味を持って立ち上るもので、外面底部近く

は手持へラケズリされている。内面はヘラミガキ、内黒処理されている。

萎(第122 図2) 口緑部が短く「くの字」に外反し、口唇部が上下にれずかこつまみ出

されているものである。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く土師器、須恵器の杯、襲、赤焼き土器の杯の破片が出土して

いる。(第122図3)は、内外面にタタキメのある大聾と推定されるものゝ破片である。

⑳BG59竪穴住居跡(第123図)

〔遺構の確認〕 B調査区の東、 BD62竪穴住居跡の南約1m、 BF56掘立柱建物跡のすぐ東

側、 BH56竪穴住居跡を南壁の一部が切る形で検出されたものである。

〔重複〕 南壁の一部がBH56竪穴住居跡の北壁の一部を切っている。

〔堆積土〕 細かく観察すると6層に分けられるがⅣ層に大別される。 I層は、黒褐色の腐植

土で住居の中央附近の上面に堆積し床面には達していをい。 Ⅱ層は、工層と類似のものでやは

り一部の壁際を除き住居全域を覆っているが床面には達していない。 Ⅲ層は、黒褐色のシルト

で住居全体の床面に堆積している。 Ⅳ層は、部分的に壁際・床面に堆積しているものである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、残存状態も良好である。最も良好な西壁で約50

cmを計る。

〔床〕 一部粗掘時の掘りすぎがあり南西隅は明確で老いが、西南壁沿いに幅60へ70cmの範囲

にれたって5へ10cmの貼床部分が存在した。他には認められない。

〔柱穴〕 認められ老い。

〔カマド〕 東壁やゝ北寄りに付設されている。両側堂内、左側は少し乱れているが内側に川

原石を一列に並べ立ててシルトの側壁をおさえたもののようである。又、燃焼部奥璧中央附近

には径約20cmの支脚石と思おれる川原石が埋められていた。燃焼部の底面は熱をうけて固い。

煙道部は長さ約120cm、幅約20cmの溝状で奥壁で約10cm上り、傾斜もなく煙出部へとのびてい

る。煙出部には、煙道底面より約10cm下った径約26cmのピットが存在する。検出面からの深さ

は約40cmである。なお、煙出部には、人頭大の川原石が3個埋まっていた。

〔その他の施設〕 北壁沿いの床面下に径約160× 60cmで深さが約20cmの楕円状のtiソトが存

在した。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、床面上より出土し

た土師器、須恵器等がある。

土師器 いずれも製作に際しロクロ使用のものである。

杯(第124図1-3) いずれも休部は丸味をもち口緑部にかすてほぼ直線的に立ち上るも
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』」 1 1 1 1 , , 1

大別 楢 土 色 上 作 樹 考 

I 

1 10YR2/2 鵬的色 燭∴種 土 

1’ 10YR2/2 隷脚色 腐∴柿 土 1楢より少し柔らかい 

Ⅱ 

2 10YR3/2 隷紺色 シ ル ト 

2’ 10YR2/3 盟約色 シ ル ト 2蹄より少し・ うがい 

Ⅲ 

3 10YR2/2 鵬的色 シ ル ト 土師器、須恵器 片を含む 

3’ 10YR2/2 隷脚色 シ ル ト 

八’ 

4 10YR4/4 榔 色 シ ル ト 

5 5YR5/8 明赤禍色 鳩 十 

6 10YR2/1隷∴色 腐∴舶 士 

カマド・煙道堆積土

層 土 色 土 性 櫛 考 

1 10YR4/3 にぷい鋳紺色 シ ル ト 

1’ 10YR4/2 庚費的色 シ ル ト 

2 10YR2/3 隷拙色 シ ル ト 

3 10YR3/3 昭博色 シ ル ト 焼土を含む 

4 10YR2/2 親側色 シ ル ト 

5 10YR4/3 課的色 シ ル ト 

6 10YR4/3 に拭い碕調色 シ ル ト 黒色腐植土混じる 

I 10YR4/3 に光い費硯色 シ ル ト 駕上を含む 

のである。内面は、ヘラミガ

キ、黒色処理されている洲2)

は、二次的火をうけてそれが

とんだものと思おれるもので

ある。底部の切り離しはいず

れも回転糸切り無調整である。

高台付杯(第124図5)

休部が丸味をもち口緑部でれ

ずかに外反するもので、底部

に高台部の欠落痕の残ってい

るものである。内面はヘラミ

ガキ、黒色処理されている。

底面は回転糸切りによって切

り離し後、高台付着の際菊花

状に調整したことが伺われる。

須恵器

竃(第124図8) 口唇部

は欠失しているが、口緑部が

外反し肩部に最大径を有する

ものである。体部外面下端に

ナデ、ヘラケズリが施されて

いる。底面はヘラケズリされ

ている。

鉄製品(第124図12) 長

さ6.8cm、幅1.3cmの刀子の一

部と推定されるものである。

第123図 BG59竪穴住居跡

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、少量の土師器、須恵器の破片、土錘が出土している。

須恵器

杯(窮124図6 ・ 7) 底部切り離しが回転糸切り無調整のものである。

土鍾(第124図9へ11) 堆積土のI層から出土したもので長さ4.5へ4.9cm、最大径1.6

- 1.7cmで中央に径約0.4cmの貫通孔を穿っているものである。
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①⑨①⑲⑤⑪
出土遺物観察表

塗
1
2

誼
鵬
圃
闇
酬
二

\し三寒/

0 5 10cm

席 ′子 

出土職位 椰 別 
郷 飴 

底 面 器∴高 = 経 体∴絡 櫨∴経 分劇痛号 
外 面 内 面 

1 塵∴面 土師詳(1不) ロクロ破 ヘラミガキ(肉親) 回転糸切り 5.3 13.9 5.7 B,Ⅲb 

2 珠∴而 土郎i器(巧) ログ口演 
ヘラミかキ? 二次加熱(巧拙)? 

回転糸切り 4.0 15.5 7.4 B,Ib 

3 昧∴面 土師器(巧) ログロ撮 ヘラミガキ(内規) 回転糸切り (3.0) 6.7 B,b 

4 性的土 土師器(存) ロケ口煩 ロプロ・ヘラミガキ(内賦) 回転糸切I) 4.9 14.4 6,2 B,Ia 

5 深 面 土師器(高台付) ログロ碩 ヘラミガキ〈 二次加熱) 
糸切i)後 衛∴花∴状 

5.0 (15.0) 7.8 

6 堆袖土 雄聴講(埠) ロケロ浪 ロケロ撫 有岡鮭糸切り (2.7) (5.5) C 

7 堆請土 須思詳(1不) ロケロ撮 ログ口煩 回転糸切り (2.0) (5.8) 

i 

8 尿∴面 抑思器(饗) ロケロ痕 ヘラナズilり (21言) (12.5) 20.3 (9.6) 

i 

9 堆顔土 土 錘 長さ 4.ね 撮大治1.6の 

10 惟請土 土∴錘 皮き 4.7cm 最大経1,6の1 

11 誰的土 土 錘 長さ 4.9cn 最大経1,了の 

12 昧∴範 )) 子 ? 長さ 6.8筒l 舶1.襖加∴母さ 0.1の 
i 

第124図 BG59竪穴住居跡出土遺物
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⑳BH12竪穴住居跡(第125図)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央付近、 BF21竪穴住居跡の南東約2.2m、 CA12竪穴住

居跡(縄文)の北約5mの地山面で確認したものである。

〔重複〕 認められ老い。

〔平面形、規模〕 平面形は、方形である。規模は、長軸(南北)約4.6m、短軸(東西)約

4.2mであり、床面積は、約19.3正である。南北壁の中点の軸線は、 N-4O臆Wである。

〔堆積土〕 4層に細別される。 1層は、黒色の腐植土で壁際を除く住居の中央付近にレンズ

状に堆積し、床面には達していない。粉状パミス(火山灰)が小ブロックで混じる。 2層は、

黒褐色のシルトで壁際を除く住居全体の床面に堆積している。 3 ・ 4層は、黒色、暗褐色のシ

ルトで壁際から中央に向って床面に堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としており直線的であり、立ち上りも比較的急である。最も良好な

束・西壁は、壁高約40cmを計る。

〔床面〕 ほぼ平坦である。人頭大の川原石が南半にかすての床面に散在していた。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 東壁北寄りに付設されている。両側壁は、ほとんど残存しておらず、燃焼部と思

おれるところに径約130×70cmの楕円状で深さ約20cmの深皿状のピットが存在したのみである。

煙道は、燃焼部奥壁で約20cmの段差をもって上り、それから綾かを下り傾斜をもって煙出部へ

至る。煙出部には煙道底面より約10cm低い径約30cmのピットが存在した。なお、煙道の長さは

約170cmで幅約40cmの溝状のものである。カマドの軸線はN-93O-Eである。

〔その他の施設〕 床面の中央西寄り及び中央南寄りに径約100×90cm、径約90×80cmの深皿

状のピットが存在する。少量の炭化物、焼土の混じった堆積土である。

〔年代決定次資〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内出土の聾

の破片があるのみである。

土師器 いずれも製作に際しロクロ使用のものである。

莞(第126図6 ・ 7) (6)は口緑部が短く外反し、口唇部が少し長くつまみ出されているも

の、 (7)は口緑部が短く外反し、口唇部が短く上下につまみ出されているものである。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、土師器、須恵器、縄文土器片がかなりの数出土している。

須恵器

杯(第126図lへ4) (1・3)は、休部から口緑部にかけてほぼ直線的に外傾するものであり、

(2・4)は、休部から口緑部にかすて丸味をもち内湾気味に立ち上るもの或はそれと推定される

ものである。 (2)は休部に「天」の塞書がある。底部の切り離しは、いずれも回転糸切り無調整である。

莞(第126図8 ・ 9) (8)は、饗の口緑部の破片で口緑部が外反し、口唇部が下方へ引き出
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′
a
一 a b b’ c c′ d

‾揚場‾豪霧
O

1 2m

堆潰土(カマド・煙道部)

層 土 色 上 帯 御 者 

1 7.5YR2/1照∴色 煽情土 粉状パミスがブロック状に入る 
樵土 

2 10YR2/2鼎紺色 シ ル ト 炭化物、焼士君子含まれる 

3 7.5YR2/1掘∴色 シ ルト 炭化物、焼土若干含まれる 

4 7.5YR3/3暗褐色 シ ルト 

投稿土(P,-P,)

騰 土 色 土 作 備 考 

1 7.5YR3/4時的色 シ ルト 地文土器片、炭化物焼土を含む 

2 10YR2/2閑的色 シ ルト 焼土、炭化物若干含む 

3 7.5YR3/4時的色 
Iシルト 

朔想器片を含む 

嶋 土 色 上 作 偶 ぢ 

1 10YR2/2鵜柵色 シ ル ト 
炭化物が多地に含まれる 
焼土苦手 

2 10YR2/l隷∴色 シ ル ト 

3 7.5YR3/2黒褐色 シ ルト 他山の土がブロックで混じる 

4 10YR4/6褐)1色 シ ル ト 

5 7.5YR3/2劇袖色 シ ル ト 機上若干含まれる 

6 7.5YR3/3暗紺色 シ ル ト 炭化物、焼土が若番二含まれる 

7 7.5YR4/3鮒∴色 シ ル ト 炭化物苦手含まれる 

8 5 YR4/8赤的色 焼 土 

9 10YR4/6褐)1芭 シ ル ト 

10 7.5YR3/3時制色 シ ル ト 炭化物、楼上が含まれる 

第125図 BH12竪穴住居跡
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臆り 

一∵; 
ト、\当 

lJ 

\、\ \\、 川I′ 

⑨ 

0 5 10m

番 番 

出土唇位 種 別 
調 整 

底 面 萬∴商 口 径 体∴径 底∴径 分頬番号 
外 面 内 面 

1 堆積土 須恵萬(杯) ログロ娘 ログロ痕 回館糸切り 4.3 15.0 6.4 C,Ic 

2 堆積土 須恵蕾(杯) ログロ浪(天) ログ口腹 回館糸切り 5.2 16.0 (7.0) C,工b 

3 推穣土 狽娘醤(土不) ロクロ痕 ログロ態 回館糸切り 4.7 14.8 6.4 C,I種 

4 堆紳士 須取巻(杯) ログロ態 ログ口腹 (3.5) (13.8) C, 

5 椎榊土 赤掃き ログロ痕 ログロ叡 5.4 13.7 5.8 B- 

6 カマド内 土師器(聾) ログ口腹 ロク口腹 (4.6) 12.2 B,Ⅱ8 

7 カマド内 土師器(蜜) ログロ態 ログロ痕 (9.2) (18.0) B-Ⅱd 

8 堆積土 姉娘蕾(褒) ログロ痕 ログロ娘 (3.4) (16.0) C 

9 堆積土 須憩替(褒) ロタロ・ケズリ・ナデ ロタロ・ケズリ (16.5) 23.0 10.0 C 

第126図 BH12竪穴住居跡出土遺物

一236一



されているもの、 (9)は、体郡上半に休部の最大径を有する肩の張る感じのものである。休部内

外面の下半にいずれもヘラケズリが施されている。

赤焼き土器

杯(第126図5) 休部から口緑部にかすてほぼ直線的に外傾するもので器高に比して底径

の小さめの杯である。底部切り離しは、回転糸切り無調整である。

その他、磨製石斧(第54図) 2点が出土している。

⑳DBO9竪穴住居跡(第127図)

〔遺構の確認〕 段丘の南端近く、 DC12竪穴住居跡の北約2m、 CJ50竪穴住居跡の西約5

mの地山面で検出したものである。

〔重複〕 カマド前の床面下にDBO9ピットが、そして、北東隅にはDAO9ピットが存在し、

西壁中央下にほど、ノトがあり、いずれもそれらを切って構築されている。

〔平面形・規模〕 平面形は、方形である。規模は、長軸(東西)約3.9m、短軸(南北)約

3.7正、であり、床面積は、約14.2正である。南北壁の中点を結ぶ軸線はN-50o-Wである。

〔堆積土〕 住居の中央部分が削平され、堆積土の状況は明確でないが、南東隅の比較的残存

状態の良好なところで観察すると5層に分けられる。 1層は黒褐色の腐植土であり、 2へ5層

は黒褐色或いは黒色の砂質粘土である。 3層には、焼土、炭化物が含まれている。いずれも壁

際より中央に向って流れ込むような形で堆積している。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁として利用しており、ピソトとの切り合い関係にある部分でも特に

補修している様子は認められない。残存状態は不良で最も良好を東壁で約10cmであるが立ち上

りは比較的鋭い。

〔床〕 全般的に平担で固く、ピ、ソト上に貼床した様子は認められない。中央附近より北寄り

にかけての床面に炭化材が散在していた。

〔柱穴〕 床面上よりBへRの6個のピットが検出されている。そのうち、カマド右脇及びR

ピットの脇で、しかも、南壁に接した形で検出されたE、 Eピットと、それに対の位置で北側

に検出された早、鼠ピットが位置的には南に片寄るが配置、深さ等からみて、それに該当する

ものと思われるもので、又、中央に存在する巳ピットも補助的なものと推定してもよいもので

あろう。規模は約径20cm内外床面上よりの深さ約45cm内外である。

〔カマド〕 南壁やゝ東寄りに付設されている。燃焼部は舌状にわずかこ住居外にのびており、

煙道は削平されたものか、当初よりなかったものか判然としをい。両側壁はシルトで構築され、

先端にはそれぞれ川原石が存在し、かけ口に使用されたとみられる径約30cm、長さ約60cmの楕

円形の川原石が燃焼部内に横に倒れていた。燃焼部内には焼土が堆積していたが底面には掘り

込みは認められなかった。カマドの軸方向はN-140o-Eである。
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圏
園

層 土 色 上 作 備 考 

1 10YR2/2 照褐色 席椙土 

2 10YR3/2 黒褐色 抄貨粘土 

3 10YR2/l 紫 色 秒貨粘土 焼土、炭化物を含む 

4 10YRl.7/1賦 色 秒質粘土 

5 10YR2/1 照 色 砂貨粘土 地山の土がブロック状に入る 

堆積土(P-へP。)

購 土 色 土 性 備 考 

l 10YR2/1無 色 シ ルト 炭化物微量含む 

2 10YR3/2 無褐色 シ ルト 撹 乱 

3 10YR2/2 熟褐色 シ ル ト 炭化物徴必含む 

4 10YR2/1照 色 シ ルト 土師器片、炭化物を含む 

b’ h
旦’

÷
ヾ

綴2。 , 2m

カマド・煙道部堆積土

層 土 色 上 作 備 考 

1 10YR3/2無的色 シ ルト 焼土、炭化物を若干含む 

2 10YR4/3 にぷい賛鳩色 シ ルト 

3 5YR4/4 にぷい赤的色 シ ルト 

4 10YR4/3 にぷい貰脚色 シ ルト 炭化物を含む 

5 10YR2/2照褐色 シ ルト 棋士、炭化物を含む 

6 2.5YR4/6赤褐色 樵 土 

第127図 DBO9竪穴住居跡
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0 5
10cm

出土遺物観察表

5 

漢 

十〇
岬 

園 

潮 ∴; l、 

川 

トト、、、;、 

碕 I子 

高上璃位 細 別 
凋 綬 

碇∴臆 樺音i高 Ii確 俸∴繕 庇;∴経 分別蘇芳 
外 面 困∴∴∴∴面 

1 惟舶土 狛思器(雄) ログロ撫 ロケロ漁 (3.1) 13.2) C, 

2 惟物上 雄悪幣(坊) ログ口煩 ロケロ捉 有同館糸切り (2.6) 6.8 C, 

3 ピ/ト 土思器(1不) ログロ撫 ロケロ撫 存曲飯糸切り 4.9 14.2 7.2 C,Ia 

4 ピ ノト 雄思赫(弥) ロケロ撮 ロケロ撮 回転糸切り 4.9 14.6 (7.8) C,I種 

5 昧 面 土師器(褒) ロケロ頗・ケズリ ロケロ撮 31.2 19.4 6.3 B.Oa 

6 方マド下 土師器(壇) ヨコナナ・ナナ後ミガキ (6.8) (14.0) 6 A,Ⅱbl 

7 カマロ句 土師樺(蜜) ヘラ ミガキ ナナツケ (4.2) 6.6 

8 堆樹上 土師鵠 へラケズi′ ヨブナデ (7.1) 12.3 

第128図 DBO9竪穴住居跡出土遺物
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〔その他の施設〕 東壁中央に一部が住居外に出る形で径約80cm、深さ約30cmの深鉢状のど、ソ

トが存在する。炭化物と須恵器が出土している。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び年代を決定する資料としては、カマド内及び床面ピ、ソ上等

から出土した土師器、須恵器等がある。

土師器

大壷(第128図5) 口緑部が短く「くの字」に外反しているもので、休部最大径が休部上

半にあり、器高に比べて底径の小さい長胴である。調整技法は口緑部の内外はロク口癖、休部

外面下半ばへラケズリ、内面はロクロ痕である。ロクロ使用のものである。

小壷(第128図6 ・ 7) 口緑部が短くわずかに外反している薄手の小型聾と推定されるも

のゝ口緑部及び底部である。ログロ未使用のものである。口緑部附近は、内外ともに、ヨコナ

デ休部の外面は、ナデ及び部分的なミガキ、内面は主にナデである。二次的加熱をうけピンク

色を呈しているところが多い。

須恵器

杯(第128図3 ・ 4) 休部から口緑部にかすてほぼ直線的に外傾するもの(3)と底部近くが

やゝ丸味をもちやゝ外反気味に口緑部に立ち上るもの(4)とがある。いずれも器高に比べて底径の

比較的大きいものである。胎土の色調は、いずれも浅黄橙色である。これは灰白色のものが二次

加熱を受けた結果変化したものゝようである。底部の切り離しは、回転糸切り無調整である。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、堆積土からは、土師器、須恵器の破片が出土している。

土師器

筒形土器(第128図8) 口緑部に指で押圧して成形した痕跡のみられる平緑で、円筒状に

近い特殊を馨と推定されるものである。内外面はかなり磨滅しているが、外面にヘラミガキ、

内面にナデの調整痕が認められる。製作に際してはロクロ未使用のものである。

杯(第128図1 ・ 2) (l)は、口緑部がやゝ内湾気味に立ち上るもの、(2)は、底部がやゝ丸

味をもって立ち上るもので、色調は灰白色のやゝ軟質のものである。

(2)竪穴状遺構とその出土遺物

⑳cH30竪穴状遺構(第129図)

〔遺構の確認〕 C調査区の最西端、 CF24竪穴住居跡の南西約5m. DA24竪穴住居跡の北

西約7mの地山面で検出したものである。

〔重複〕 北壁がCG30ピット、東壁がCH27ピットと重複関係にありそれを切って構築され

ている。

〔平面形〕 平面形は、長方形である。規模は、長軸(南北)約2.7m、短軸(東西)約2.5m

であり床面積は約6.8正である。南北壁の中点を結ぶ軸線はN葛20-Wである。
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土 色 箇 考

10YR2/2 熟的土

10YR2/2 熟的土

10YR3/2 熱的土

10YR3/2 盟約土

腐∴碓 上

層∴楢 上

層∴栢 土

慨∴楢 土

土師詳片、炭化物を含む

炭化物を若干含み他山がブロングで入る

炭化物、焼土を含む

堆槙土(P,-P3)

土 色 綿 雪

10YR2/1賦∴色

10YR2/2 黒褐色

10YR2/2 貼褐色

10YR3/2 黒褐色

腐∴楢 土

シ ル ト

シ ル ト

シ ル ト

炭化物を含む

他山のプロリグ入る

他山のプロノク多址に入る

炭化物微盤含む

第129図 〇H30竪穴状遺構

〔堆積土〕 3層に分けるこ

とができる。 1層は、黒褐色

の腐植土で住居全体に堆積し、

壁際を除く床面に堆積してい

る。又、 3層は、壁際に堆積

している。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁と

しているもので立ち上りも急

である。残存状態は、いずれ

も約20cmである。

〔床〕 床面は、平坦で固く、

特に、ピットの上面に貼床は

認められない。床面に人頭大

の川原石が5個散在していた。

〔柱穴・カマド〕 認められ

ない。

〔その他の施設〕 中央北壁

近くに径約50cm、深さ約44cm

の深鉢状のPピットが存在す

る。炭化物が上部にわずかに

含まれる以外特に出土物はな

い。その他、 E、鼠のピット

は、いずれも深さ10へ20cmの深皿状を呈しているものである。

〔年代決定資料〕 遺構の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、床面出土の須恵器

がある。

須恵器

杯(第130図2へ4) (2)は、休部が丸味をもって立ち上り口緑部がれずかに外反するもの

(3 ・ 4)は、体部がほぼ直線的に外傾するもので底部の切り離しは(3)が回転へラキリであり、

他は、回転糸切り無調整である。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く土師器の輩の破片が多量に出土した他、須恵器の杯、土師器

の土不、縄文土器片が少量出土した。

土師器 製作に際しロクロ使用のものである。
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∴,裏手、

韓二

5 10cm

出土遺物観察表

三〇〇重囲

三三二二
筒 ′子 

埴土母性 欄音 ∴ 一朝 

綱 舵 
広∴幅 樺∴高 = 経 体∴経 旋∴経 用言 

外∴∴∴∴而 困∴∴∴∴而 

1 堆請土 士陶器(ふ在 ロケロ撮 ヘラミカ●キ(内聞〉 
回

転 へラケズり 

6.6 15.7 8.4 B章Ⅲb 

2 昧∴面 綱思器(埠) Uグロ撮 ロケロ撮 宥【小伝糸ⅥI) 4.3 14.0 6.6 C,!c 

3 席∴面 紹思樺(上付 ログ口煩 
ログ口煩 i 

回

転 へラケズI) 

3.9 12.6 6.5 C,1a 

4 昧∴而 狛思鵠(l不〉 ロケ口煩 星∴。"咽 I手回飯糸切り 3.6 12.9 6.8 C川種 

5 誰紳士 雄思鵠(珂〉 【Jプロ飛 ログ口煩 4.5 (10.8) (8.0) C,Ia 

6 椎的土 土師器(褒〉 (5.5) (19.8) 

7 堆肌土 上層鵠(壇I ログ口煩 ロケロ撮 (5.0) (19.0) B,lla 

8 唯物土 土価樺(饗) ロケ口煩 ロクロ撮 (2.8) (15.2) B,り種 

9 推舶土 土帥器(擾) ヘラケズ】l パケメ ヘラケズリ (5.2) (7.3) 

i 

10 椎請土 土師器(握)? ヘラケズリ ナナ・ロケロナチ ヘラケズI′ (了.1) (11.0) 

第130図 〇H30竪穴状遺構
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杯(第130図l) 休部から口緑部にかけて丸味をもって立ち上り、他に比べて嵩高が高く径

も大きいものである。外面底部近くはヘラケズリされているもので切り離しは回転糸切りである。

墓(第130図6へ10) (6)は、口緑部の外反するもの、 (7 ・ 8)は、口緑部がわずかに外反

し口唇部が上につまみだされているものである。 (捕ま、内外にケズリの施された蛮或は壷の体

部下半がある。

須恵器(第130図5) 休部がやゝ丸味を持って立ち上る底部の切り離しが回転糸切り無調

整のものである。

その他、石鍛(第53図)が1点出土している。

⑳cG12竪穴状遺構(第131図)

〔遺構の確認〕 C調査区の西側、 CE12竪穴住居跡の南約3m、 CJ18竪穴住居跡の北東約

5.5mの地点の地山面で検出したものである。

〔重複〕 南壁の中央附近がCH12ピット(No.2)の上にかかり、重複関係にある。

〔平面形・規模〕 平面形は、長方形であり、長軸は(南北)約3.Om、短軸(東西)約2.3

mである。床面積は、約6.9正である。南北壁の中点を結ぶ軸線はN-100-Wである。

〔堆積土〕 2層に分けることができる。 1層は、黒褐色の腐植土で、住居内全域に堆積し、

層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR2/2 照褐色 脇∴描 土 土師器、須恵器片を含む 

2 10YR2/1黒拘色 偶∴植 土 炭化物、土師器、須恵器片を含む 

2’ 10YR2/1照的色 腐∴楢 土 他山のシルトを多く含む 

第131図 〇G12竪穴状遺構
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床面には達していをい。 2

層は、黒褐色の腐植土であ

るが、一部に地山の土が小

ブロック状に入りこんでい

るもので、炭化物、土器を

含み、床面上に堆積してい

るものである。

〔壁〕 地山を壁としてい

るもので、南壁中央に弧状

の張り出し部分が存在する。

残存壁高は、 15-20cmであ

るが、立ち上りは比較的鋭い。

〔床〕 平坦で、固くしま

っている。

〔柱穴・カマド〕 いずれ

も認められない。



0 5cm

I i l l l l

出土遺物観察表

〔年代決定資料〕 遺構の構築及

び使用等の年代を決定する資料と

しては床面出土の土師器があるが、

いずれも小破片であり、しかも出

土量が少ない。

第132図 〇G12竪穴状遺構出土遺物

土師器

中轟(第132図1) 口緑部が外反し、口唇部が強く上方へつまみ出されているもので、内

外面ともにログロナデ整形されているものである。

〔堆積土出土遺物〕 堆積土中より出土している土師器の聾の破片は休部の小破片で摩滅の苦

るしいものが多いが、いずれもロクロ使用のものと推定される。須恵器の杯は、灰白色で軟質

である。その他、縄文土器の休部破片、底部破片、磨石(2個)(第55図)等が出土している。

⑳cD77竪穴状遺構(第133図)

〔遺構の確認〕 C調査区の東側、 CE68竪穴住居跡の東約5mの地点で調査区外に約l/2がか

かる形で検出されたものである。

〔重複〕 CE77ピットの一部を切って構築されている。

1 2m

第133図 〇D77竪穴状遺構
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〔平面形、規模〕 全体的には不

明であるが、西壁部分は長さ約4.9

m、北壁約2.6m、東壁は約2m

である。

〔壁〕 地山をそのまま壁として

いるが残存状態は、西壁で約10cm

であり立ち上りも丸味をもってお

るもので壁高も約16cmと浅い。

〔床〕 ほぼ平坦で固い。

〔柱穴〕 西壁の内側約1mの地点

に径約25cm、床面からの深さ約50cm

の1対のピットが存在する。これ

が、それに該当する可能性が強い。

〔堆積土、カマド等〕 不明。

〔年代決定資料〕 遺物の出土な

し。



(3)堀立柱建物遺構

BF53堀立柱建物(第134 ・ 135図)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央附近、 BF50竪穴住居跡、 BD62竪穴住居跡、 BG59竪

穴住居跡に囲まれた地点で検出したものである。

∽
.
ざ
(
ヨ
)

国東

第134図 BF56掘立柱建物跡

I

2. 06

旦 p十三∴旦 p.旦

園 国
王 p.土

類

顔。 1 2m

〔規模〕 束西棟2間(約4.06m)×2間(約

3.70m)の堀立柱建物である。柱間寸法は、

桁行1.80mへ1.90m 、梁行2.00へ2.06m 、

と若干の差が認められるが、桁行1.85m、

桁行2.Omの筆問の建物とみてよいもので

あろう。又、梁行は磁北とほぼ一致し、桁

行がそれに直交する形である。

〔掘り方〕 掘り方は、円或いは楕円に近い

● 形状を呈しており、特に、柱痕跡は認めら

4.06(m )

1 2 3m

第135図 BF56掘立柱建物跡模式図
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れない。埋土は、 1へ2層の黒色、黒褐色

土で地山のシルトがブロック状に入ってい

るものである。



Pl P2 P3 P. P5 P。 P7 P8 

掘り 万上幅径(cm) 44×28 30×32 30×32 30×34 42×32 30×30 42×26 40×32 

検出面からの深さ(cm) 42 28 20 20 6 24 16 22 

〔出土遺物〕 この遺構と関連するとみられる遺物は出土していない。

(4)焼土遺構、周陸状遺構とその他の遺構

(1)焼土遺構

BH56焼土遺構(第136図)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央、その一部がBH56竪穴住居跡の西壁に切られた形で検

出されたものである。

〔平面形、断面形〕 周辺が撹乱されており、完全を形は不明であるが、主体部は、幅広の楕

円形を呈していたと推定される。断面形は、壁面の傾斜が緩く立ち上る深皿状と推定される。

〔規模〕 東側半分はBH56竪穴住居跡に切られており不明であるが、残存部分は、長径約90

cm、短径約60-80cmで深さは、約20cmである。

〔堆積土〕 底面には、灰白色の灰、及び炭化物、焼土の混ったシルトが堆積している。

〔出土遺物〕 土師器、須恵器の破片が出土している。完形品は老いが実測したものは杯3点

と賽の拓影l点である。

土師器 製作に際しロクロ使用のもの。

杯(第136図1-2) (l)は、外傾気味の口緑部、 (2)は、回転糸切り無調整の底部の破片で

A
十
等

四囲

機 土 色 工 作 I〃 ヰ 

1 

2 I天I天 

3 

第136-1図 BH56焼土遺構
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第136-2図 BH56焼士道描出土遺物



ある。内外面ともに磨滅が著しいが、内面にはヘラミガキされた形跡が残っており、二次加熱

をうけ、内黒処理のとんだものと推定される。

須恵器

杯(第136図 3) 回転糸切り無調整の底部の破片である。器面は乳白色で比較的軟質で

ある。

萎(第136図 4) 表面にタテのヘラケズリ痕の認められる聾の破片の拓影である。

BG50焼土遺構(第137図)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央、 BF50竪

穴住居跡の北西コーナーの西約0.2mの地山面で

検出したものである。

〔平面形・断面形〕 平面形の開口部は幅広の構

円形状を呈し、底面形は、中央部分がれずかにく1

びれダルマ状を呈している。長軸断面形は、一方

がほぼ垂直に掘り込まれ緩かに上る舟形状を呈し 旦

ている。

〔規模〕 長径約1.35m,短径約80-85cm、深さ

約35cm。

〔堆積土〕  1層は黒色腐植土で遺構の上面に堆

積し底部には達していをい。 2層は底面に堆積し

ている。 3へ5層は、 2層の上にブロック状に堆

積している焼土、炭化物等である。

(2)周畦状遺構とその他の遺構

思W教

Å
′
+

′
。
-

蕊

屈 土 色 上 帯 箇∴∴∴∴考 
1 10YR2/1 .色 腐舶土 炭化物、梶土を含む 
2 10YR2/2 袖色 I特種土 炭化物、碇土を うむ 
3 7.5YRL7/1 l色 炭化物 
4 7.5YR4/6 褐 色 騎 士 

5 2.5Y 4/2 鴫炎原色 シ ル ト 碗土、炭化物を含む 

第137図 BG50焼土遺構

IC15周陸状遺構(第138図)

〔遺構の確認〕 I調査区の中央よりや、北西寄り、 J区竪穴住居群の北約30mの地点の地山

面で検出したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 全体として隅丸万形状の周陪であるが、北東隅が切れている。規模は、内

径(南北)約3.80m (東西)約3.80m,外径(南北)約4.60m、 (東西)約4.60mである。

〔堆積土〕 表土からの堆積状況を観察すると5層に分けられ、 1 ・ 2層は、黒褐色の腐植質

土で、 3層は、明褐色の砂質シルト(地山)4・ 5層は、周陸中の堆積土で砂質シルトの小プロ

クの混じった暗褐色の泥土である。特に、周陸の堆積部分の上部は、つきかためられたように

固くなっていた。
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璃 l二 色 上 作 偶 々 

1 10YR3/1 i.1榔色 瑠i持直∴質 筋偉土 

2 10YR2/1 親側色 俄∴請∴質 1塙に比べて草本鞍が少合い 

3 75YR5/6 明的色 秒∴賞音 〇七 

4 10YR2/2 川的色 シ ル ト 他山の土がプロ/クで入る 

5 10YR3/3 暗伽色 シ ル ト 地Iliの土に規色土が混じる 

第138図iC15周陸状遺構

〔断面形・底部〕 断面形はU字に近い形状を呈し、側壁は比較的凹凸が多い。底面は、一様

の深さではなく、浅いところで約3cm、深いところは約30cmと差があり、随所に段を有する形

態を呈している。

〔主体部・その他の施設〕 周陸の内側の主体部とみられるところには、不定形のど、ノトが存

在するものゝ、特に、意図的を掘り込み等は認められ老い。

〔遺物〕 これと関連する遺物は出土していか、。

〔性格〕 円形剛皇が検出されている例としては白沢遺跡、長沼遺跡、五条丸古墳群、があり

白沢遺跡を除き、古墳に伴う同陸として調査されているものである。これらの形状をみると、

いずれも完全を円形をなさず、一方が開き、 U字形(馬蹄形)ををしているのが特徴である。
注4

そこで形態的により類似しているものとしてあげると湯沢遺跡における円形同港といおれるも

のがある。特に、途中1カ所が切られている点や、底面の状況が浅い、深いの差があり、凹凸

のあること、段差のあること等が在り共通した点が認められる。しかし、規模の上からみた場
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合、前三者についてみると外径が8へ12m、湯沢遺跡においても、 1基No.10(BC80)が4.3-

5・5mの規模をもつ以外11へ14mと大きいものばかりである。従って、平面的には類似してい

るもの、規模的には非常に小規模をものと墳丘を伴う遺構としてみるには問題がありそうであ

り、もし伴うものとすれば例の少い部類に入るものといえよう。

注1岩手県文化財調査報告書籍49集東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書-V-昭和55年3月

岩手県教育委員会、日本国有鉄道盛岡工事局

注2 「長沼古墳」 和賀町教育委員会(1974)

注3 「猪谷地、五条丸古墳群」 江鈴子村教育委員会(1978)

注4 岩手県文化財調査報告書第32集束北緯貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅲ-

岩手県教育委員会、日本道路公団

JE53周陸状遺構(第139図)

〔遺構の確認〕 J調査区のほぼ中央附近、 J GO6竪穴住居跡と東端に位置する10号墳(県指

定古墳群)との間の地山面で確認されたものである。

〔平面形・規模〕南側の一部は村道下にあり調査できなかったが、全体的にみた場合、

平面形は、不整円形のものと推定される。規模は、外径で(東西)約13.5mX(南北)約(12)m

である。

〔断面形・底部〕断面形は、逆台形状を呈し、深さは、西側の最も深いところで約40。mを計

S裁

類書顔
第139図 J巨53周陸状遺構
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的出入りの少い溝状を呈している。底面は、北半に凹凸のあるところが多い○

〔堆積土〕溝中の堆積土は、細かく観察すると8層にもなるが2層に大別される。 1層は、

黒褐色土、 2層は暗褐色土で他は、いずれも地山のシルトがブロック状に混じっているもの

や、ブロックそのものである。

〔主体部・その他の施設〕剛皇内側の主体部とみられるところには、大小5個の不整形のピ

ットが存在する。そのうち、 Pは、馬が埋葬されていたものである。

〔明治27年代かき中に病死しだ馬を埋葬したものである。 高橋クマ氏(当時88歳談)〕

その他のど、ソトは、いずれも皿状の浅いものであり、特に人為的を面は認めがたいものである。

〔遺物〕 特になし。

HGO6マウンド状遺構(第140図)

〔遺構の確認〕 H調査区のほぼ中央、 I C15同港状遺構の北東約15mの地点に存在したもの

で、自然提防上で発見されたものとしては最も北に位置するものである。

〔親模・形状等〕現状の大きさは、底部の直径が約3.2m、高さが約0・65mで低い土饅頭

状を呈していたものである。中央部の一番高い所を中′し、に径約2.2mの範囲に径35へ10cmの大

小の川原石が乱雑に積まれており、特に下方に比較的大きい石が多い。盛土は、地山面直上に

地山の黄色砂質土をブロックで含む黒褐色土が最高10cmの高さでみられた。その上は黒色の腐

植質土である。

〔周溝〕 幅50へ60cm、深さ約15cmの南方が切れている馬蹄形状の溝が発見されているo

〔遺物〕盛土とみられる上面より、土師器の破片2片と縄文土器片が出土しているがいずれ

も磨滅の著しいものである。

〔性格〕地山南より検出された罵蹄形状の同港をみると、そこに何らかの人為的作為が働い

ていると考えることができるが、盛土を観察した場合、特に、マウンド状に盛ったものかどう

か疑しい面が残る。しかし、周溝のみの形態をみた場合南方が開く馬蹄形の同港としては、西
桂l 注2 注3

方に位置する五条丸古墳群、和賀町長沼古墳、矢巾町白沢遺跡等でもみられるものである。次

に規模の面でこれらの遺跡のものと比較してみると、いずれも径が8へ12m、深さが20へ130cm

であり、当追跡のそれに比較して規模の大きをものばかりである。更には墳丘としてみた場合

隣接する猪谷地古墳群の最も小規模を5号境を例にとってみても直径7.5m、高さ0・83mである。

それと比較しても小規模を点ではかわりがをい。従って遺物や主体部と推定されるものがない

この遺構について、形態、規模の士から推定しても墳墓が存在したとするには、疑問が多すぎ

る。上部の積み石は、周辺に散在する川原石を単に積み上げたものとする他に、古墳の石室部

分が破壊した川原石である可能性もなくはない。しかし現状においては周溝と盛り土との関係

からみて古代の遺構とするには無理な点が多い。
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層 土 色 土 柁 ㈲ 考 

1 10YR2/1黙∴色 腐音∴請∴質 木板多址 

2 5YR2/2 照的色 シ ル ト 他山の砂質土をブロックで含む 

3 10YR2/2 照的色 シ ルト 他山の砂質土をブロックで含む 

4 10YR2/1照 色 シ ルト 

O 1 2m

w2.5 l l i l I

第140図 HGO6マウンド実測図

注l 「猪谷地、五条丸古墳群」 江鈴子村教育委員会(1978)’

注2 「長沼古墳」 和賀町教育委員会(1974)

注3 岩手県文化財調査報告書籍49条東北新幹線関係埋葬文化財調査報告書-V一昭和55年3月

岩手県教育委員会、日本国有鉄道盛岡工事局
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KE15小ピット群(第141図)

〔遺構の確認〕 K調査区の西側ほぼ中央附近、西から東に走るKE24溝の壁面中より発見し

たものである。

〔重複〕 西から束に走るKE24溝によって上面が削平されたものと推定される。

〔平面形・規模〕 平面形は、 PへRまでの9個のど、ソトの中鼠が楕円状を示す他ま、ほぼ円

形のものである。断面形は浅い、深いの差はあるがほぼU字状を呈している。

P E 鼠 巳 耳 R 耳 R B 

径(cm) 34 31 31 74×32 36 32 34 72×40 36 

深さ(cm) 36 32 32 36・22 32 34 52 20 24 

〔性格〕

これらのピソトは、一見規則的に並列しており昌・単・E・単・巳・鼠を結ぶと1間(180cm)

×2間の掘立柱建跡とも考えることも可能であるが決めてに欠ける。

土p,±∴上pま-旦i p,上土 p, i王 psp. ±⊥p,上土p.iJL p,±

図四動因図圏図圏

第141図 KE15小ピット群実測図
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AH18溝状遺構(第7図)

〔遺構の確認〕 調査区の最北端、 A区の国道107号線沿いの地山面で検出したものである。

〔重複等〕 西端は撹乱、南東端は調査区外に延びるため不明である。

〔形状・方向〕 断面形は底部がやゝ丸いがV字状に近いものであり、側壁、底面等にはあま

り凹凸はみられをい。溝は多少の出入りあるが西より東へ走っており、調査区の東端附近で綾

がこ南東へカーブし調査区外へ出ている。西端と南東端の比高は約60cmである。

〔規模〕 現存長は、約45.8mで上幅は90-50cm、下幅は70-20cm、深さは50-20cmである。

〔堆積土〕 溝部分の堆積土は、細かくは3層に分けられるが、黒色のシルト1層である。一

部炭化物が微量含まれるところも存在する。

〔出土遺物〕 特になし。

K巨24溝遺構(第8図)

〔遺構の確認〕 調査区の最南端、 K区中央附近の地山面で検出したものである。

〔重複等〕 KAO6竪穴住居跡の南壁の上部を切って西から東へ走っており、その他、 KE15

小ピット群の一部を削平している。

〔形状・方向〕 断面形は、深さ20cm前後の深皿状を呈している。溝は西から束へ走っており

北南差は47cmである。側壁には、大小のピットがあり凹凸が比較的多い。底面には、西半部分

にピット、礫が入りこんで変化が多く、東半は平担である。

〔規模〕 現存長は約48m、上幅は約3m-1.2m,下幅は約0.20-0.50mとかをりの差がある。

〔性格〕 ほぼ、村道と並行して西から束へ走っており、それぞれ西、束ともに調査区外に延

びており、底面には、水酸化鉄の沈澱等もみられるところから比較的新しい時期の水路と推定

されるものである。

表採および粗描持出土遺物(第142図)

遺構に関連する遺物については既述の通りであるが、こゝで、遺構に直接関連のないものに

ついて一部とりあげておく。

土師器

杯(第142図1-7) (1 ・4)は口緑部が内湾気味に立ち上る丸底のものである。外面に

は一部ミガキがみられるが摩滅しているところが多い。内面は、ヘラミガキされ黒色処理され

ている。いずれもロクロ未使用のものである(2 ・3 ・6・ 7)は口緑部が内湾気味に直立す

る底径に比べて器高の高いロクロ使用の杯であり(2)は内面へラミガキ黒色処理されている。他

は、回転糸切り無調整のものである。 (5)は、高台付の台部である。

萎(第142図8へ13) (1l・13)は、口緑部の外傾するロクロ未使用のもの、他は、口緑部

が短く外反し、口唇部が上部につまみ出されているロクロ使用のものである。
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亭主式5

第142図 表採および粗掘持出土遺物
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(5)考察とまとめ

1 遺構(第7・8図)

本遺跡で検出された古代関係の遺構は、竪穴住居跡24棟、竪穴状遺構3棟、掘立柱建物跡l

棟、焼土遺構2基、同港状遺構3基、溝遺構2条、小ピント群、マウンド状遺構1基である。

これらのうち竪穴住居跡、竪穴状遺構を除いてはそれぞれのところで既に大略まとめているの

で、ここでは前者についてのまとめと若干の考察を加えることとする。

A.竪穴住居跡・竪穴状遺構

〔形態と構造〕 完全女形或いはそれに近い形で検出された23棟と竪穴状遺構2棟を含めた25棟

についてみることとする。

(a)平面形・規模 そのほとんどが方形を基調としたものであるということがいえる。即ち

住居における長辺と短辺の割合をみると長辺が短辺より20%以上長い例は2例にすぎず、これ

は全体の10%にもみたない。他は、ほぼ同じか10%内外の差しかみられない。このことは、平

面形が正方形に近いプランを呈していることを物語っているといってよいであろう。又、住居

のコーナーについてみても比較的丸味を帯びているとみられるもの(多分に感覚的をものも入

るが)は、全体の約25%であり、このことからも隅丸方形というよりは正方形に近い平面形(掘

り込み面)を呈していたものであるといえよう。この傾向はおおよそ時間差に関係なくいえる

ようである。

次に、規模の点についてみると一辺が2.5mへ12mと大きを差があるが床面積の面から比較

すると以下のような4グループに分けることが可能である。 (第143図)

(1) 15rrf以下(一辺2.5m- 4 m以上) 10. (CE68.CF24.CJ18.CF56. DA24. BG59.DBO9.CI53.CH30.CG12)

(2) 20ITf -30Irf (一辺4 m-5.5m) 10. (CF15.JG27.CH74.DA62.CJ50.BH56.CE12.BF50.CBO3.BH12)

(3) 35証-40Irf (一辺6m-7m前後) 4. (KAO6. JGO6.BF21.BD62)

(4) 100Irf以上(一辺10m以上) 1. (JJ24)

以上の結果から住居の変遷を考慮に入れて規模についてみると次のように在る。

1つはCH74、 DA62、 CJ50のグループで一辺が4-5.5mの3類に属する広さの住居のみ

で構成され、そこにはあまり差が認められ老い。

次に、南の自然堤防上に立地する一群をみると一辺が10m以上の大形住居J J24を核として、

2、 3類の比較的太一中形の住居群で構成されているということがいえる。

更に段丘上の住居群をみると比較的大形の住居(BF21)を核としてそれに小形住居が付随す

る1群と、比較的大形の住居(BD62)を中心として中、小形住居でもって構成する1群がある。

以上絶対数としては、やや資料不足の感はまぬがれをいが、全体的な傾向としては古期にお

いては、比較的住居の広さに差が現われ老いのに対して、時期が下ろにつれて、 1棟の大形住
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(南北)

第143図 住居跡規模長幅分布図

居を核として、中、小形住居が存在する傾向がみえる。しかも、それが時代が下るにつれて、

核にをる住居及び、それらに付随する住居も小形化してくる傾向にあり、猫谷地においても、

一般的を傾向に対しては例外で老いことを示しているものといえよう。

(b)壁壁は、すべて地山をそのまま壁としているもので一部の削平、撹乱等を除けば

比較的残存状態の良好をものが多い。又、縄文時代の土嬢等の切り合い関係にある壁面におい

てその部分に特に補修・強化した形跡が認められ老いことは、単純なことではあるが、これら

の堆積土が壁を構築する際に支障のない状態であったことを意味するものであろう。

(c)床床面についてみると3つのタイプに分けることが可能である。

A ………地山(掘り込み面)をそのまま使用 CH74.DA62.CJ50.JGO6.CE68.CF24.BD62.CF56.

しているもの CI53. BF50.DBO9. CH30. CG12. CE77.DC12 (16棟)

B ………貼床を全面に施しているもの………JJ24(?).KAO6.JG27.JF15.CJ18.BH56 (6棟)

C ………貼床を部分的に施しているもの……BG59.CE12.BF21.DA24.CBO3 ( 5棟)

以上の結果からみるとAタイプが全体の6割弱であり、掘り込み面をそのまま生活面として

使用しており床面下に縄文時代の土塊が存在するものでも壁面の構築と同じく、特に、手を加

えずそのまま使用しているもののようである。

次に、貼床を一部あるいは全面に施しているものがそれぞれ約2割存在する。その中でB夕
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イブ6棟のうちで 自然堤防上に位置する住居群は、 1棟を除き貼床が認められている。これ

は、この時期の住居の構造の一つの傾向性としてとらえることもできる。一方、この住居の立

地する地層をみると、シルト層が比較的薄かったり、場所によっては欠除しているところもあ

り、礫層が高い位置にあるというようを地質的を面がかなり影響しているものとも思われる。

最後に、 Cタイプについてみると、カマド前における貼床(CE12),南半1/2のみの貼床(B

F21)等の部分的勧占床の他に、壁沿いに長楕円状の浅い掘り込みをつくり出し、それをシル

トと黒褐色土とシルトの泥土で埋め戻したとみられる状態のものも存在する。このことは、時

期的には比較的新しい時期に属すると思おれる住居にみられるが、これが、そのまま、その時

期の特色としてあげられるがま少し疑問が残る。ただ、 CE12、 BF21は、縄文時代のビット

と関係したための貼床、礫層が上っているための地質的な面の制約があったための貼床とも考

えられる。しかし、堅沿いのそれは、その様をこととは関係なく、当初よりある程度排水的を

面を考慮したとも考えることは無理があろうか。これは、時期的には、本遺跡においては最も

新しい時期に属するだろうと思おれる住居に存在することからも、それを一つの傾向性として

あげてもよいものであろう。

(d)柱穴 検出された27棟の竪穴住居跡、竪穴状遺構のうち、柱痕が残存したり、その形跡

が明確をものはないが位置、配置等からそれと推定したものが存在するものは13棟である。そ

のうち、 4個が明確に柱穴と推定される住居跡は8棟である。柱穴の配列状況についてみると、

その位置の違いにより大きく二グループに分けられる。

A………対角線上に位置するもの……KAO6. JGO6. JF15. TG27. BF21. (JJ24)

B ………対角線上の位置より若干一方向に片寄る……BD62. CE12. DBO9. (BF50). (CBO3)

Aタイプは、いずれも壁よりほぼ等間隔の位置に4本存在するが、 JGO6においては、建て替.

え或いは拡張が推定され、又、JJ24においては、その規模から推定して副柱の存在したことも充

分あり得ると考えられる。

一方、 Bタイプは、それぞれ片寄りに特徴が認められる。即ち、 BD62は南側の柱列が若干

西により、菱形状の配列を示し、 CE12においては、柱穴が南西に、 BH56は東に、 BF50は北

にそれぞれ寄り、 DBO9においては、南壁際まで寄る。

次に、規模と柱穴との関係をみると、一辺が4m以上のものは必ず柱穴が存在し、 4m以下

の小規模を住居跡には認められないものが多くなる。これは、上屋構造や居住空間等の関連で

考え‡自すれば怠らないものであろう。

時期的な面からみると最も古いと思われるCH74を中心とする3棟には柱穴が認められず、

自然堤防上のJJ 24を中心とする一群には基本的に4本認められる。又、段丘上の一群で自然堤

防上のそれより新しい時期のものは、 4m以下の小規模のものには認められをい。
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(e)カマド 検出された27棟のうち全貌が明らかにできなかったDE77を除く26棟について

まとめると、およそ次のようをことがい●える。

A.・・カマドの存在しをいもの-CH74. DA62. CJ50. CH30. CG12.

B…カマドの存在するもの一上記の住居を除く全ての住居(但し、完全な形での残存はをい)

(l)付設場所

その付設された場所により下記のように3つのグループに分けることができる。

I類 北壁に位置するもの(  )内は磁北に対するカマドの主軸の振れ(第144図)

1北(10O以内)………JG27. JJ24(旧・新). JGO6. BF21. CE68.

2 北西(20o以内)……CJ18. BH56(旧).

3 北東(200以内)……JG27(新). JF15. KAO6.

4 北北東(30o以上)…CF56.

第144図 カマドの主軸方向分布図

-259-



Ⅱ類 東壁に位置するもの

l 東北東(700)……………BF50.

2 東(90oへ1100)…………JG27(新). CF24. CBO3. BH12.

3 南東(110O以上)………・DC12. BG59. DA24.

Ⅲ類 南壁に位置するもの

1 南(180O-1900)………・BD62. BH56(新). CE12(新).

2 南東(140o前後)………・DBO9. CI53.

3 南南西(190o以上)……・CE12(旧).

カマドが当初北壁に付設されたものが全体の約48%、東壁が33%、南壁19%であり北壁付設

の住居が過半を占めている。又、西壁付設の住居が1棟もない。更にその位置関係についてみ

た場合、北壁の場合は、 CF56を除いては北壁中央に位置しているものがほとんどである。南

東壁の場合には、東壁中央というのはCF24のみで他はいずれも北に寄った位置に付設され、

南壁の場合は中央に位置するものがなく東或いは西に寄っているという傾向性が認められる。又、

住居内における新旧関係からみたカマドの移動状況をみると、傾向としては付設位置より右廻

りの位置即ち、北→束→南というような位置移動関係が認められるようである。又、集落間の

カマド位置の変化をみると、大きくは時期により北壁→南壁→東壁という変遷をたどることがみ

うけられる。

(2)カマドの構造

検出されたカマドの残存状態から推測すると3つのタイプが認められる。

A.シルトで構築し両側壁の先端には立石が存在し、かけ口の石として長楕円の川原石をのせ

て門状に焚口を構築していたと推測されるもの。燃焼部内に支脚石が2個存在するが、石の

かおりに土器の底部を伏せた形にした支脚が存在するものもある。...JG27.JJ24.KAO6.

JGO6. JF15. DBO9.

B.両側壁をシルトで構築し、芯材として川原石或いは土器を使用している。 …CE68.BH56.

BG59. CJ18.CI53.この場合川原石は両側壁の下の床面に埋め込み立石させて芯としてい

る。

C.シルトで構築されているもの…BF21. CF56.DA24.BD62. CE12. CBO3. BF50. BG59.

A、Bタイプのカマドは、上部削平などにより明確でないものも存在するが、煙道部はいずれ

も壁をくりぬきトンネル状、或いは半地下式の溝状を呈し規模は150cm前後のものが大半である。

Cタイプは半地下式のものや煙道部の短いものが増加する傾向があるようである。

AタイプはDBO9を除きJ区自然堤防上に位置する住居に普遍的にみられる構築方法であり

その時期にかするカマド構築の1つのパターンを示しているものである。又、両側壁の構築に
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あたってはJG27のように版葉状の構築が認められたり壁の保護に土器片を使用したり、かな

り構築にあたり手を加えている様子が認められる。

Bタイプにおいては、いずれもAタイプを有する住居よりは新しい時期の住居に多く、特に

割合からみると自然堤防上の住居に後続する時期と思ねれるものに比較的多いことは、カマド

構築法の変化が時の変化とも一応対応していることを示すものと思われる。それがCタイプに

在るとより、新しい時期のものに多くみられ、燃焼部が堂外に一部張り出す形のものもみら

れるなど、時と共にカマド構築法が変化している様子が認められる。即ち、猪谷地遺跡におい

てはA-B-Cのカマド構築法の変化が大きか売れとしてとらえることができるもののようで

ある。最後になったがカマドをもたない住居の中で特にCH74、 DA62、 CJ50のこれらの住居に

おいては、床面中央近く或いは、南辺、東辺近くに人頭大の川原石が数個かたまって存在してお

り、その位置や周辺に小さをビットが存在する(石を据えた後とも推定できる。)こと等から床

面の焼け面の存在をど多少不明確な点も認められるが炉跡が存在したことも考えられる。

(f)その他

住居内の施設としてその他に認められるものに一般に貯蔵穴状ピソトといわれる皿状或いは

深鉢状のピットが存在するが、本遺跡の住居についてみると、明確に貯蔵穴状ピットといれれ

「何らかの物の貯蔵に使用された」とみられるピットはほとんどをい。ただ、その位置や、形

態から、それと類似のものであろうと思われるものが2、 3存在する。その1つはCI53住居

跡のカマド右側の径70×60cm、最大の深さ約30cmの深鉢状tiソトで この中からは外面に他に

比べてススの付着が多い馨が3個体出土している。又、 CBO3住居跡のカマドの右脇に径60×

34cm、深さ約20cmの深皿状のtiソトがある。その他には、 BH56住居跡の旧カマドの左側に存

在する深皿状のビット、 CE68住居跡の旧カマドの右側に存在する袋状のピント等がそれに該

当するものと思われる。これらは、一部土器片の出土はあるにしても何を貯蔵したかを証明す

るものは出土しておらず、貯蔵穴状ピソトについての性格、位置づけは資料の増加に待つはか

ないと思おれる。

この他に、特殊など、ソトとしては、ピソト中央に一段低い小ピ・ノトがある「ログロピ・ソト」

といおれるピソトに類似するものがDC12住居跡の床面より検出されている。この住居は削平

のため全体が明確にできをかったものであるが、カマドのつくりが他に比べて特殊な面もみう

けられ、あるいは、他の住居と異っ利生格の住居とも考えられるが推定の域をでない。

おわりになったが、カマドの位置とは関係なく南北壁の中点を通る軸線が磁北からどの程度

の振れを示しているか計測しそれをまとめてみたのが第145図である。これによると本遺跡の住

居は2つの方向にまとまっていることがいえる。 1つは磁北を基準としてそれぞれ西、束へ約

20oの偏りを示す20棟の住居群と、西へ500へ62oの偏りを示す3棟の住居群である。このこと
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は、約9割にあたる住居がほぼ高一北方向を向いているということを示しており、地形の立地

状況により違いはあるとは思われるが、日照や風向など気候条件を考慮した場合、現代におけ

る家屋の配置条件と類似した面をもっていることは興味深いことであると考える。又、ほぼ北

西一南東を向く3棟のうち2棟は最も古い時期に属する住居であることは、このことからすぐ

には時期差やその時期の家屋の配置の特色としては片づけられをいものとは思われるが、カマ

ドをもたない住居の立地の一面を表わしているものかもしれない。

(S)

第145図 住居跡主軸方位分布図
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2 出土遺物

A.出土土器の分類

本遺跡の調査では、縄文土器をはじめとして土師器、須恵器等多量の遺物が完形あるいは復

元可能を形で多量に出土した。その中で、縄文時代に関係するものは既述してあるので、ここ

では、土師器、須恵器を中心に述べることにする。

をお、分類にあたっては、器種ごとに、その成形や焼成技法、再調整技法や器形上の特徴な

どから細分している。

本遺跡で出土した土器の器種には、杯、高林、輩、壷、長頚壷、領、鉢、土掴、片口土器、

手捏ね土器、蓋、をどがある。これらのうち出土量の少をい鉢、長頚壷、土摘、蓋、片口土器、

手捏ね土器、等は特に分類を行わをい。

〔杯〕 杯は製作の際のロクロ使用の有無及び焼成方法の違いによって大別される。

杯A類 ロクロ未使用のもので酸化炎焼成のもの

B類 ログロ使用のもので酸化炎焼成のもの

C類 ロクロ使用のもので還元炎焼成のもの

〔杯A類〕 杯については、口縁部、底部の形態の違い、休部と底部との境の段の有無等いろ

いろな要素の組合せによる分類(記号化)が可能であるが、ここでは、それらの諸要素の組み合

せ関係を考慮しながら特徴をまとめて分類すると次のようにをる。

A,類 口縁部が外反或いは外傾気味に立ち上り底部との境に段を有し、対応する内面にくび

れの認められる丸底 (1)丸底のもの(2)平底風のもの

A2類 口縁部が外傾気味に立ち上り底部との境に変換点(稜)を有し内面にくびれの認められ

る丸底

A3類 口縁部が内湾気味に立ち上り底部との境に沈線状の段を有する丸底

A。類 口縁部が内湾気味に直立する丸底

a.段を有するもの b.無段のもの

A5類 口縁部が開き気味に外傾し、底部との境にわずかこ変換点が認められ内面にくびれの

ある丸底

A。類 口縁部は外反するが休部は変化なく内湾して底部に至る丸底

A了類 口縁部が内湾気味に立ち上る丸底

a.形式的を段が認められる b.無段のもの

A8類 口縁部が強く内湾して立ち上る平底風の丸底

a.形式的を段の認められるもの b.無段のもの

A。類 口縁部が外傾気味に立ち上る平底のもの
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杯(A類)分類基準表 

口縁部の形態 段の有無 内面のくびれの有無 底部形態 調 整 技 法 

ロ グ 口 未 使 用 

A- 外反、外傾気味 有 有 
1.丸

底 2.平底風 

ロ縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ、又 

は、ヘラミガキ、ヘラミガキのもの。内面 

はへラミガキ、黒色処理されている。 

A2 外傾気味 変換点(稜) 有 丸 底 
内外面ともにへラミガキ、内面は黒色処理 

されている。 

A3 内湾気味 沈 線 状 無 丸 底 
内外面ともにへラミガキされ、内面は黒色 

処理されている。 

A. 内湾気味に直立 
a. 有 

無 音 音 

丸 底 
外面はナデ後へラケズリされ、内面はヘラ 

b. 無 ミガキ、黒色処理されている。 

A5 開き気味に外傾 変換点(稜) 有 丸 底 

外面は、ナデ一部ミガキ、又はハケメをそ 

のまま残すものもある。内面はナデ又はへ 

ラミガキ、内黒、非内黒の両者あり。 

A6 外 反 無 無 丸 底 
外面ナデ、ヘラミガキ、内面はヘラミガキ 

され、黒色処理されている。 

A7 内湾気味 
a.形 式 的 

蜜 丸 底 
内外面ともにへラミガキ、内黒処理されて 

b.無 段 いる。 

A8 強く内湾 
a.形 式 的 

有 丸 底 
内外面ともにへラミガキ、内黒処理されて 

b.褒 段 いる。 

A9 外傾気味 無 無 平∴∴∴∴底 
内外面ともにへラミガキ、内黒処理されて 

いる。 

∴ ≡∋ 

く:>二三“臆 
⊂∃王とつ 

く ÷’A11 A12 ---・・A2 

用′IyV 協雲’、 

A.Ala A‘bき電装-A5 

∴A8a 
A了a 葛‥ A,b 

:三三∵二
A. 

A8a①

A。b②

生 
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杯(B類)分類基準表 

誌面調整技法 底部の切り離し調整の有無 嵩高と底径の関係 休部一口綾部形態 

口 グ ロ 使 用 

B- 内面へラミガキ・黒色処理 回転糸切り 底部周辺及び底部手持ちへ 
I 器高低く、底径大 

a.直線的に外傾 b.下半にふくらみを持ち 内湾気味に立ち上る (赤焼き土器) 

ラケズリ 

(5m以下)(5.5帥以上) Ⅱ器高低く、底径小 (5筒肌以下)(5.まれ以下) Ⅲ器高高く、底径大 (5帥以上)(6億以上) 

B2 内面へラミガキ・黒色処理 

回転糸切り 底部周辺及び底部回転へラ ケズリ 

B3 内面へラミガキ・黒色処理 回転糸切り・無調整 

B. 内面へラミガキ・黒色処理 切り離し技法不明 

B5 無 調 整 回転糸切り・東調整 

.’.二. 

ー 

ー一二セ//‘BIIa
-二・BlⅢa B一皿b‘B2Ia 

‾‾・二二二 

・‥臆---○○」 
●◆●● 

‘.B2Ⅲa
B3Ia′タ:’B3Ib 

く一 〇.∴ 

- 

B3IIb

-‾

Bs
∴エ∴

Bs 

〔杯B類〕器面の調整技法、底部の切り離し技法等の違いにより細分することができる。

Bl類 内面へラミガキ、黒色処理されており、底部の切り離しは回転糸切りのもので底部

周辺及び底部が手持ちへラケズリされているもの

B2類 内面へラミガキ、黒色処理されており、底部の切り離しは回転糸切りのもので底部

周辺及び底部が回転へラケズリされているもの

B3類 内面へラミガキ、黒色処理されており、底部の切り離しは回転糸切りで再調整のをい

もの

B4類 内面へラミガキ、黒色処理されているが、底部の切り離し状態が不明のもの

B5類 内外面調整なく、黒色処理のれ、、底部の切り離しが回転糸切りのもの(赤焼き土器)

これらは、更に、器高と底径の関係から3類に分類することができる。

I類 嵩高が低く、底径が大きいもの(器高5cm以下のもの・底径5.5cm以上のもの)
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Ⅱ類 器高が低く、底径も小さいもの(器高5cm以下のもの・底径5cm以下のもの)

Ⅲ類 器高が高く、底径も大きいもの(器高5cm以上のもの・底径6cm以上のもの)

又、底部から口縁部にかすての形態から(a)直線的に外傾するもの(b)下半にふくらみを

もち内湾気味に立ち上るものの2つに細分することができる。

〔坤C類〕 語形の特徴、底部の切り離し技法や再調整の有無等から細分することができる。

まず、底部の切り離し技法と再調整の有無から3つに分類することができる。

Cl類 回転へラ切り後手持ちへラケズリされているもの

C2類 回転へラ切りにより切り離され再調整のないもの

C3類 回転糸切りにより切り離され再調整のをいもの

更に、底部の特徴から ①平底のもの(Ⅱ)やや丸底風のもの、の二つに細分され、器形の

特徴からは、底部から口縁部にかすて(a)直線的に外傾するもの(b)下半にふくらみをもち

内湾的に立ち上るもの(c)下半がわずかこふくらみ直線的に立ち上り口唇部が外反するものの

3類に分けられる。

杯(C類)分類基準表 

頼 底部の切り離し技法と再調整 底部形態 休部一口縁部形態 

C, 回転へラ切り後、手持ちへラケズi) 

工 平 底 

a.直線的(こ外傾する 

C, 回転へラ切り後、再調整をし 
b.下草にふくらみをもち、内湾気味に立 

Ⅱ やや丸底風 
ち上る 

C3 固転糸切り、再調整なし 
c.下半がふくらみをもち、直線的に立ち 

上り口唇部が外皮する 

∴:二三i 

一一一
CIIa

‾葛-‾‾

C2Ia 二二二二二 CzIb C2Ic 

∴‾‾‾‾‾‾
C2Ⅱa

三二二二‾c.Ia 二三 C.Ib 
- 

菓臆臆臆臆臆H し臆臆■音容案星田 
一二二 C3Ic

----
C3Ⅱa 

〔萎〕 聾は製作の際のロクロ使用の有無及び焼成のちがいにより大別される。

蛮A類 製作に際しログロ未使用のもので酸化炎焼成のもの

蛮B頬 製作に降しロクロ使用のもので酸化炎焼成のもの

蛮C類 製作に際しログロ使用のもので還元炎焼成のもの

〔轟A類〕 器高からその分布をみた場合最大35cmへ最小1l.5cmまで広範囲に分布することか

ら、まず器高により三大別した。その結果は次の通りである。
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壷(A類)分類基準表

全 体 的 を 特 徴 口縁部の特徴 口 唇 部 の 形 態

ロ

グ

ロ

未
使
用

大
(
生
)

中
(
生
)

工 長胴で肩部に段を有するもの

口径≧休部径

Ⅱ 長胴で肩部に段の祭いもの

口径≧休部径

Ⅲ 球胴で肩部に段を有するもの

口径≦休部径

Ⅳ 球胴で肩部に段の無いもの

口径≦休部径

I 同 上

Ⅱ 同 上

a.大きく外反する

b.直立気味

ゆるく外反する

l.単純にまるめ特に変化の毛いもの

2.口唇部が上方へつまみ出され、内

側に横のあるもの

3.上方へつまみ出され、口唇部がう

ずくなっているもの
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A,類 大形で器高が25cm以上のもの(大審)

A2類 中形で器高が15へ25cm以内のもの(中蛮)

A3類 小形で器高が15cm以下のもの(小輩)

これらの蜜について形態の上からみると口縁部≧体部最大径、口縁部<休部最大径の2種に

分けることができ、前者は、おおむね長胴であり、後者は球胴のものといえる。又、これらは

肩部に段を有するものと段の無いものとがあり、これらの要素を組み合せると4類に細分でき

る。但し、中・小輩においては絶体数が少ないことから上記の組み合せの無いものも多く、又、

小輩においてはc、 d類は皆無である。

I類 長胴で肩部に段を有するもの Ⅲ類 球胴で肩部に段を有するもの

Ⅱ類 長胴で肩部に段の無いもの Ⅳ類 球胴で肩部に段の無いもの

更に、口唇部の形態から(a)口縁部が大きく外反、外傾するもの(b)口縁部が直立気味にゆ

るく外反、外傾するものとに分けられ、口唇部の特徴を加味すると、 (1)単純にまるめて特に変

化のをいもの、 (2)口唇部が上方へつまみ出されていて内面に桟を有するもの、 (3)単に上方へ薄

くつまみ出されているものに細分できる。

器面調整は、外面がヨコナデ、ハケメ、ヘラケズリ、ヘラミガキ、内面は、ヨコナデ、ナデ、

ハケメ、ミガキと、ともに多くの手法を組み合せているものが多い。その中でもハケメの技法

のものが多いのが目立つ。底部は木葉痕そのままのものが多いが、中央部がへこみ、周辺のみ

へラケズリしているものや、全体をヘラケズリしているもの等も存在する。

〔轟B類〕 器高の関係から、 A類と同じく3大別した。但し、 A類に比べて復元資料が少な

く、口径との関係から器高を類推したものもあり多少難点があることはいなめない。

Bl類 大形で器高が35cm以上のもの(大審)

B2類 中形で器高が15-25cmのもの(中蛮)

B3類 小形で器高が15cm以下のもの(小蛮)

口縁部と休部最大径の関係からみると口縁部<休部最大径のもの、即ち、球胴スタイルのも

のは認められず、いずれも長胴スタイルのものだけである。そこで、口縁部や口唇部の形態か

ら次のように細分される。

I類「〈」の字状に長く外反する。

Ⅱ類「く」の字状に短く外反する

Ⅲ類 単純に短く外反する

これらは、口唇部の形態から、 (a)上方へつまみ出しているもの(b)上下につまみ出している

もの、(c)下方へつまみ出しているもの、 (d)単純にまるめているものに分けられる。

器面調整は、内外面ともにログロナデが主体であるが、外面には、叩き目が認められるもの、
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叩き後口クロナデの認められるもの等がある。又、内外面ともに、ロクロナデより多少目の粗

いハケメ状のものによるとみられるナデも認められる。底部の調整は判然としないものが多い

中で、ヘラケズリにより調整されているものが目立つ程度である。

〔轟C類〕復元資料も少なく細分するだけの点数も老いので特に分類は行わをい。復元で

きたものはそのほとんどが器高20へ25cm前後のもので それ以上大きをものと推定されるもの

は1点のみで、他は破片だけである。
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〔高杯〕 高杯は脚部のみのものを含めて12点出土したが、器形の特徴から3類に分けけるこ

とができる。

A類 林部は、体部が強く外傾し口縁部も直線的に外傾しているもので体部と口縁部の変

換点に角がつくものである。脚部は中空で円錘台状を呈し、林部に比べて高い嵩高を

有し、裾部は更に外方に開いているものである。

B類 林部は、体部から口縁部にかけて外傾気味に立ち上るもので外面に段を有し対応する

内面にはくびれのみられるものである。脚部は、林部に比べて低く、林部底面より直

接そり気味に外方に開くものである。全体的器形が「Ⅹ」字状のものである。

C類 軍部は、休部から口縁にかすて内湾気味に立ち上るもので外方に軽い段を有するもの

と、みられないものがある。脚部は、いずれも軍部底面より外方に開くものであるが

脚部の特徴より2つに細分できる。

I 脚部がそり気味に開くもの Ⅱ 脚部が内湾気味に開くもの

〔高杯の製作技法〕 A類の高林の製作技法を剥離面等から観察すると、当初、円錘台状の脚

部を作成し、それに杯の休部を取付け、更に、外傾する口縁部分を付着させ成形したもののよ

うである。

器面調整技法は、軍部外面はハケメ後にへラミガキがをされ、内面はハケメ、ナデ後やはり

へラミガキがなされている。脚部外面は縦方向のヘラミガキがなされ、裾部分はハケメ後へラ

高杯分類基準表 

類 土不 部 の 特 徴 脚 部 の 特 徴 誌 面 調 整 

口 A 
休部一口縁部 直線的に強く外傾 中空で円錘台状、福部は外方へ 

朱塗あり ハケメ後へラミガキ 

グ ロ 

変換点に角がつく 開く、脚高は高い ハケメ後へラケズリ 

B 
休部一口縁部 外傾気味 脚高低く、林部低面より直接外 

内面黒色処理 へラミガ“キ 

未 使 

右 投 方へ開く ヨコナテ′ 

C 
休部一口綾部 内湾直立気味 工 脚高低く、外方へそり気味 

内面黒色処理 几嘉 

用 
右投・無段あり Ⅱ 脚高極端に低く「八の字状」 処理よし へラミガキ、ヨコナテ書 

ー孝三≡ミ 
重き三二一一 ∴. 

ー●-●- A 

ヽや 
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ミガキが施されている。又、内面は棒状のものでおさえたシポリメのような痕がみられる。

軍部と脚部の接合部分はハケメ後へラケズリがなされている。 1点は軍部内面に朱塗りが施さ

れていたものと尽かれるものである。

B、C類についてみると底部を高台状に引き出した軍部と、脚部とを別個に作成し、それらを

接合し内外面よりナデて成形している。時として脚部内面に粘土塊を加え押圧して接合してい

る場合もみられる。なお、極端に脚部の低いものは直接軍部より引き出しているもののようで

ある。器面調整技法は、軍部は内外面ともにていねいをヘラミガキがなされ黒色処理している

のが一般的である。又、軍部と脚部の接合点は縦方向のヘラミガキやヨコナデが認められる。

脚部はヨコナデでととのえられているものが多く、中にはへラミガキがなされているものも認

められる。

〔壷〕 11点出土している。完形或いは復元可能をものは3点と非常に少か、。ロクロ未使用の

ものとロクロ使用のものがあるが、ロクロ使用の長頚壷は完形もなく個体数も少をいので特に

分類は行わをい。ロクロ未使用のものは、口縁部や体部の特徴から3類に分けられる。

A類 複合口縁を有するもので休部が球状のもの

B類 単純口縁を有するもの

C類 外反直立するもので体部が球状のもの

これらの中でB類は、口縁部が外傾気味で体部が算盤球状のもの(I)と外反気味のもので休部

壷 分 類 基 準 表 

口 縁 部 の 特 徴 大 き さ 器 面 調 整 

ロ グ 口 未 使 用 

A 複 合 口 縁 休 部 球 状 大 形 外面ヨコナデ・ハケメ後・ミガキ内面・ナデ 

B 

I 休部算盤玉状 

小形 中形 
外面ハケメ後ミガキ、内面ナデー部ミガキ 単 純 口 縁 

Ⅱ 休部球状 

C 外 反 直 立 休 部 球 状 中 形 外面ハケメ後一部ミガキ・内面ナデ 

二義三三養一
冬 

ノ帆曲 1 
臆臆漢書臆漢l隅燃綴喜臆臆臆書幅臆臆凶音器量星星∃!星星重器臆臆臆 

-、bヾし- 1五三〇 BI泣言購 

選 ′’綴∴ニーB。剛 
.一一一-・’ A 
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が球状に近いもの(Ⅱ)とに分けられる。

器面調整は、外面はハケメ後へラミガキが主体ををし、内面はナデが主体的である。底部は

上げ底状のもの、丸底状のものとがある。

〔筒〕 8点出土しているが、底部の破片のみで器形の不明をものが3点存在する。底部の特

徴から2類に分けることができる。

A類 底部に6へ7穴の孔を穿っている多孔式のものである。器形は、口縁部が外傾し体部

もほぼ直線的に外傾している逆台形に近い器形のものと、口縁部が外反し休部から底

部にかすて丸味を持つものがありいずれも最大径が口縁部にあるものである。

B類 無慮式のものである。底部の特徴から2類に細分することができる。

I類 底部横に細孔を有するもので、口縁部が外反し休部がわずかに膨む長胴形である。

Ⅱ類 底部に細孔等のないもので、口縁部が緩かこ外反し休部に段を有する深林形、同じ

く口縁部が外反し休部から底部にかけて直線状に底部に至る蛮形のものがある。

〔飯の技法〕 A類の底部は外部より棒状のもので内面に向けて穿孔したもので底部は後で

接合した可能性がある。一方、 B類のものは器形が特殊で当初より鎖としてつくられたもので

はなく再利用されたと考えた方がよさそうをものである。

誌面調整は、それぞれ多少の差はあるが外面はハケメ後ミガキ或はへラミガキ、内面はナデ

ヘラミガキが一般的である。

甑 分 類 基 準 表 

底 部 の 特 徴 口綾部一体部の特徴 調 整 技 法 

口 

A 多孔式 
外 傾 直線的 ヨコナデ・ヘラケズi) 

グ ロ 未 使 用 

外 反 内湾的 ヨコナデ・ハケメ 

B 鱒式
言誤㌢あり 

外反
蓋崇 ヨコナデ・ケズリ ハケメ後ケズリ 

出帆刷I 

臆漢田園間 
○○、ミ 

i 

I 

1 ∴∴∴∴= 
騒劃 ー 

=◆
し

しし 

BⅡ BI 

青 A
川●

I 

細園1菓漢 

∴∴;∴ 

し 

0; 一 
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〔手捏ね土器〕 4点出土している。小量の枯土塊を指で圧して丸底の小形の杯状につくった

もので部分的に指によるナデがみられる。

〔片口土器〕 2点出土している。ロクロ未使用のもので休部から口縁部にかすて内湾する最

大径が休部上半に位置する鉢形で、口縁部の一部を両側から内側に圧して注口部をつくり出し

ているものと、小形の士不形の口縁の一部にやはり注口部をつくり出しているものとがある。器

面調整は、前者はハケメ後へラミガキが主であり、後者はナデである。

〔筒形土器〕 1点出土している。口縁部を指で圧した痕のある平縁の円筒状のもので、巻き

上げ痕が明瞭に残っている。外面に、わずかにケズリ痕が、内面にナデが認められる。焼成つ

くりともに粗雑である。

〔鉢〕 6点出土している。製作に降し、ロクロ未使用のものとロクロ使用のものとがある。

ロクロ未使用のものは、体部から口縁部にかすてやや内湾気味に立ち上り口縁部がわずか二外

傾する小形聾類似のものと、聾の下半部と同じ話形で椀形に近いもので、ログロ使用のものは、

口縁部が短く外反し、口唇部が上下に引き出されており最大径が体部中半一上半にある口径に

比べて嵩高の低いものである。いずれも完全をものは老い。

〔土的〕 2点出土している。ロクロ使用のもので口唇部が上下に引き出され、口縁部が短く

外反する口径の大きい摘状のもので器形の判明する1点は、底部が上げ底状にをっている。

器面調整は外面下半を雑をケズリ、内面はナデで仕上げている。

〔高台付杯〕 2点出土している。製作に降しロクロ使用のもので、 l点は、内面をヘラミガ

キ、黒色処理しており、底部を回転糸切り後、高台付着の際菊花状に底部をナデツケている。

高台部の一部が欠失している。器形は内湾気味に口縁に立ち上り、口縁部がわずかに外反する。

他は、須恵器で高台部の剥離痕を有する底部である。

〔長頚壷〕 ほぼ器形の判明するもの2点である。口縁部が頚部に比べてやや開き、肩部の張

りが強く底部にかけてややすぼまる器形と推定される。底部のある1点は、完全を上げ底のも

のであり、外面に自然粕がみられる。いずれも須恵器である。

〔蓋〕  1点出土している。皿状につくり口唇部を内側に曲げのばして縁辺部をつくり出した

もので、回転糸切り痕がつまみ部分になるところに認められる。つまみ部は不明である。調整

技法はつまみ部にあたる周辺にれずかにケズリが施されているのみである。須恵器である。

B.土器以外の出土遺物

〔和銅開弥〕 4枚出土している。完全をもの、完全に近いものが各1枚、他は破片で、いず

れも銅銭である。これは、奈良時代に政府が鋳造したわが国最初の貨幣で、銀銭、銅銭の2種

類存在する。初鋳年代は一般的には和銅元年(708年)とされ、当初銀銭が鋳造され、少しおい

て銅銭が鋳造された。養老4年(720年)に鋳造技術の改良をはかり、新しい型の和銅開称が造ら
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れるようになった。その中で、銀銭は、鋳造後l年余りで鋳造廃止となり、そのために期間と

しても、量的にも少をいといわれる。それに比べて銅銭は、万年通宝、開基勝宝、大平元宝等

の鋳造される天平宝字4年(760年)まで50数年問にわたって造られ、その鋳造量も多いもので

ある。奈良時代の銭貨は、その後延暦15年(796年)に平安時代の通貨隆平永宝の鋳造まで他に

は加わるものはなかった。そして、これらの通貨の流通は延暦19年(800年)とし、それ以後廃

止された。しかし、実際には、それ以後も通用したものとみられる。

次に、和銅開称の流通面からみると、政府は銭貨の流通を盛んにするために、銭貨に有利を

交換価値を与えたり、宮人の季禄の大半を銭貨に切りかえたり、曹銭により官位の昇任を行う

など、その価値を認めさせるための諸政策を実施した。しかし、これが奈良時代になると、官

吏の蓄銭という悪幣につながり流通が妨げられることになった。これらは、当時の主として中

央における様相であり、地方においては、一部の中央からの官吏や地方の有力者が叙位の目的

で蓄財したり、授位、賜物とし中央より銭貨を得ていることをども考えられ、およそ、流通と

は程遠いものであったと思われる。

〔土錘〕 37点出土している。いずれも、中央部に最大径を有する紡錘形を呈するもので長さ5.2

cm-4.1cm、孔径は0.3へ0.4cm、最大径l.8-2.2cmのものである。重量は12.9g-17.9gである。

〔砥石〕 9点出土している。平面形は、矩形、バチ形、棒状、板状と数の割には多様である。

多くは、断面形が長方形を呈しているが、 2点だけ円形のものが存在する。これらは、面の両

端あるいは一端のみが使用されている10cm内外の小形のものである。

〔紡錘車〕 9点出土しており、内2点は石製品であり他は土製品である。断面形は、台形、

又は半円形状を呈しているものである。

〔鉄製品〕 鉄斧1点、刀子の一部と推定されるもの4点、鎌の一部と推定されるもの2点、

他は釘の一部とみられるものl点である。

C.堆積土中の粉状パミス(火山灰)

検出された住居跡の堆積土中には部分的ではあるが粉状パミスの堆積が認められたものが存

在する。この場合、上部の削平状況によって同じ1層とした場合でも堆積水準が異なることに

なるが、ここでは、住居の堆積状況をそのまま記すこととする。

CH74住居跡…… 1層上部に小ブロック状 KAO6住居跡…… 1層の中央付近

CE12住居跡……2層中にサンドイッチ状 BD62住居跡…… 1層、2層の問に小ブロック状

DC12住居跡……1層中に小ブロック状 BH12住居跡……1層中に小ブロック状

CI53住居跡……住居の中央やや西よりにレンズ状に床面近くまで堆積

以上のうち、 DC12住居跡の粉状パミスについては、後章の「東北地方における奈良一平安

時代遺跡埋土中の粉状パミスについて」(井上克弘、山田一郎)を参照されたい。
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B 遺構出土土器の共伴関係(第14へ16表)

前項においては本遺跡出土土器を中心に分類し、あわせて堆積土出土土器についても可能な

かぎり分類した。第16表は、図示遺物の個体数を表わしたものであり、分類の結果から各住居

跡の共伴関係と遺構間の組み合ねせについて表わしたのが第14表である。この場合少し繁雑に

なったが堆積土出土遺物の様子についても表わしている。

以上の結果をもとにして、各遺構間の土器の共伴関係や遺構内における土器の類似性等につ

いてみていくこととする。この場合、より遺構の構築時期や使用時期の下限を示すものと考え

られる床面およびカマド内、ピ、ノト内等遺構に密着した形で出土したものを中心に考え、堆積

土出土遺物については、補足的をものとして考えることにする。

そこで、共伴関係組み合わせ表より住居跡間の出土土器の組み合せを比較検討してみると、

次のようをいくつかのグループに分けることが可能である。

〔第I群〕 ロクロ未使用土器の杯が全く見られず、このグループのみに見られる高杯A類、

壷A類や蛮A,Ⅳ類、壷B I類より在る一群で、住居によっては鉢が加おるもので、全体とし.て

器種、数量ともに少をい。これらに該当するのはCH74、 DA62、 CJ50の各住居跡である。

〔第Ⅱ群〕 ロクロ未使用土器だけで構成され、勿論須恵器も共伴し老いもので、∴杯A、 A2類、

聾A,Ia、AIIb類、AlⅡb類、A,Ⅱa類、領A. B類を主体とし、杯A3、 A,、 A5、 A。類や蛮A,Ia、A,

Ⅲa、AlⅣa類等の大一小の聾や、住居によっては高林B,C I類、壷B Ⅱ、C類、片口土器等を有す

る一群である。このようを構成をもつ住居跡は、 JGO6、 JF15、 JG27、 KAO6、 JJ24住

居跡であり、この中でもJ J24住居跡は器種、量とも豊富で、この一群の中核をなしているも

のである。

〔第Ⅲ群〕 ロクロ未使用土器を中心とし、まだロクロ使用土器B類の共伴のをいことはⅡ群

と同じである。しかし杯や聾の構成の面でⅡ群とは大きく異をる。即ち、#A,類、蛮AIIa類を

主体に構成され、住居によっては杯A8類、蛮A2Ⅱa、 A3Ⅲb類の他、高杯C類、領B Ⅱ類や手捏

ね土器を含み、まれに須恵器の大審が共伴する一群である。特に聾の場合は口唇部の成形にⅡ
(注1)

群と比較して異なりが認められ、 2 ・ 3群のものが多くをるのが特徴である。

これらに該当する住居跡としては、 BF21、 CE68、 CF24住居跡があり、遺構出土土器と

しては小輩(A3類)の他、饗の底部だけの出土であるが、堆積土中より杯A,、 A、 A類、蛮AI

Ia、A,IIa、A,ma類等の出土しているC J 18住居跡も、遺構内よりロクロ使用土器の出土していを

いことや堆積土中の出土土器の型式等を考慮に入れると、このグループに該当するものと考え

てよさそうである。

〔第Ⅳ群〕 ロクロ未使用土器A類の共伴が少なくなり、ロクロ使用土器B類および須恵器C

類が主体をなす一群である。主として杯B,、 B2類、蛮B,工、 B,Ⅱ類、杯C,、 C2類等で構成され
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ており、それに少をいながらも蛮A,Ia、AIIa、b、A2Ib,,A3IIa類等のロクロ未使用の聾や、住居

によっては琢A了類が含まれ、又、杯B5類等もみられる一群である。これらは杯の構成関係に多

少異なりが認められるので2群に分けた。

Ⅳ-a群・杯B,、 B2類、 #C,類が主体を毒す。 Ⅳ一b満 杯B3類、杯C3類が主体をなす。

IV-a群に該当する住居跡は、 CE12、 BD62住居跡であり、 IV-b群に該当する住居跡と

してはBH56、 CF56、 CI53住居跡とCH30竪穴状遺構をあげることができる。をお遺構出

土遺物が少なく、判然としないが、ロクロ未使用土器の蛮A.Ⅱa類やロクロ使用土器の蛮B,I類、

須恵器C.類を共伴しているCDO9住居跡は、まだロクロ未使用土器が共伴しているということ

でⅣ一b群に該当させてよいものだろう。

〔第Ⅴ群〕 遺構出土土器としては、ロクロ未使用のA類土器が全く含まれをい一群である。

即ち杯B3類、蛮BlⅡ類が主体を毒し、住居によっては杯B2類や鉢、土掴、須恵器の聾が僅かこ

共伴し、杯C。類は堆積土中より出土しているが、遺構関連の遺物としては出土していをい。

これらに該当する住居は、 BF50、 BG59、 CBO3、 DA24、 DC12、 BH12の各住居跡で

あり、 BH12住居跡には杯B5類が共伴している。なおCG12竪穴状からは蛮B2類のみの出土で

あるが、堆積土中の遺物等の関係から一応このグループに入れてもよいものであろう。

以上、共伴関係を中ノじ、として本追跡の出土土器を5群に分類し、その結果をまとめたものが

第15表である。

C 出土土器の問題点と位置づけ

〔第I群土器〕

この群の土器は、ログロ未使用のA類のみで、器種は球胴聾、壷(柑) 、高杯、鉢の4種で

ある。杯が共伴していないこと(堆積土中からはそれらしい破片の出土はあるが)と器種、出

土量ともに少をいことなど共通する点が多く、これは土器セット関係云々というよりは、遺構

の遺存状況の悪さに起因するところが大であり、本来的には杯をも含めて一つのセット関係を

構成する一群であろう。

土器の特徴をみると聾の場合、口緑部の直立する下膨れ気味の球胴、壷は複合口緑の球胴の

もの、口緑部が休部に比べて長く外傾し、休部が算盤玉状を呈するもの等がある。高林は軍部

口緑部と底部との境に角がつき、口緑部が強く外傾している。脚部は杯部に比べて高く、下方

に円錐台状に開き、裾部が外反気味に開くものである。
(注2)

このようを特徴をもった土器の一群としては、束北南半における土師器の第Ⅱ型式(南小泉

式)をあげることができるが、南小泉式の一括資料を出土した岩切鴻巣遺跡第Ⅱ群土器と強い

類似性を有しているものが多い。その中でも壷EⅡ類、高林C類等に共通する面が認められ、

球胴の饗としたものは壷C類に類似しているといえる。又、清水遺跡における第Ⅱ群土器高杯
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Ⅱの中にも一部類似性の認められるものが存在する○ただいずれの場合にも、本遺跡で鉢とし

た小型の土師器が存在していれ㌧点で多少の異をりがみられる○しかし大勢としては、器種、

器形、技法等の点からみて、これらは南小泉式併行のものとみてよいものであり、編年表にお

ける第Ⅱ群に位置するものである。

〔第Ⅱ群土器〕

この群の土器もロクロ未使用A類の土器群で、器種としては杯、高林、聾、壷(柑) 、領、

片口土器から在るものである。特徴をまとめると、上布ま20cm前後の比較的大型である。丸底で

底部との境に段を有するものが主体で、ほがこ、これより多少小型の口緑部が外傾、外反する

丸底等がある。調整技法は段から上がヨコナデ、底部ケズリ、同じくヨコナデとミガキ、ミガ

キとミガキ等のものが存在する。

護は、長胴で大一小の各種存在するが比較的中型が少ないのが目につく。器形的には大型ほ

ど肩部右投のものが多い。休部最大径は口緑部にあるものが多いが、中位、下位にあり下ぶく

れのものも二・三見うけられる。調整技法は口緑部はヨコナデ、体部はハケメのものが最も多

く、ハケメ後ケズリや雑をミガキのもの等も散見され一様ではない。球胴のものは口緑部が外

反する大型のみで中・小型はみられれ、。肩部に段を有するものが多い。調整技法は口緑部

はヨコナデ、体部はハケメ後ミガキのものが多い。

高士和ま、軍部が外傾し、比較的浅く底部との境に明瞭を段を有し、脚部は低く外方に広がり

全体的に「Ⅹ」字状を呈すものと、軍部が椀状でやはり低い脚部のものとがある。いずれも口

径が20cm前後と大型であり口径に比べて器高の低いのが特徴である。

壷は、口綾部が外反直立し、休部が球胴を呈するもので頸部のすぼまりが弱いものである。

器面調整は口緑部ヨコナデハケメ、休部はヘラミガキ、内面はナデである。領は多孔、無慮の

もので外面右投、無段のものが共伴する。

以上のようを特徴をもった第Ⅱ群土器と類似した内容を有するものとして、県内においては
(注6) (注7) (注8)

水沢市今泉遺跡、脂性遺跡、金ヶ崎町上餅田遺跡、のそれをあげることができる。第Ⅱ群土器とこ

れらの遺跡出土の土器と比較すると次のようをことがいえる。まず今泉遺跡の土器と比較すると、

上布ま、 A一、 A2類が「AⅡ、 AⅢ類」に、 A。類は「AI類」に類似しているが、体部の調整技法の

点で本遺跡においては、ヘラケズリも多少認められるがへラミガキが主体的をのに対して、ヘ

ラケズリが主体である点で異なっている。又、器形の上でA5、生類に類似するものが今泉遺跡

では認められない。高士和ま、 B、 CI類と「Ⅱb、 IA類」に共通点が認められるが、 「ⅡC

類」のようを小型のものは本遺跡では認められ老い。壷はC類と「Ⅱ-b類」に共通点が認めら

れ、鎖は無慮式のものは器形、器種とも非常に類似性が強く、ただ多孔式のものがみられ老い

点で多少異なる。
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聾は、器種、話形ともにいずれも類似性が認められる。

又、上餅田追跡におけるそれについても、土器組成の点で多少異なりは認められるものの、

器種、技法等の点で共通した特徴をもっているということがいえる。

以上、土器組成や技法等の上で多少の異をりは認められるとしても、大筋としてはほぼ共通

した内容を有する一群ということができると思う。これらの特徴をもった一群は東北南半にお

ける粟国式に最も類似した内容を有するもので編年表ではⅣ群土器に該当するものである。

ただ、本遺跡における杯A5、生類についてみた場合、口緑部との境に稜を有し、外傾気味に

開くことや、口緑部が強く外反し無段であること等粟国式の前の時期に位置づけられている住

社遺跡出土の掬二類似した要素を強くもっているようにみうけられる。又、壷等の場合も比較

的古い要素が残っている面もみられ、これらを考慮に入れると、この第Ⅱ群土器は少なくとも

2つに細分できる可能性もあり得る。

〔第Ⅲ群土器〕

ロクロ未使用土師器A類を中心として構成され、まれに須恵器C類が共伴する程度である。

器種としては杯、蛮(長胴、球胴) 、高林、笛、手捏ね土器等で構成されている。特徴として

は、杯の場合小型化(口径10へ15cm)の傾向がみられ、丸底の他平底風のものもあり、段につ

いても一般に形式的になり、無段のものも出てくる。又、技法的にはミガキが主体をなす。次

に護は、全般的に休部の膨みが大きく、口径に比べて底径の大きいことが特徴である。又、頭

部の段も形式的にをり、不明瞭をものが増えてくる。口唇部も単にまるめているもので牽く、

上方へ引き出されて内面に稜を形成したり、薄く在っているものが多い。球胴のものは大型の

ものが認められない。更に壷(柑) 、高杯、鎖等小型化、あるいは消滅(?)する傾向がみら

れるのもこの群の特徴である。
(注10) (注Il)

以上のようを土器と共通する内容をもつ遺跡としては、水沢市石田遺跡、北上市尻引遺跡、
(注12) (注13)

藤沢Ic. Id遺跡、江釣子村鳩岡崎遺跡等をあげることができる。ここでは石田遺跡を比較の

対象にしてみることとする。石田遺跡では遺構区分におけるⅡ-(2)期に該当するD的3住やBe

50住、 Bi53住等を中ノ」、とする住居群出土の土器で国分寺下層式に相当するものが存在する。こ

れらは、土不の小型化、段の形式化、平底風のものの出現にあれせて、技法的にはへラミガキが

盛行しているものである。馨についてみると頭部の段の形式化や底部の大型化、等の特徴がみ

られ、これらは第Ⅳ群土器のそれと非常に類似しているものである。ただ、本遺跡の杯が、口

径に比べて浅いものが多いのに対して、深かめのものが多いとか、朱塗りの球胴の饗がみられ

ない点など多少の異なりは認められる。しかし、大筋としては、特徴的に類似のものとみてよ

いものだろう。以上のようなことからこのようを内容をもつ土器群は、東北南半における国分
(注13)

寺下層式といわれるものと併行するもので編年表の第Ⅶb群に相当する。
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〔第Ⅳ群土器〕

ロクロ使用の土師器(B類)及び須恵器(C類)が主体を占め、ロクロ未使用の蛮(Al類)がねず

かに共伴し、杯類は全く認められをくなり、器種、量ともに乏しいものになってきており、ロ

クロ未使用土器の末期的段階であると共にロクロ技術導入の初期的段階であるといえよう。器

種としては土師器杯、蛮(長胴、大、中) 、鉢、須恵器杯、聾、長頸壷、赤焼き杯である。こ

れらの特徴をまとめてみると、Ⅳa群のB、 C類の上布ま手持ちへラケズリ、回転へラケズl)のも

のが中ノじ、をなしているのに対してb群のそれは、回転糸切り無調整のものが多いことがいえる。

馨は、 A傾のものは頭部の段が形式化され器形においてもⅢ群のそれとほとんど変化の老いも

のがわずかこ共伴し、蛮B「B2類においてはまだ口唇部を上方へ引き出し、ロクロ未使用の聾

の口唇部のつくりの形態をそのまま残しているものもある。又、技法的にはタダキメ技法やロ

クロナデの技法を用いたものが主体をなしている。須恵器では、口唇部を上下に引き出し、休

部上半に最大径のある聾や口唇部を上方に引き出している長頸壷をどが存在する。このようを

土器内容を有する遺跡としては、江刺市宮地遺跡、水沢市石田遺跡、北上市尻引遺跡等がある。

第Ⅳ群と同じようを特徴をもつ土器群としては、宮地遺跡の第Ⅱ群土器の内容が最も類似し

たものといえる。ここで少し微視的にみるとロクロ未使用土器及びロクロ使用土器の士不、輩、

特にその中でも須恵器の再調整のある杯の占める割合に相違が認められる。即ち本遺跡のそれ

はロクロ未使用土師器とロクロ使用土師器の占める割合の点からみると、ロクロ使用土器の占

める割合の増加してきたⅡ-a2群と類似する。しかし須恵器杯は無調整のもの及び再調整のも

のが混在しているのに対して、無調整のものだけに限られているという点で異っており、この

ことは、逆に本遺跡の特徴ともいえる。そして再調整の須恵器が混在しているという点では石

田遺跡,におけるⅢ期の土器群により近いものともいえる。このようを内容の土器群は編年表に

おける第Ⅷ群に相当するものである。

〔第Ⅴ群土器〕

ロクロ使用土器B、 C類のみで構成されているもので、諸種としては土師器杯、蛮(長胴)

鉢、土掘、須恵器杯、聾、蓋、赤焼き杯がある。土師器は回転糸切り無調整のものが主体を毒し

再調整のあるものがれすかに共伴する。器形的には口径に比較して底径の小さいものが増加す

る。又、聾は口緑部が短く外反し、口唇部を上方あるいは下方へ引き出しているものが多く、

技法的には雑考へラケズリが目立つ。特殊をものとしては土禍が存在する。須恵器は、休部が

内湾的にゆるく立ち上る回転糸切り無調整のものが主体である。聾は休部上半に最大径を有す

る器形のもので、前群と器形的にはかおりをいが調整は雑である。その他、口径に比較して底

径の極端に小さく器高の割合高い赤焼き杯がある。

このような土器群は、ロクロ技術の本格化した時期における一群として抱えることができる
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もので、同じようを内容をもった遺跡としては宮地遺跡、石田遺跡、相去遺跡等があげられる。

編年表における第Ⅸ辞に相当するものである。

(注1)猫谷地追跡における出土土器のうち、第Ⅲ群一第Ⅴ群にあたる部分については既に佐

久間が各諸種の型式分類と変遷に関する傭黄のもとに第l様式一第3様式に分けており本

稿にか、でも大筋としてそれにそったものである。 「奈良平安期土器の型式分析一岩手県

猫谷地追跡出土土器の分析を通して」佐久間堂 考古学研究25-4 1978, 9

(注2) 「東北土師器の型式分類とその編年」氏家和典 歴史-14 1957, 3

(注3 ) 「岩切鴻ノ巣遺跡」宮城県文化財調査報告書第35集 東北新幹線関係追跡調査報告喜一1一

宮城県教育委員会 日本国有鉄道仙台新幹線工事局 昭和49年3月

(注4 ) 「清水追跡」宮城県文化財調査報告書第77集 東北新幹線関係追跡調査報告喜一Ⅴ一

宮城県教育委員会 日本国有鉄道仙台新幹線工事局 昭和56年3月

(注5 ) 「岩手県南部における古代土器群の編年試案」岩手県文化財調査報告書第59集へ61集

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告喜一ⅩへⅢ- 〈参考資料〉

岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

(注6 ) 「今泉遺跡」岩手県文化財調査報告書第60集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告

書-Ⅲ一 岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

(注7)脂性追跡現地説明会資料(昭和54年5日)及び高橋与 門氏(県立埋分センター)の教示

による。

(注8 ) 「上餅田追跡」岩手県文化財調査報告書第59集

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅹ一

岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

(注9 ) 「宮城県角田町住社発見の竪穴住居跡とその考察」考古学雑誌43-4日本考古学会1958,3

(注10) 「石田遺跡」岩手県文化財調査報告書第61集

東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅲ-

岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

(注Il) 「尻引遺跡調査報告書」文化財報告書籍17集 北上市教育委員会 昭和52年3月

(注12) 「藤沢Ic . Id遺跡」 現地説明会資料 岩手県埋蔵文化財センター

岩手開発 昭和52年6用3日

(注13) 「鳩岡崎追跡」岩手県文化財調査報告書第70集

束北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅲ-

岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

(注14) (注2)と同じ、及び「陸奥国分寺跡出土の丸底杯をめぐって」柏倉亮吉教授 還暦記念

論文集P77-氏家和典「観音沢過跡」宮城県文化財調査報告書第72集 東北新幹線関係遺

跡調査報告書-Ⅳ一 宮城県教育委員会 日本国有鉄道仙台工事局 昭和55年9月

(注15) 「宮地遺跡」岩手県文化財調査報告書第48集 東北新幹線関係退助調査報告書-Ⅳ一

岩手県教育委員会 日本国有鉄道盛岡工事局 昭和55年3月

(注16)現地説明会資料 岩手県教育委員会 北上市教育委員会1973年1974年
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3 遺構の構成と年代(第146図1 ・ 2)

前項では土器の特徴をどを中心に土器群を5群に分類し、合せてその土器群の時期的を位置

づけをした。こゝでは、その土器群とそれを伴う住居の前後関係や住居群の構成状況について

ふれてみたい。住居の新旧関係を知るための一つの手がかりとしで、重複関係とそれに伴う土

器等から検討するのが一般的であるが、本遺跡においては、 「BG59住居跡がBD62住居跡の

東壁の一部を切って構築している。」という一例のみであり、これらの新旧関係は知りうるが、他

の住居についてはそれができか、。従って、ここでは、土器群との関係から検討することにする。

前項で分類した土器群は、そのまま、第工期→第1群、第Ⅱ期→第2群、第Ⅲ期一第3群、

というように以下第V期、第5群までそのまま時間差におきかえることができる。それらをも

とにして住居の構成と年代について検討することとする。

〔第1期〕

第1期を構成する住居は、 CH74、 DA62、 CJ50の3棟で、北側段丘の南綾部にほぼかた

まって位置する。規模はいずれも一辺が4-5.5mの3類に属する住居群で差があまり認めら

れない。カマドを有していないこと、柱穴の認められ老いこと、鉄器、砥石が出土していない

こと等が特色である。構築年代は第I群(南小泉式期) 、古墳時代中期頃と推定される。

〔第2期〕

第2期を構成する住居は、 JJ24、 KAO6、 JGO6、 JG27、 JF15の5棟で、最も規模の

大きいJJ24を核として、その周辺にその他の大中規模(3 ・4類)の住居がとりまくようを

形で南側の自然提防上に立地する。基本的にはシルト、川原石を使ったカマドが北壁に付設さ

れ床面は貼床され柱穴が対角線上に4個配列されていること等が特徴である。鉄製品、鉄樺(分

析結果参照)はJG27、砥石はKAO6、 JJ24の各住居跡から出土している。

両者を合せた所有率は6割である。これらの構築年代は第Ⅱ群(菜園式期)古墳時代後期後

半頃と推定される。ただ、既述したようにその中でも、 J J24住居跡は古い要素を有しており

時間的に周辺の住居群の中で最も長期にわたって存在していたということも考えられる。その

他、位置的にみてJ J24住居跡の南に位置するKA15ピット群の中に住居跡の存在した可能性

も考えられ、この一群は6棟で構成されていた可能性もありうるだろう。

〔第3期〕

第3期を構成する住居はBF21、 CE68、 CJ18, CF24の4棟であり、南側の段丘上に4

類の規模のBF21住居跡を北端に、南側に広い空間地帯を構成し、一見、円状に、 1 ・ 2類の

小規模住居が点在している一群である。カマドはシルトと芯材を使用したもの、シルトのみの

もの等、多少構築法に差が認められる。付設位置は北壁が一般的であるが一部東壁に付設され

るものもでてくる。柱穴は、大規模のBF21住居跡のみで他には認められない。床面の構築に
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もそのままのもの、貼床のもの等変化がでてくる。鉄器はBF21.CF24、堆積土からではあ

るが鉄澤がBF21の住居跡から出土している。所有率は4割である。をお、この住居群で特筆
(注l)

されるのは「和銅開称」を出土した、 CE68住居跡の存在である。この銭貨が古墳から出土し

ている例は数例あるが床面から出土したのは県内では最初であり遺構の性格や年代を考える上
(注2)

で貴重を資料である。 「和銅開拓」を使用して遺構の年代を決定しようと試みた論考には伊藤
(注3)

(1970)がある。又、佐久間(1978)は本遺跡のそれについて下限を限定するための危険性を除去

するために胆沢城の設置年代等の他の要素を組み入れる必要性を述べ、その中において8世紀

中頃の年代観を与えて.いる。

以上のようを結界を考慮に入れて土器群との共伴関係から第Ⅲ期の遺構の構築は第Ⅲ群(国

分寺下層式期)奈良時代後半期と推定される。

〔第4期〕

第4期を構成する住居はBD62.BH56.CE12.CF56.CI53.CBO9の6棟とCH30

竪穴状遺構である。これらの住居群の中ではBD62住居跡が規模が大きく(4類) 、他は、中

小規模(1 ・ 2類)で、これらは北側段丘上にⅢ期の住居群をさけて点在する。カマドは、北

壁に位置するものが減少し、東壁及び南壁に付設されるものが多くをるが、特に、南壁に付設

されるものが増加する。カマドの側壁の構築はⅢ期のそれとあまり変ら老いがカマドの断面形
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態からみると焚口部で一端煙道が上に上がり、次は次第に下降して煙出部に接続するものが多

い。柱穴は1辺4m以上の規模のものにのみ認められ、それが対角線上より一方向の壁面に寄

るという特徴をもつ。鉄製品はBH56住居跡のみで出土数が少ない。

これらの住居群の構築年代は第Ⅳ群に併行するものである。しかし、年代については、明確

な根拠に在る資料という点では不足しており、県内における類似土器群出土の他遺跡の例など

を参考にするならば平安時代前半期頃ということが考えられる。

〔第5期〕

第5期を構成する住居はBF50.BG59.CBO3.DA24.DC12.BH12の6棟の住居群

とDC12竪穴状遺構である。この期の住居は、小形化が目立ち、 1 ・ 2類に属する小規模のも

のになる。これらのうち、 BG59住居跡は、 4期のBH56住居跡と南壁が一部重複して構築さ

れているが、他は、いずれの住居跡もさけて点在している。カマドは東壁に付設され中でも中

央より北に寄った位置に存在するものが多い。又、側壁は、シルトのみで構築されるように在

る。柱穴は一辺4m以上のものには認められるのは第4期のものと同じであるが、あまりはっ

きりしをい例が多い。

鉄製品の出土はBF50. CBO3. BG59、砥石はBF50. CBO3の各住居から出土しており

所有率は約5割である。これらの構築年代は、第V群に併行する時期と考えられるが、 4期と

同じように県内の類似の土器群出土の遺跡の例をどから平安時代後半期頃と推定される。

(注l ・ 2) 「末期古墳の年代について-東北地方末期古墳出土遺物を通して一」伊藤亥三「古代

学」 14の3 ・ 4 1968年。岩手県内からは「花巻市熊堂古墳」 「金ヶ崎町西根縦街道南15」

の古墳関連の遺構からの出土例が述べられている。又「陸奥北半における末期群集姑の性

格」沼山源善治「北奥古代文化」第8号 昭和51年5月の中に「岩手郡上太田蝦夷森古墳

群」から出土していることが述べられている。

(注3) 「奈良、平安期土期の型式学的分析」一岩手県猪谷地遺跡出土器の分析を通して-佐久間

豊「考古学研究」 25-2 1978, 9

4 まとめ

以上、本道跡における古代の集落跡についてまとめると次のようになる。

l.集落は古墳時代後半期に低位段丘縁辺に最初に形成され途中多少の断続はあるが奈良一

平安時代にわたってその消長がくりかえされてきた。

2.立地は、低位段丘上から自然堤防上へ、そして、又、低位段丘上へと変化が認められた。

3.集落の構成は調査範囲という規制はあるが、 3へ6棟が一つの集落を形成し、各期にお

ける差異が比較的少ない。規模は、古墳時代中期頃においては差がほとんどないのに対して、

後期後半一奈良時代にかすては、中核となる大形住居を中心として集落を形成する傾向にあり、

これらの集落の形態は当地域における一つのパターンとも考えられる。
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4・住居の形態をみると、横方向はほぼ南北指向であり、それが古期に属するものほど強い

傾向がある。カマドについても北壁中心から南壁、東壁への移動やカマドの構築上の変化がみ

られ、柱穴の位置の変化や有無などそれぞれ時期的を傾向性が認められた。

5.出土遺物についてみると、大形住居における出土量が特に多く諸種的にも豊富である。

このことは、その集落間における有力者の存在をも考えられ、人々の問に何等かの差の表れれ

てきていることを示唆しているものであろう。又、各期における日常汁器を中心としたセット

関係がある程度把握された。

6. CE68住居跡より出土した「和銅開称」は、遺跡の年代、性格等を考える上での貴重な

資料である。

おわりに、本遺跡の東隣及び西方に位置する猫谷地古墳群、五条丸古墳群等の関係について

はふれをかったが今後両古墳群の出土遺物の検討や末期古墳の性格、当時の集落と墓域との関

係及び、当追跡や周辺の遺跡における出土資料等をも合わせて多方面から検討することがこれ

からの課題である。

〔参考文献〕

・江釣子村史 江釣子村教育委員会

・ 「江釣子遺跡群一昭和54年度発掘調査報告一」 江釣子村教育委員会 昭和55年3月

・ 「江釣子遺跡群一昭和55年度発掘調査報告-」 江釣子村教育委員会 昭和56年3月
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「七世紀初頭における集落構成の変質」 山田

「胆沢城と古代村落一自然村落と計画村落一」

日本の考古章一古墳時代一

「和銅開称をめぐる諸問題」 佐藤虎雄

「出土資料によるおが国貨幣の考察」 矢島恭介

「五輪C遺跡」 宮城県文化財調査報告書第61集

宮城県教育委員会 東北地方建設局仙台工事局

「観音沢遺跡」 宮城県文化財調査報告書第72集
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考古学研究25- 3 昭和53年12月

考古学研究23- 3 昭和51年12月
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古代学11- 4 昭和39年

古代学1l- 4 昭和39年
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宮城県教育委員会 日本国有鉄道仙台新幹線工事局

・ 「横塚遺跡」 宮城県文化財調査報告書第53集 東北自動車道関係発掘調査略報(昭和52年度分)

宮城県教育委員会 日本道路公団

・ 「舞台」 -福島県天栄村における古墳時代の集落一 福島県天栄村教育委員会 昭和56年

・ 「玉貝遺跡・西根遺跡」金ヶ崎バイパス関係追跡発掘調査報告書I

岩手県埋蔵文化財センター文化財調査報告書18集 (財)岩手県埋蔵文化財センター 建設省岩手工事局

・東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-Ⅲ一

岩手県文化財調査報告書第59集 岩手県教育委員会 日本道路公団 昭和56年3月

・一戸バイパス関係埋蔵文化財調査報告書-エー
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Ⅳ 猪谷地遺跡出土の籾について
佐 藤 敏 也

I BD62住居址出土の籾(計測表、・図版57)

猫谷地BD62住居址南壁のカマド煙道部内に在った広口の聾から検出されたものである。発

掘時聾には土壌がぎっしり充填されていたということである。バラバラの粒は表面白く灰にお

おわれているが、心の籾は黒炭化していた。ほとんどの粒の身は空洞化し、よほど留意して計

測し老いとつぶれてしまう。この状態は、籾が聾の中で蒸し焼きされ黒炭化したのち更に再び

強い熱気を浴びて外部組織が灰化したことを示している。白い灰粉は、籾殻の灰化した組織紬

粉である。破砕しやすく、少しの振動で粉化する状況で総数約千粒、大半が不完全粒である。

完形530粒の中30%、 160粒を計測した。計測は米粒とした後行った。

1粒形の変異(計測表、第1 ・2図)

粒長の最大5.40mm(No.1 ),最小3.30mm(No.160未熟粒)、平均4.18mm、 ±0.3飢m、粒幅の最大

3.50mm(No.35. 67、焼け太り粒)、最小2.40mm(No.130.137・149、不稔、未熟粒)、平均2・95mm、
(注1)

±0.24mm、粒厚の最大2.70mm(No.24、焼け太り)、最小1.40mm(No.147、未熟粒)、平均(m)2.06mm、

±0.20mm、粒型の最大1.74mm(No.1 ),最小1.12mm(No.157、未熟粒)、平均l.42、 ±0.13、粒の大

きさの最大14.74mm(No.1 ) ,最小8.25mm(No.160、未熟粒) 、平均(m)12.40mm、 ±1.70mm。

2 粒型とその大きさ(第1表一1 ・2)

粒型をあらわすためにoriginal dataから計算した粒長1粒幅比を、また粒長×粒幅積を求め

て粒の大きさを表れす分類基準とした表に該当する計測値をプロット(実際には第1表のよう

に番号で入れていく)して集計すると、計測した160粒中、粒型では短粒84(52・50%)、円粒76

(47.50%)であり、粒の大きさの点では、中粒1 (0.62%)、小つぶ粒101(63・13%)、極小つぶ

58(36.25%)で短粒と円粒の小つぶ粒が圧倒的に多い。

粒型とその大きさから判断される範囲では、 BD62住居址出土粒、 DA24住居址出土粒とも

に短粒と円粒の小つぶ粒が圧倒的多数の構成をもつ粒群であるということができる。従ってこ

れら米粒群についての粒型とその大きさの構成比率は、第1表-2にみられるように、主とし

て短粒から構成され、それに、それらよりも小量の円粒を混えるという、東北地方で古くから

栽培されていた稲の基本的パターンS.R.を示し、東北地方のプロトタイプに属するものであ

るといえる。

Ⅱ DA24住居址出土の籾(計測表、図版58)

黒炭化した約4グラムの籾塊(70mmX60mmX35mm) +現に二片に割れているが、もとは一

個体に属していたものであろう。各面に自然面を残していて極めて狭い空間の中で蒸し焼きさ

れたという状態である。二側面にところどころ平滑面がみられる、その幅1cm未満、長さも最
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も長いところで3cm、少々湾曲している。幅せまい長辺の一側面は平らで、焼け砂が未だ残っ

ているところをみると、この側で住居の床面へ接していたものかもしれない。計測には脱粒の

米粒によった。

1 粒形(計測表、第1・2図)

粒長の最大5.30mm(No.1 ),最小4.00mm(No.22.23),平均4.51mm、 ±0.35mm、粒幅の最大3.30

mm(No.18.22)、平均2.88mm、 ±0.23mm、粒厚の最大2.30mm(No.14、焼けぶくれ粒)、最小1.60mm(No.

19、未熟粒)、平均1.97mm、±0.17mm、粒型の最大l.96mm(No.1 ),最小1.21mm(No22、未熟粒)、平

均1.57、 ±0.18、又、粒の大きさの点では最大15.5伽m (No.3) 、最小10.3棚m (No.17) 、平均

12.99mm、 ±l.33mmである。

2 粒型とその大きさ(第1表-1・2)

粒型についていえば、 23粒中20粒(86.96%)が短粒、 3粒(13.04%)が円粒であり、その大

きさでは、 18粒(78.26%)が小つぶ粒、 5粒(21.74%)が極く小つぶの粒である。これらの粒

の構成のパターンはS.R.である。

Ⅲ 要 約

1. BD62、 DA24両住居址出土粒は短粒小つぶが主体である。

2.粒構成のパターンは、 S.R.で東北地方のプロトタイプに属する。

3.粒型は円く有芋であり日本型を示す在来稲である。

4. BD62の粒型を示す平均値1.42±0.13、その母集団における95%信頼限界1.40<巧く1.44

と、 DA24の粒型を示す平均値1.57±0.18をちびにその母集団における信頼限界1.49<〃<l.65
(注4)

ではあまりに隔絶しているので、その差を比較検定した結果、それらの間に有意差を認められ

なかったので、肉眼的所見とも矛盾なく、同一品種群に属するものと解される。

(注l) 平均Xと平均値鯵とは多くの場合一致したが、違った場合は費を採用し(m)と表示した。

(注2) 分頼基準については「東北縦貫自動車道文化財調査報告書」 Ⅷ (1981) P.310

(注3) 東北地方の粒の構成パターンとしては、 (1) S.R.; (2)L.S.R.;および(3)L.S.;の三

つのパターンがある。大瀬川C追跡、柳田館および花巻古館遺跡の出土粒にみられる。

(「東北縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告書」 Ⅷ (1981) P.310)

(注4) 平均値相互検定については下式によった。

I示十五i

S亙十S短

n,十の2-2
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累積度数

葛し

ヽ

ヽ
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第1表-1猫谷地遺跡出土籾の粒型とその大きさ

Size Shape 

I
i

i ー極々小へ8:00-極小へ12:00-小へ16:00-中へ 合 計 
血m 血m 血m 

長 粒 2.00以上 
ー ー - - ー 

壇 粒 

1.80・-2.00 以上未満 
ー ー 

1.2.9 

ー 

84 (52.50%) 20 

1.60へl.80 以上未満 
ー 

44.45.46.99.100.101 16.17 2.3.5.8.1l.12.16.20. 22.23.31.32.33 3.4.5.8.11 

1 

1.40 へ1.60 

65.66.82.90.9l.92.93 6.7.9.10.13.14.15.17 

94.95.96.97.98.123. 18.19.21.24.25.26.27 

(86.95%) 
124.125.126.130.135. 28.29.30.38.39.40.4l 

†ノ=: 未浦 136.137.138.139.140. 42.43.57.58.59.60.61 

145.147.149.155 62.63.64.78.79.80.81 

19.20.23 6.7.10.12.13.14.15 

円 粒 -140 

119.120.121.122.128. 34.35.36.37.47.48.49 

76 (47.50%) 

129.132.133.134.141. 50.51.52.53.54.55.56 

142.143.144.146.148. 67.68.69.70.7l.72.73 

150.151.152.153.154. 74.75.76.77.83.84.85 

156.157.158.159.160 86.87.88.89.102.103. 

未満 

104.105.106.107.108. 109.110.111.112.113. l14.115.116.117.118. 127.131 18.21.22 

3 (13.04%) 

合 計 
ー 

58(36.25%) 101(63.13%) (0.62%) 
160 (100%) 

5(21,74) 18(78.26%) 
ー 

23 (100%) 

※ゴジックはDA24出土粒の番号

第1表-2 粒型の構成

粒 出 土 区 

長粒 (しong) 

壇 粒(Sho「t) 円 粒(Round) 

合 計 

中 小 極小 小計 中 小 極小 小計 

BD62 
ー 

l 50 33 

84 (52.50) 

ー 
51 25 

76 (47.50) 160 (100) 

BD62 
ー 

2 52 7 

61 

1 24 14 

39 100 

(1978年) (6l.00) (39.00) (100) 

DA24 
ー ー 

15 5 

20 (86.96) 

ー 
3 

- 

3 (13.04) 23 (100) 
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表1 猫谷地BD62住居址出土籾

No. し B Th し/B しXB 「e鵬「ks 

l 5.40 3.10 2.10 1.74 16.74 着粒部残る 

2 5.20 3.00 2.20 l.73 15.60 計測中破掘 

3 5.00 3.10 2.00 l.61 15.50 

4 5.00 3.00 2.30(2.80) l.66 15.00 厚さ焼けぶくれ 

5 5.00 2.90 2.10 l.72 14.50 

6 4.90 3.20 2.30 l.53 15.68 

7 4.90 3.10 2.30 l.58 15.19 

8 4.90 2.90 2.20 1.68 14.21 

9 4.80 3.20 2.00 1.50 15.36 

10 4.80 3.20 2.40 l.50 15.36 

小 計 49.90 30.70 2l.90 16.25 153.14 

11 4.80 3.00 2.00 l.60 14.40 

12 4.80 3.00 2.20 l.60 14.40 

13 4.70 3.20 2.40 l.46 15.04 破掘 

14 4.70 3.10 2.00 l.51 14.57 

15 4.70 3.10 2.00 l.51 14.57 

16 4.70 2.90 2.00 l.62 13・63 

17 4.70 3.00 2.20 l.56 14.10 

18 4.60 3.20 2.00 l.43 14.72 ⑭ 

19 4.60 3.20 2.10 l.43 14.72 

20 4.60 2.70 1.90 l.70 12.42 0 

小 計 46.90 30.40 20.80 15.42 142.57 

21 4.60 3.10 2.10 l.48 14.26 

22 4.60 2.80 2.20 1.64 12.88 

23 4.60 2.70 2.00 l.70 12.42 

24 4.50 3.20 2.70 1.40 14.40 

25 4.50 3.10 2.30 l.45 13.95 

26 4.50 3.10 2.10 l.45 13.95 

27 4.50 3.00 2.00 1.50 13.50 

28 4.50 3.00 2.10 l.50 13.50 

29 4.50 3.00 l.70 l.50 13.50 

30 4.50 3.00 2.10 l.50 13.50 

小 計 45.30 30.00 21.30 15.12 135.86 
l 

31 4.50 2.80 1.70 l.60 12.60 未熟粒 ! 

32 4.50 2.80 2.30 l.60 12.60 

33 4.50 2.70 2.00 1.66 12.15 

34 4.40 3.40 2.20 1.29 14.96 焼け太り 

35 4.40 3.50 2.10 1.25 15.40 焼け太り 

36 4.40 3.40 2.20 1.29 14.96 焼け太り
- 

37 4.40 3.20 2.40 1.37 14.08 焼け太り 

38 4.40 3.10 2.20 1.41 13.64 焼け太り 

39 4.40 3.00 2.30 1.46 13.20 焼け太り 

40 4.40 3.00 l.60 1.46 13.20 

小 計 44.30 30.90 2l.00 14.39 136.79 
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表2 猫谷地BD62住居址出土籾

No. し B Th し/B しXB rema「ks 

41 4.40 3.00 2.30 l.40 13.20 焼け太り 

42 4.40 3.00 2.10 1.40 13.20 焼け太り 

43 4.40 3.00 2.30 1.40 13.20 焼け太り 

44 4.40 2.70 2.10 l.60 11.88 

45 4.40 2.70 2.00 1.62 11.88 焼けぷくれ ① 

46 4.40 2.60 1.90 l.62 1l.44 

47 4,30 3.30 2.30 1.69 14.19 

48 4.30 3.20 2.10 1.39 13.79 胴切れ⑭焼けぷくれ 
49 4.30 3.20 2.40 l.34 13.76 厚さ焼けぶくれ 

50 4.30 3.20 1.90 1.紘 13.76 

小 計 43.60 29.90 2l.40 14.45 130.27 

51 4.30 3.10 2.00 1.38 13.33 

52 4.30 3.10 2.20 1.38 13.33 

53 4.30 3.10 2.20 l.38 13.33 

54 4.30 3.10 2.40 1.38 13.33 焼け太り 

55 4.30 3.10 1.90 l.38 13.33 

56 4.30 3.10 1.90 l.38 13.33 

57 4.30 3.00 2.10 l.43 12.90 幅焼けぶくれ 0 

58 4.30 3.00 2.20 l.43 12.90 

59 4.30 3.00 2.10 1.43 12.90 

60 4.30 3.00 1.90 1.43 12.90 

小 計 43.00 30.60 20.90 14.00 13l.58 

61 4.30 3.00 2.10 1.43 12.90 

62 4.30 2.90 2.20 1.48 12.47 

63 4.30 2.90 2.50 l.48 12.47 厚さ焼け太り 

64 4.30 2.80 2.00 1.53 12.04 

65 4.30 2.70 1.90 1.59 11.61 

66 4.30 2.70 1.90 l.59 1l.61 

67 4.20 3.50 2.20 1.20 14.70 

68 4.20 3.40 2.20 1.23 14.28 

69 4.20 3.40 2.50 l.23 14.28 焼け太り 

70 4.20 3.20 2.30 l.31 13.44 

小 計 42.60 30.50 21.80 14.07 129.80 

71 4.20 3.20 2.20 l.31 13.44 

72 4.20 3.20 2.00 1.31 13.44 

73 4.20 3.10 2.10 1.35 13.02 

74 4.20 3.10 l.80 l.35 13.02 

75 4.20 3.10 2.00 l.35 13.02 

76 4.20 3.10 2.10 1.35 13.02 

77 4.20 3.10 2.10 l.35 13.02 

78 4.20 3.00 2.10 1.40 12.60 

79 4.20 2.90 2.30 l.44 12.18 厚さ焼け太り 

80 4.20 2.90 2.00 l.44 12.18 

小 計 42.00 30.70 20.70 13.65 128.94 
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